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序

岩手県には縄文時代の遺跡をはじめとする数多 くの埋蔵文化財包蔵地が各地にあり、平成 12年度の岩手

県教育委員会のまとめでは9,677箇所を越える遺跡が登録されています。先人たちが残したこれらの貴重な

文化遺産を保護、保存 し、後世に伝えていくことは、私たち県民に課せられた重大な責務であります。

また一方では、幹線道路網や農業基盤整備など、社会資本を充実させることもまた、行政上の重要な施策

であり、このため埋蔵文化財の保存・保護と調整・調和のとれた地域開発の進展が今日的な課題でありま

す。

こうした見地から、財団法人岩手県文化振興事業団は埋蔵文化財センターの創設以来、埋蔵文化財保護の

立場に立って、岩手県教育委員会生涯学習文化課の指導と調整のもとに、道路建設などの開発事業のよって

やむを得ず消滅していく遺跡について、発掘調査を実施 し、記録保存する措置をとって参りました。

本書は、遠野第ニダム建設に関連 して平成 14年度に発掘調査を実施 した、遠野市九重沢遺跡の発掘調査

成果をまとめたものであります。調査の結果、九重沢遺跡は縄文時代早期から前期にかけて営まれた集落跡

であることが明らかになりました。中でも、この調査によって得られた出土遺物は、この時期を考える上で

貴重な資料を提供することができました。

本書が広 く活用され、考古学の研究に寄与すると共に埋蔵文化財に対する関心と理解を一層深めることに

役立つことを切に希望します。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成にご協力とご援助を賜 りました遠野地方振興局土木部、遠

野市教育委員会をはじめとする多くの関係機関 。関係各位に哀心より感謝申し上げます。

平成 16年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合 田  武



例  言

1.本報告書は、岩手県遠野市遠野町第 30地割字九重沢 3-1に所在する九重沢遺跡の発掘調査成果を収録し

たものである。

2.本遺跡の発掘調査は、遠野第ニダム建設事業に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は岩手県遠野地方

振興局土本部と岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課との協議を経て、岩手県遠野地方振興局土本部

の委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施 した。

3.本遺跡の岩手県遺跡台帳における遺跡登録番号はMF 55-0082、 遺跡略号はK」 S-02である。

4.野外調査及び室内整理期間、調査担当者などは以下の通 りである。

野外調査   調査期間   平成 14年 8月 12日 ～ 10月 30日

調査面積   1,449ポ

調査担当者  北田 勲・川又 晋

室内整理   整理期間   平成 14年 ■ 月 1日 ～平成 15年 3月 31日

整理担当者  北田 勲・川又 晋

5。 野外での遺構写真撮影は担当調査員、遺物の写真撮影は当センター写真担当福士昭夫・中田実が行った。

6.本報告書の執筆は、第 I章 を岩手県遠野地方振興局土本部が担当し、その他は北田と川又が担当した

(文末に記名)。 また、編集は北田が担当した。

7.遺物の分析・鑑定、自然科学分析、剥片石器実測・ トレースは以下の機関に委託 した。

石器・石製品の石材鑑定    花筒岩研究会

テフラ分析          株式会社古環境研究所

放射性炭素 (14c)年代測定   株式会社古環境研究所

剥片石器実測・トレース    株式会社シン技術コンサル

8.座標原点の測量及び空中写真撮影は以下の機関に委託した。

座標原点の測量  株式会社イテイ土木コンサルタント

空中写真撮影   東邦航空株式会社

9.本書では、国土地理院及び岩手県宇宙航空開発推進協議会発行の以下の地形図を使用した。

1/25,000地 形図 遠野

1/200,000地 形図 宇宙から見た岩手県付録

10。 野外調査及び本報告書の作成にあたり、以下の機関・方々から御指導・御助言をいただいた (敬称略・

五十音順)。

佐藤浩彦 (遠野市教育委員会)、 名久井文明、日下和寿 (岩手県教育委員会生涯学習文化課)

11。 発掘調査資料は、すべて岩手県立埋蔵文化財センターで保管している。

12.調査成果は岩手県埋蔵文化財調査略報 (平成 14年度)。 現地公開資朴などに発表してきたが、本報告書

の内容が優先するものである。



例凡

1.遺構図の用例は次の通 りである。

(1)遺構実測図の縮尺は竪穴住居跡・竪穴住居状遺構の平面・断面図 1/60、 竪穴住居跡の炉 1/30、 焼土

遺構の平面・断面図 1/40、 土坑の平面・断面図 1/60、 ピットの平面・断面図 1/60で 表した。ただし

規模の関係上これに合わないものもあるため、各図版にスケール及び縮尺を付した。

(2)推定線は破線で表した。また、重複遺構については実線・破線で表した。

(3)層位は、基本層序にローマ数字、各遺構覆土等にアラビア数字を使用 した。

(4)土層色調の観察には、農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖』を使用した。

(5)遺構図中の「P」 は土器、「S」 は石器を表している。

2.遺物実測図の用例は次の通りである。

(1)遺物実測図の縮尺は土器 1/3(1/4)、 土製品 1/2、 石器 (剥片)1/2、 石器 (礫)1/3(1/2)で 表した。

ただし法量の関係上これに合わないものもあるため、各図版にスケール及び縮尺を付した。

(2)剥片石器については、折れ面が存在する場合、その部分の実測図も付 した。

(3)礫石器の磨痕については、観察により密な磨痕と粗な磨痕に分け、スクリーントーンで示した。また、

改打痕についても、実測図で表現できない場合については、スクリーントーンで示した。

3.写真図版の用例は次の通 りである。

(1)遺構写真図版については基本的に平面及び断面写真をセットとし、遺構種別に合わせて遺物出土状況

などを掲載した。

(2)遺物写真図版については、縮尺は基本的に遺物実測図に準 じている。撮影面はほとんどの場合 1面の

みとしているが、正面のほかに裏面などを撮影し、掲載 したものもある。
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I 調査に至る経過

九重沢遺跡は「遠野第二生活貯水池建設事業」の実施に伴い、その事業区域内に存在することから、発掘

調査を実施することになったものである。

遠野第二生活貯水池建設事業は、猿ヶ石川上流流域の来内川筋、治水対策事業により、昭和 32年県営第

一号の遠野ダムが完成した下流部に位置するものである。

昭和 56年 8月 の台風 15号 により来内川が氾濫し、遠野市街地で多 くの家屋が浸水被害を受けたことから、

現在、決水から貴重な資産を守ることなど目的とした遠野第ニダム (仮称)の建設を進めている。

当該事業は、平成 2年 4月 に事業の建設採択を受け、調査・設計を行い、平成 12年 4月 に遠野第ニダム

地権者が発足 して平成 13年 11月 に補償基準の妥結を得て、用地解決を図り、工事を着手することとなっ

た。

九重沢遺跡は、左岸側付替市道工事 (L=350m)区間として、平成 14年度から着手することとなった。

九重沢遺跡については、岩手県教育委員会が平成 12年 ～ 13年度に試掘調査を実施して、共に縄文時代の

住居跡が確認されている。

その結果に基づいて、岩手県教育委員会は遠野地方振興局と協議を行い、発堀調査を財団法人岩手県文化

振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

なお、発掘調査は平成 14年 8月 に着手して同年 10月 に現地調査が終了した。

報告書作成に係る室内整理は平成 15年 3月 まで実施して、報告書は平成 15年度の刊行である。

(岩手県遠野地方振興局土本部)

I 遺跡の立地と環境

1.遺跡の地理的環境

(1)遺跡の位置

九重沢遺跡の所在する遠野市は、北上山地中南部の遠野盆地に位置する遠野南部家一万三千石の城下町で

ある。北は下閉伊郡川井村、東は上閉伊郡大槌町・釜石市、南は気仙郡住田町、西は稗貫郡大迫町 。東和

町・上開伊郡宮守村 。江刺市の 2市 4町 2村 と隣接する。東西約 33.5 km、 南北約 38.2に m、 総面積 660.38kだ

の人口2万 7千人 (平成 14年 12月 )を 有し、古来より内陸と沿岸を結ぶ中核都市である。遺跡は」R釜石

線遠野駅の南側約 1,7 km、 遠野町第 30地割九重沢に所在し、猿ヶ石川支流の来内川によつて形成された西岸

の河岸段丘上に立地している。また、遺跡の立地する地域は九重沢が来内川に合流する地域でもあり、本遺

跡と栃洞Ⅱ遺跡 (平成 14年度本調査)が隣接 している。本遺跡は、国土地理院発行の 125,000地形図「遠

野」NJ 54 14 5 3(一関 5号-3)の 図幅に含まれ、北練 39度 18分 53秒、東経 141度 31分 58秒付近にあた

る。標高は280～ 284mで、現況は山林と畑地である。

(2)遺跡周辺の地形 と地質

遺跡の存在する遠野市は、北上山地のほぼ中央部に開けた遠野盆地に位置する。北上山地は、南北に延び

た紡錘形をなし、北端は青森県人戸市付近、南端は宮城県牡鹿半島に至る南北延長約 240km、 東西最大幅約
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第 3図 遺跡範囲図

77km(岩手県分では南北約 180kmで県面積のおよそ 3分の 2に あたる)で、中央部が最も高く南方及び北

方に向かい高度が低下する。東方には太平洋、西方には北上川や馬淵川の低地が推移し低地を隔てて奥羽山

脈と対峙している。この北上山地の歴史は古 く石炭紀の中頃 (約 3億年前)の造山運動により隆起 し山系の

一部を造ったのが始まりと言われる。古生代末、中生代三畳紀初 (約 2億 4万年前)の大規模な造山運動で

は山地の大部分が陸化し、その後、山地の東北部や南部が海底に沈んだ。砂や粘土を堆積 し、白亜紀前半中

頃 (約 1億年前)の造山運動により山地の全域が陸地となり、これに伴う花商岩活動や断層運動により、山

地の輪郭が現在と近 くなった。その後も浸食作用・隆起・沈降等を繰 り返 し現在の形になったと考えられて

いる。地質の主体は古生界および中生界とそれを貫 く花商岩ならびに蛇紋岩などの塩基性岩類、そのほか新

生界古第三系も局部的に発達している。また、新第三系ならびに第四系もかなり広い分布である。このよう

に北上山地は何億年もの長い期間の複雑かつ、激しい変動を経て現在の姿に至っているため、時代的に多様

で岩石の種類も豊富である。地質時代の判然としている我が国最古の地層 (古生代シルリア紀の地層)も や

はりこの北上山地 (大船渡市)で見つかっている。

遠野盆地は、薬師岳に源を発する猿ヶ石川 (73.lkm)と その支流である小烏瀬川 。来内川・早瀬川、さら

にその支流である河内川、猫川等がこの北上山地の一部を開析 して作った山地内で最も広大な谷底平野であ

る。河川流域には耕地が拓けている。北上山地の中で谷底平野の広い地域は、花筒岩の分布域でもある。当

地は北上山地最大の遠野・土淵花筒岩体の分布域である。これらの花商岩は上記した白亜紀前半中頃に形成

されたものである。盆地北方には北上山地の主峰早池峰山の姿が望まれ、東には一ツ石山 (1,058.3m)・ 貞
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任山 (886m)。 六角牛山 (1,294m)等早池峰山の支脈が南北に走 り、南には物見山 (917m)、 西には高

清水山 (797.7m)、 北には天ケ森 (756m)・ 薬師岳 (1,645m)の なだらかな山稜が並ぶ。北上山地は開析

隆起準平原 (浸食を受けた隆起準平原)で、山地に続 く丘陵縁辺部に小規模な段丘と沖積地が観察される。

盆地は信り鉢状の地形となっており、内陸性の盆地的気候を呈し、夏期には30℃ を超すが暑い日は少なく、

また冬期には 26.5℃ (昭和 15年 1月 21日 )、 25.5℃ (昭和 20年 1月 27日 )を記録するなど県内有数の低

温域で気温の較差が大きい地域である。冬期にI主北西の季節風、夏期には南西風が北上平野を北上し、花巻

市から峡谷を越えて盆地にはいるため主風向は西風 (全体の32%)で ある。

今回発掘調査 した九重沢遺跡は来内川が形成 した谷底平野部に位置し、遺跡の上流約 1.5kmに は昭和 32

年に完成した来内ダム (遠野ダム)がある。土壌は黒ボクを混入する粗粒灰色低地土壌統群に分類され、豊

間根統で花商岩を母岩とする。

2.遺跡の歴史的環境

岩手県教育委員会のまとめによると、平成 12年度現在で県内には約 9,僚7カ 所の遺跡が確認され、そのう

ち遠野市内には 320ヵ 所の遺跡が登録されている。本遺跡と時代を同じくする縄文時代の遺跡及び、縄文時

代に属する可能性のある遺跡は市内に 195カ 所ある。また、本遺跡を中心 とする半径 10kmの近隣地区には、

166カ 所 (遠野市 158カ 所、宮守村 5カ 所、住田町 3カ 所)確認されている。その遺跡のほとんどが猿ヶ石

川及びその支流の河川によって形成された地形に沿って立地 している。古代の遺跡が猿ヶ石川流域の沖積地

に多 く見られるのに対 し、丘陵地、扇状地の段丘や微高地等には縄文の遺跡が集中している。

近年遠野市内で発掘調査 された遺跡には、縄文時代早期～前期の遺跡 としては平成 12年 に発掘調査が行

われた権現前遺跡がある。住居跡 15棟、土坑 43基等検出されている。前期～中期の遺跡 としては平成 10

年～ 12年に発掘調査が行われた新田Ⅱ遺跡 (綾織新田遺跡)がある。前期前葉～中葉に属する住居跡 18棟、

中期に属する住居跡 2棟、古代の住居跡 1棟等が検出されている。縄文前期前葉の大形竪穴住居跡からなる

拠点的集落跡では国内最古級のもので、平成 14年 H月 18日 国指定史跡 となっている。後期の遺跡 として

は平成 9年 に発掘調査の行われた甲子遺跡 (近世遺構 も検出されている)がある。その他 に寒風遺跡 (縄

文・古代・近世、昭和 56年 )、 高瀬 I遺跡 (縄文・古代・近世、昭和 63年 )、 逢田遺跡 (古代、昭和 63年 )、

高瀬Ⅱ遺跡 (古代、平成元年)、 本宿遺跡 (古代、平成 3～ 4年 )、 寒風 I遺跡 (縄文早期・前期、平成 8年 )、

篠館跡 (中 世、平成 10～ 11年 )等がある。

これまで遠野市では数点の土器片は出土するもの早期の遺跡と呼べるものは無かったが、近年の発掘調査

において権現前遺跡で確認されている。

平成 14年度は本遺跡の他、同市内では平倉観音遺跡、栃洞 Ⅱ遺跡、中土淵遺跡の発掘調査 も行われ、縄

文時代および弥生 。平安時代の遺構・遺物等を確認 している。

<参考 。引用文献>

岩手県 1971 「北上山系開発地域土地分類基本調査 遠野J

岩手県 1971 「北上山系開発地域土地分類基本調査 人首J

岩手県 1971 「北上山系開発地域土地分類基本調査 土淵」

岩手県 1971 「北上山系開発地域土地分類基本調査 大追」
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岩手県教育委員会 2000 「岩手県遺跡台帳」

遠野市教育委員会 1974 「遠野市史 第 1巻」遠野市

遠野市教育委員会 1991 「逢田遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第 3集

遠野市教育委員会 1991 「高瀬Ⅱ遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第 4集

遠野市教育委員会 1994 「本宿遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第 7集        ´

遠野市教育委員会 1997 「寒風 I遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第 10集

遠野市教育委員会 1998 「甲子遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第 11集

遠野市教育委員会 2002 「新田Ⅱ遺跡」遠野市埋蔵文化財調査報告書第 13集

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1982 「寒風遺跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第43集

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1991 「高瀬 I遺跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第 155集

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2000 「篠館跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第 353集

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2002 「権現前遺跡発掘調査報告書」岩埋文調査報告書第 384集

岩手放送株式会社・株式会社アイ・ビー・シー開発センター 1976 「岩手地誌 三部作 第三部 北上山系」

株式会社新公論社 1987 「日本の川―自然と民族Ⅱ」
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第1表 周辺遺跡表
酌 名

縄 文

遠野市

茄屋 1附馬牛町下IIF9牛字荒屋

張 山

骨馬牛町安居台字坂本

遠野市 駒本小 日沢

縄 文

還野市

駒木 皿

公崎町光興寺宇官代

宮代 皿

蔭崎町 自岩字町田

違野市

林 崎

縄文 LllH町栃内字山崎

違野市 栃内饉突堂

縄 文 と淵町栃内字大楢

遠野市

上綾織続石

縄 文 安lgt町ミサザキ字砂子沢古堂

遠野市

縄文   1綾 織町ミサザキ字標 内

遠野市

大久保

縄文  1松崎町光興寺字金ケ沢

遠野市 天神 I

縄文   1松 崎町光興寺宇天神

遠野市 天稗 Ⅱ

縄文   1松 崎町光興寺字天神

遠野市

日影

縄文   1綾織町新里宇寒風

寒風Ⅱ

街織町新里宇寒風

寒 風

縄 文

還野市

大 柳

晴 山Ⅲ

縄文  | 雷笹町糠前

遠野市 縄文   |
青笹町糠前

還野市

青笹町糠前字権現前

沢 口

青笹町糠前年文吾山

鱒沢館

安縦町下綾織字四三

遠野市

褒織町下綾織 字新 田

遠野市

深 沢野コ

麦織町下綾織字新日

運野市 蕪野沢

縄 文 安織町新里字間本野30地割

新里愛宕裏 縄 文 舅織町新里字間木野 31地割

と淵町五日市

遠野市 五 日市 I

上llH町五日市

還野市

縄 文 蓮野町字九重沢

重野町大宇九重沢

合 田

青笹町青笹字人幡

還野市 下関

崖野町字栃洞

縄文・平安 吾笹町青笹宇上青笹

青笹町糠前字館石

遠野市 館 山療 縄 文 青笹町 中沢宇 田屋

写笹町鳥居長根

遠野市 」ヽ疾雨館

卜友町字柴橋第41地割

小友三枚橋

遠野市 小友西塔

小友町字鷹鳥屋

遠野市

」ヽ友町字柴橋第41地割

」ヽ友町字上室

小友土室 I 縄 文

上郷町来内宇長洞

細越沢

と郷町来内字権現

遠野市 浦水川

暮坪前 上郷町佐 比内字碁坪前

上郷町佐比内字赤沢

と郷町平倉字観晋

遠野市

縄 文 と郷町 甲子

林崎 I 羅 文 上郷町平倉字大寺

L郷町甲子

平野原

L郷町平倉宇平野原

遠野市

縄 文

遠野市

と鱒沢字幅長根

覧日 縄 文

L鱒沢 20地割

新 日出 I

と有住新 園山開拓地
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3.基本層序

(1)調査区の地形

本調査区は東側の来内川、南狽Iの 九重沢に挟まれた東向きの河岸段丘上に位置する。現況は畑地と栗林で、

現況の標高は調査区北側の最高位で 286.5m、 南側の最低位で 283.5mで ある。現況では一見して緩斜面で

あるが、旧地形を観察すると、調査区の北から南にかけて現況より角度を持ちながら傾斜しており、調査区

中央部の最高位で標高 286.Om、 北側の最低位で 283.6m、 南側の最低位で 280.Omと なっている。調査区は

南北に長いため、直線距離にして約 40mで 6m低下しており、傾斜角度は約 8.5° である。このかなりの急

勾配のため、数回の崖錐性堆積の影響 (土石流か)を 多分に受けており、調査区全域において粒径 1～ 2m

の花両岩巨礫が散在している。

(2)調査区内の層序

前述の通 り、調査区は北を頂点とする二等辺三角形になっており、南北が最大長約 90m、 東西の最大長

約 32mである。調査区内を北から南に向かって傾斜していき、調査区の南側に流れる九重沢に接する。

調査を進めている段階で分かつたことであるが、本調査でⅥ層としている黒褐色土が現在の九重沢の川底よ

りも低いところまで入り込んでいることが確認されており、現在流れている九重沢は、該期には数m南側を

流れていたと考えられる。調査区南側は、Ⅱ層花商岩砂礫層の下にⅥ層黒褐色土層が存在することを確認し

ていたものの、九重沢からの浸水と湧水が著しかったため、調査を断念した。

調査区南側の I B5hグ リッド～ I B8hグ リッド・ I B5i。 61グ リッドは、堆積状況及び花商岩砂礫面の

状況から旧河道部分と考えられる。流路は現在の九重沢と似ているが、若干蛇行しながら本流である来内川

に合流していたと考えられる。

主に遺物を含んでいる層準は第Ⅲ層～第Ⅶ層であり、早期前葉～前期初頭にかけての遺物を出土している。

第 I層 (10YR2/1)黒色のシルト層は、表土にあたる層である。層厚は約 10～ 40 cmで 、現況に植生してい

た栗林などの影響を受けており、荒れている。

第 1層 は砂礫層で、堆積状況及び砂礫の粒径・含まれる花筒岩礫から3分 される。なお、層厚は南に傾斜す

るほど増し、最深部では約 2mを越える堆積が観察された。

第Ⅱa層 (10YR4/3)に ぶい黄褐色の砂礫層である。層厚は約 0～ 30 cmで 、直径 5 mln以 下の風化花筒岩

小礫を50%含む。

第Ⅱb層 (10YR6/3)に ぶい黄褐色の砂礫層である。層厚は約 0～ 30 cmで 、第Ⅱa層 より直径 5 tlln以下

の小礫の割合が多い。

第Ⅱc層 (10YR5/3)に ぶい責褐色の砂礫層である。層厚は約 0～ 10 cmで、上記の第Ⅱa・ b層 と異な

り、砂質分の多い層である。

第Ⅲ層 (10YRl.7/1)黒 色のシルト層である。層厚は約 10～ 15 cmで、糸電文時代前期を中心とする希薄な遺

物包含層である。

第Ⅳ層 (10YR3/4)暗 褐色のシル ト層である。層厚は約 0～ 20 cmで 、縄文時代前期を中心とする希薄な遺

物包含層である。

第Va層 (10YR5/3)|こ ぶい黄褐色火山灰層である。層厚は約 0～ 30 cmで 、調査区の一部に拡がりを持ち、

堆積状況から十和田中掠火山灰の二次堆積層と考えられる。

第Vb層 (10YR5/8)黄 褐色火山灰層である。層厚は約 0～ 10 cmで 、調査区の一部に拡がりを持ち、堆積
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基本層序①

基本土層
I  IIJYR2/1  黒色 ンル ト  粘性中  しまり中   表土、植根多い、砂礫粒 5%
Ⅱa 10YR4/3  にぶい黄褐色砂 粘性なし しまりやや強 砂礫層、小礫 (風化花尚岩、～ 5 mln)50%
Ⅱb 10YR6/3  にぶい黄褐色砂 粘性なし しまりやや強 砂礫層、工aよ り小礫の割合多 (30%)
Цc llyYR5/3  にぶい黄褐色砂 粘性なし しまりやや強 砂層
Ⅲ  10YR1 7/1 黒色 シル ト  粘性やや強しまりやや閑
Ⅳ  10YR3/4  暗褐色 シル ト 粘性中  しまりやや弱
Va 10YR5/3  にぶい黄褐色  粘性弱  しまりやや弱 To Cu2次堆積層
Vb lCIYR5/8  黄掲色 粘性弱  しまりやや弱 To Cul次堆積層
Ⅵa 10YR2/2  黒掲色 シル ト 粘性中  しまりやや弱 小礫粒 2～ 3%、 礫 (花尚岩、10～ 5tlcm)含 tr

Ⅵb 10YR2/3  黒褐色 シル ト 粘性中  しまりやや弱 砂礫粒 2～ 3%、 礫 (花筒岩、10～ 5tlcm)含む
Ⅶ  ltlYR3/3暗 褐色～ loYR4/6 褐色シル ト 粘性中 しまり中 Ⅵ層～Ⅷ層の漸移層 ?
Ⅷ  10YR4/6  掲色 シル ト  粘性やや弱 しまりやや弱 地山、砂礫粒 2～ 3%
I'  Iに 10YR4/6褐 色ンルト (地 山)モヤ状に混入                           0            1:40           2m
Ⅱ' 基本的にこと同じ5YR4/4にぶい赤褐色 (酸化 ?)の うすい層が幾重にも重なる            

「

――――――――一一一―
トーーーーーーーーーーー司

第 6図 グリッド配置図・基本層序

αhr l                    燕紗 歩添♂ / ■

メインベルト6基本層序②Fg塩をiイ

基本層序②
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メインベルト1

注 卜 2849t10m 名

メインベルト2

メインベルト3

虔 L283000m

メインベルト4

虔 L=282700m

I荘I:

襲
o              l■ 20             6m

第 7図 メインベル ト (1)

状況から十和田中椒火山灰の一次堆積層 と考えられる。

第Ⅵ a層 (10YR2/2)黒 褐色のシル ト層である。層厚は約 10～ 40 cmで 、縄文時代早期～前期の遺物を混在

する遺物包含層である。

第Ⅵ b層 (10YR2/3)黒 褐色のシル ト層である。層厚は約 0～ 40 cmで 、縄文時代早期～前期の遺物 を混在

する遺物包含層である。

第Ⅶ層 (10YR3/3～ 4/6)暗褐色～褐色のシル ト層である。層厚は約 10～ 30 cmで 、地山と呼称 している第

Ⅷ層の漸移層である。

第Ⅷ層 (10YR4/6)褐色の粘土質シル ト層である。層厚は不明で、地山と呼称 している層である。
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Ⅲ 調査と整理の方法

1.調査経過

本遺跡の発掘調査は平成 14年 8月 12日 ～ 10月 30日 の 2.5カ 月間で実施 し、それに伴う室内整理を平成

14年 11月 1日 ～平成 15年 3月 31日 の 5カ 月間で実施 した。以下、野外調査及び室内整理の経過を列記す

る。

8月 12日 午後、調査開始。機材の搬入及び現場設営を行う。

8月 19日 ～21日 、雑物撤去及び試掘 トレンチ (Tl～ T7)を設定し、順次 トレンチ内をⅢ層上面まで掘

り下げを行う。

8月 22日 ～29日 、試掘 トレンチ調査が終了した箇所から重機 (バ ックホー)に よる表土除去作業を行う。

合わせて、人力によるⅢ層上面の遺構検出を実施する。 IA区は表土除去の結果、遺構が存在 しないことを

確認したため、写真撮影などの記録作業を行い、この部分の調査を終了する (約 60♂ )。

8月 30日 ～9月 2日 、Ⅲ層の掘 り下げ及びⅣ層の遺構検出を実施 し、検出した遺構から随時精査を行う。

9月 3日 ～4日 、Ⅳ層の掘 り下げ及びV層 の遺構検出を実施し、検出した遺構から随時精査を行う。

9月 5日 ～ 10日 、V層の掘 り下げ及びⅥ層上面の遺構検出を実施し、検出した遺構から随時精査を行 う。

またⅥ層は層厚が 30 cm以上あるため、 3回 に分けて遺構検出・掘 り下げを行うこととする。

9月 H日 ～ 10月 9日 、上記の作業を繰 り返 しながら部分的にⅧ層上面に達する。旧河道と見られる IB

区の東西 gグ リッドラインから南側の部分にはセクションベル ト3,4を NS軸 に沿って設け、土層を観察

しながらⅥ層掘 り下げを行った。

9月 27日 、遠野市立小友中学校生徒 5名体験学習。

10月 10日 ～28日 、Ⅷ層直上の遺構検出・精査を中心に行う。

10月 21日 、終了確認。

10月 23日 、現地公開 (15名 参加)。

10月 24日 、航空写真撮影。

10月 29日 、調査終了全景写真撮影及び撤収準備を行う。

10月 30日 午後、すべての調査を終了し撤収。

2.野外調査の方法

(1)グリッド設定

九重沢遺跡の調査区域は南北に約 90m、 東西に約 30mの範囲で、北を頂点とする二等辺三角形の形状を

呈している。グリッドの設定については、国土座標X系 に合わせ基準点 1、 基準点 2を設定し、これを基に

調査区全域をカバー出来るようにした。大グリッド (40× 40m)は北から長軸方向にアルファベット大文

字A～ B、 短軸方向はローマ数字 Iのみである。また、小グリッドは北東隅を起点として40に 分割 し、東

西ラインを算用数字 1～ 10、 南北ラインをアルファベット小文字 a～ jと した (例 :I A laグ リッド)。 な

お、基準点の成果値は以下の通りである (日 本測地系 。世界測地系を併記)。

基準′点l X=75,824.000 Y三 60,324.000 H=284.417m

基準点 2 X=75,852.000 Y=60,324.000 H=282.546m         (日 本測地系)

―- 15 -



基準点 l X=-75,516.0846 Y=60,023.6935 H=284.417m

基準点 2 X=75,544.0845 Y=60,023.6937 H=282.546m      (世 界測地系)

(2)試掘調査

雑物撤去後、最初に地形の状況と地層の堆積状況、遺構の有無、遺構・遺物集中区域の確認と把握を目的

として、任意に7箇所の 2× 10mト レンチを設定 し、人力で トレンチ調査を行った。また合わせて、岩手

県教育委員会生涯学習文化課が事前に行った試掘調査時に掘削した トレンチも掘 り下げを行った。

この結果、 I層耕作土 (層厚 10～ 40 cm)、 Ⅱ層花商岩砂礫層 (層厚 0～ 2m超 )、 Ⅲ層黒色土層 (層厚 0

～ 15 cm)ま での層序を観察 し、Ⅲ層以下が遺構検出面及び遺物包含層であることを確認 した。しかし、調

査区の南側では lm掘削しても砂礫層の底が見えず、かなりの深さであることが予想された (後 にこの部分

の砂礫を除去した結果、約 3m弱堆積 していることが分かった)。

調査区北端の IA区 は、試掘 トレンチ内の I層耕作土を約 40～ 50 cm掘 り下げたところ、花商岩巨礫 (～

lm)を 多量に含む地山層が確認された。このため、人力で約 60ポ (4グ リッド分)を 地山上面まで掘 り

下げ、遺構がないことを確認 し、写真及び記録のみでこの部分の調査を終了した。

(3)重機及び人力による粗掘 。遺構検出

試掘調査の成果をもとに、 I層耕作土を含むⅡ層花商岩質砂礫層までを重機 (バ ックホー)に より掘削し

た。

この後、人力による遺構検出などを行い、これによって遺構が検出された付近に関しては精査を行い、ま

た地山と考えられる花商岩質砂質土が検出された部分においては、確認のために重機 (バ ックホー)で深掘

りを行った。

これに合わせて調査区中央には東西方向にセクションベル トを設け、南北方向の調査区壁とで調査区内の

堆積状況が分かるようにした。

(4)遺構の調査方法

竪穴住居跡及び竪穴住居状遺構の調査は四分法で、その他の遺構については原則的に三分法で行い、そ

れぞれ堆積土層観察用のセクションベル トを設け、土層を観察しながら精査を進めた。この際、土層の堆積

状態、遺物の出土状態、遺構の完掘状況を中心に写真撮影及び実測を順次行った。

遺構については、その性格により分類化した記号を用いた。また、遺構記号は調査を進めていく段階で付

記した性格の遺構が検出された場合は、室内整理作業において記号・香号を付け直している。

SI : 竪穴住居跡   SX : 竪穴住居状遺構   SK : 上坑

SF : 焼土遺構    P i ビット

遺跡・遺構・出土遺物の写真撮影については、フィルムは351mモ ノクローム・カラーリバーサルを併用

し、 6× 9 cmモ ノクロームは竪穴住居跡・竪穴住居状遺構平面完掘写真及び遺跡全景 。調査終了写真などに

限って使用した。また、調査終了直前に調査区域全体の航空写真撮影を実施 した。
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実測図の縮尺は 1/20を 基本 としたが、遺構の種類や規模の大小により1/10、 1/40、 1/50な どを用いた。

なお、調査の進行上土層断面の写真や実測を省略し、状態の記録や計測等のみにとどめた遺構もある。

(5)遺物の取 り上げ方

遺物の取 り上げ方は、遺構内出土分については出土遺構名と出土層位 (上位 。中位・下位・床面直上・床

面・底面など)を記し、このうち床面 。底面出土分については出上位置も記録 した。遺構外出土分はグリッ

ド毎に層位を記した。ただしI層 出土分及び表採分については大グリッド名のみのものもある。

3.室内整理の方法

平成 14年 11月 1日 ～平成 15年 3月 31日 (5カ 月間 :整理作業員 3名 )の期間で室内整理作業を行った。

以下、室内整理の経過を列記する。

■ 月 1日 、室内整理作業開始 (室内整理作業職員数 3名 )。 遺物洗浄及び駅 り上 ,デ層位毎に註記作業を行

う (～ 11月 中旬)。

11月 中旬以降、年内は土器接合作業を行う。並行 して調査員は遺構第二原図作成、遺物観察表作成を行

う。

年明け、 1月 中旬～下旬まで復元・石膏入れを行う。

1月 下旬、遺物実測開始 (土器拓影断面図、土器外形)・ 土器拓影、並行 して遺構 トレース図作成、原稿

執筆・遺物計測を行う。

2月 上～下旬、遺物実測 (礫石器)、 遺物 トレース図作成を行う。

3月 上～中旬、図版仮組開始。調査員は原稿執筆を行う。

3月 中～下旬、図版本組開始。

3月 31日 、遠野地方振興局土木都立ち会いによる完成検査。室内整理作業終了。

(1)遺構

遺構については現場で図化 してきた遺構図面を第一原図とし、註記や遺構の切 り合い関係、配置などを検

討 しながら担当調査員が遺構毎に第二原図を作成 し、その上で トレースを行った。各遺構については、位

置・規模・形態などの基礎データを抽出し、遺構一覧表を作成 した。遺構図版は各遺構種別に、竪穴住居

跡・竪穴住居状遺構・焼土遺構・土坑・ピットの順で掲載した。

(2)遺物

a.土器

水洗・註記を行った後、グリッド毎・遺構毎に仕分けを行い、重量計測を行った。これは、各層位・各グ

リッド・各遺構で土器がどのように分布 し、どのくらいの量が出土 したかを把握するためである (第 25図

参照)。 そして、各遺構 。各層位・各グリッドで接合作業を行った。その後、復元作業、掲載遺物の選別、

登録作業、実測、拓影、 トレース、写真撮影といった手順で行った。

掲載遺物については、遺構内から出上したものを最優先とし出来る限り掲載するよう努めた。遺構内出土

遺物については、基本的に層位順に掲載し、遺構の存続時期に近いと考えられる床面・底面→覆土下位→覆

土中位→覆土上位の順序 とした。遺構外出土遺物については時期的な変遷が追えるような資料を優先とし、
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出来る限りその順序で掲載 した。また、立体土器・口縁部破片 。器形復元可能な破片、胴部に特徴的な文様

を持つ破片、多量に出土 している文様の代表的な破片を掲載 した。また、上記の基準を満たさないものでも

出来る限り図化 し、掲載した。

b.石器

水洗・註記を行った後、担当調査員が石器全点を観察し、分類・計測・登録作業を行い、一覧表を作成 し

た。その後、実測図作成、 トレース図作成、写真撮影を行った。剥片石器の実測・ トレース図作成作業は、

(株)シ ン技研コンサルに外部委託した (計 300点 )。

掲載遺物については、器種別に分類 した石器から、遺構内を優先的に選別して図化 した。また、バラツキ

がないように心掛けた。掲載できなかった石器についても法量計測を行い、剥片については石材別に選別 し

た上で、点数・重量を計測 して、石材総量を積算した (第 31図 )。

(3)掲載図版の構成

掲載図版は遺構と遺物を分け、遺構図版は遺構の種別毎に掲載し、遺物図版は土器・土製品・石器など種

別毎に掲載した。登録番号については、出土土器・土製品が 1001～ 、出土石器が 2001～である。このほか

に、図版番号・写真番号も合わせて記載している。観察表の ( )内数値は残存値である。
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V 検出遺精

1.記述方法

(1)基本方針

個々の遺構を説明するにあたつては、観察表 ,遺構各説・遺構実測図版・遺構写真図版を用いた。観察表

ですべての遺構の記載を行い、遺構各説では観察表で記述できない箇所も含めて記載した。遺構番号は基本

的に発掘調査時に付 したものを用いているが、室内整理の検討によって当初と異なった性格の遺構であった

場合は、種別及び番号を付け直している。

(2)平面・ 断面形態について

遺構を表現する上で主に、以下のような形態分類基準を用いた。

① 平面形態

円形  : 長軸及び短軸にほとんど差が無 く、同心円状の開口部径または底部径をもつもの。

楕円形 : 長軸及び短軸に大きく差があり、円形よりもやや幅広の開口部または底部径をもつもの。

方形 : 長軸及び短軸にほとんど差が無く、隅丸角がある四角形の開日部または底部径をもつもの。

長方形 : 長軸及び短軸に大きく差があり、方形よりも幅広の隅九角がある四角形の開口部または底部径

をもつもの。

不整形 : 上記の形態に当てはまらず、長軸や短軸などが計測される箇所を複数もつもの。

② 断面形態

皿形   : 開日部径と底部径の差がほとんど無 く、深さが開日部径の約 1/3程度のもの。

橋鉢形  : 開口部径に対して、底部径が狭 く、壁面がやや外湾しながら立ち上がるもの。

袋形   : 開日部径に対して、底部径がやや幅広で、壁面がやや内湾しながら立ち上がるもの。

ビーカー形 : 開口部径と底部径にほとんど差が無く、壁面はほぼ直立しながら立ち上がり、深さが開日

部径と同様もしくは以上もの。

フラスコ形 : 底部径に対して、開口部径が極端に狭 くなり、大きく内湾しながら立ち上がるもの。

(3)図化の方法

① 全体図 (遺構配置図)

調査区内における遺構配置を示す図面。

② 個別図

遺構を個々に示 した実測図。図化にあたつては、平面図・断面図をセットで提示することを基準とした。

また、この他にも必要において、遺物出土状況図・エレベーション図を用いた。
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(日 本測地系 )

置構 名 員 構 名 置機 ネ 潰 櫨 名 置椎 名

1 S101零大 件 居 駄 SK05上坑 5上坑 SF07焼 土損構 焼 土 長 構

2 SX01竪穴住居状遺構 SK06土坑 G土 坑 SF08 中RJL喘豊お豊 SF1 8韓 土慣種

3 SX02零大 任 居 状 潰 椎 SK07土坑 7土坑 SF09 彊鷺」L」量本臣 焼 土 遺 構

4 3X03堅穴住居状遺構 SK08土坑 8土 坑 0峰 土 積 檻 SF20韓土 積 機

5 SX04零穴 佳 居 状 潰 構 SK09土坑 SF01焼土 遺 橋 1焼土遺構 SF21 士にELi三市患
6 SX05堅穴住居状遺構 0土 坑 SF02韓土 損 構 2焼 上 潰 横 SF22韓土 装 構

7 SK01 土 坑 7 1土 坑 SF03焼土遺構 3焼土遺構 SF23焼 土歯構
8 3K02土坑 2土坑 SF04焼土置構 4焼土損構 SF24峰土 横 構

9 】K03 」とも花 3土 坑 SF05焼土遺構 5焼土遺構 SF25焼 土遺構
SK04 JL詢 止 4土坑 3F06焼土損構 6焼土損構 SF26焼土損構

第 9図 遺構配置図
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基l X=-75,824 CXXl
Y= 60,324 tlllll

基2 X=-75,852 1XXl
Y= 60,324 111Xl

(日 本測地系)

遺構名 重構名 損 構 名 員構 名 置 構 名

1 S101堅 穴佳居跡 SK05 ニヒ勾i 5土 比 SF07峰土 横 櫨 SF17焼土遺構
SX01零 穴 件 居 股 横 繕 SK06土 坑 6土坑 】F08 屯甦二L」霊塙置 SF18焼 土損構

3 SX02竪大住居状遺構 SK07 二Lti 7土 坑 ユF09 士

“

二L射豊お占 SF19焼土遺構
SX03零 穴仁居状慣繕 3K08土 坑 8土坑 SF1 0焼土 遺 橋 SF20 彊陀

=L�
霊菊歯

SX04堅穴住居状遺構 3K09 二L七花 SF01焼 土 積 構 1擁 土 浅 構 SF21峰土・iS横

SX05零 穴佳呂状横機 SK1 0 上抗 SF02焼土遺構 2焼土遺構 SF22焼土遺構
SK01 JL鼠、 7 1土 坑 SF03 生に二L」貴右臣 3鯰 土 慣 構 SF23 中虚JLi豊 十曽

SK02 二L力t 2上 坑 SF04 中礎二Lモ毒お監 4峰士積種 SF24 強を二L�三h懲

SK03土坑 3土坑 SF05 彊ほ二L」豊有患 5焼土損構 SF25 彊駐二LJ霊右色

SK04 」L力i 4土 坑 SF06峰 土 潰 横 6繰上積種 SF26焼土遺構

第 9図 遺構配置図
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2.遺構各説

検出遺構数は、竪穴住居跡 1椋、竪穴住呂状遺構 5基、土坑 18基、焼土遺構 39基、ピット21基である。

いずれも崖錘性堆積の影響を大きく受けており、残存状態は極めて悪 く、遺物出土量もかなり少ない。遺構

説明については、竪穴住居跡→竪穴住居状遺構→土坑→焼土遺構→ピットの順で記載する。

(1)竪穴住居跡 (SI)        ´

本調査で検出された竪穴住居跡は 1棟である。竪穴住居跡を説明するために、遺構の位置・検出状況、他

遺構との重複関係、遺構の規模及び平面形、覆土の状態、壁・床面の状態、遺構に伴うピットと柱穴の判別、

炉の形態、出土遺物、推察される遺構の所属時期について記載を行う。

S101竪 穴住居跡

遺構 (第 10図、写真図版 8)

[位置 。検出状況]調査区中央の IB6e～ 6fグ リッドに位置する。V層責白色火山灰 (十和田中撫火山

灰)を掘 り下
'デ

たⅥ層上面で遺構検出を実施 したところ、不明確ながらも黄白色火山灰が長方形プランで拡

がりを見せたため、遺構と想定し、セクションベル トを設定して確認を行った。掘 り下げの結果、検出面か

ら深さ20 cmの ところでプラン中央に2基の焼土跡を検出し、住居跡と判断して精査を進めた。

[重複関係]西側でS X 03竪穴住呂状遺構と、北東側でS X 02竪穴住居状遺構 。S K 09土 坑と南東側でS

K01土坑と重複 し、それぞれを切つているが、いずれも本遺構よりも下層に存在するため、直接的な重複

関係はない。

[規模・平面形]】ヒ壁及び東壁は失われており不確定ではあるが、長軸で 580 cm以 上、短軸で 250 cm以 上の

長方形プランを呈すると考えられる。深さは約 20 cmで ある。

[覆土]覆土上部はにぶい黄褐色火山灰が約 10 cm堆積し、その下にこれも黄橙色火山灰が約 6 cmブ ロックで

混入している。これらはテフラ分析の結果 (Ⅶ  自然科学分析 1.テ フラ分析)に よつて、十和田中辣火

山灰である確率が非常に高いという結果を得ており、堆積状況から下層が一次堆積、上層が二次堆積である

と判断した。これらの下層には花筒岩砂礫を少量混入する黒褐色土が堆積 している。

[壁・床面]】ヒ壁及び南壁は残存 しておらず、南壁及び西壁から判断すると床面からは外形しながら緩やか

に立ち上がり、角は隅九形を呈する。壁高は南壁が 18 cm、 西壁が 10 cmである。床面は全体的に軟質であり、

緩やかに東に向かって傾斜している。

[柱穴]柱穴は検出されなかった。

[炉]床面中央からやや南側に地床炉を2基検出しており、炉 1が 90× 40 cmの楕円形を呈する炉で、被熱

深度約 8 cmで強変している。炉 2は 50× 40 cmで 2つ に分かれており、弱変で被熱深度は約 3 cmである。

遺物 (第 34・ 73・ 83図、写真図版 40・ 57・ 60・ 66・ 68,74,75)

[出土状況]住居跡覆土などから出土している。

[土器]No l～ 5。 いずれも覆土からの出土。

第2表 竪穴住居跡 (SI

種 別 番 号 位置 (グリンド) 検出層位
規模 (cm) 本 国 稽

(∬ )
平面形

炉 柱 ズ
重複関係 時期 備 考

深 A 形 態 規 梗

l I B6e-6f Ⅵ層上面 長方形 地床炉
50× 40×

)0× 40×
襟し

Ｘ

Ｋ

Ｘ

Ｋ 前期前葉以前
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A'

10YR5/4 にぶい責褐色 シル ト

TO‐Cは 2次堆積層 (純層)

lllYR8/8 黄褐色 シル ト

To Cは 1次堆積層

10YR2/2 黒掲色 p礫質シル ト

ToCu小プロック微～少量

粘性弱   しまり中

粘性弱   しまり中
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Ｗ
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焼土層 (焼成弱 )

2  10YR211 黒色 シル ト
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第 10図  S101竪 穴住居跡

諄
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[石器]No 430石 鏃、No 583石匙、No 850,851二 次加工ある剥片、No 973微細剥離痕ある剥片、No l163・

1164・ 1195敲磨器類。

時期  覆土上部に十和田中辣火山灰 と考えられる責褐色火山灰を堆積 していることから、縄文時代前期前

葉以前の住居跡であると考えられる。

(北田)

(2)竪穴住居状選構 (SX)      ‐

計 5基検出した。竪穴住居跡とほぼ同様の平面形を呈するが、炉や柱穴など住居跡を構成する要素に欠け

ている遺構を一括した。このなかには、炉を持たない住居跡と考えられる遺構も含んでいる。

竪穴住屋状遺構を説明するために、住居跡とほぼ同様の項目について記載を行う (遺構の位置・検出状況、

他遺構との重複関係、遺構の規模及び平面形、覆土の状態、壁・底面の状態、遺構に伴うピット、出土遺物、

推察される遺構の所属時期)。

第3表 竪穴住居跡(SI)・ 竪穴住居状遺構(SX)一覧表

S X 01竪 穴住居状遺構

遺構 (第 ■ 図、写真図版 9)

[位置・検出状況]調査区北東の東壁及び電柱付近の IB2iグ リッドに位置する。Ⅵ層を掘 り下
'デ

て、Ⅶ

層地山面直上まで掘 り進んだところ、楕円形のプランで黒褐色上の拡がりを見せたため、遺構と想定し、セ

クションベル トを設定して確認を行った。掘 り下げの結果、検出面から深さ約 45硼 のところで床面に達し

た。しかし、床面が均等に平坦でないこと、花尚岩礫が床面に顕著であること、炉が無いことから竪穴住居

状遺構と判断して精査を進めた。

[重複関係]他遺構との重複関係はない。

[規模・平面形]楕円形のプランを呈し、長軸で 340 cm以 上、短軸で 280 cmで あるが、南側は電柱が敷設さ

れているため、長軸はもう少し拡がる。深さは約 45～ 50∽、床面積は 1.94♂である。

[覆土]覆土上部はほぼ2大別され、ほとんどを黒褐色土が占める。一方の暗褐色土は壁際に見られる。火

山灰の混入は観察されないが、全体に l cm以 下の花筒岩質砂礫を少量含んでいる。

[壁・床面]壁高は東壁 30 cm。 西壁 40 cm。 北壁 52 cnl。 南壁 24 cmで あるが、床面からは外形しながら緩や

かに、そして途中から急斜度で立ち上がる。床面は花商岩砂礫質であり、礫を多 く含む。

[柱穴]柱穴は検出されなかった。

遺物 (第 34・ 88図、写真図版 40・ 57・ 60・ 63・ 66・ 69,72)

[出土状況]住居跡覆土などから出土している。

[土器]No 6,7。 いずれも覆土からの出土。

[石器]No 431・ 432石鏃、No 584石匙、No 683～ 685'694ス クレイパー類、No 852・ 853二次加工ある剥片、

No 974・ 975微細剥離痕ある剥片、No l103石 斧類。

時期  V層十和田中諏火山灰よりも下層のⅥ層もしくはⅧ層直上が検出面であるため、縄文時代前期前葉

種別 番 号 位置 (グリッド) 検出層位
規模 (cI 床面積

(∬ )

平面形
炉 Eクヽ

重複関係 時期 備 考
長 軸 短 軸 規 梗 数 酉己荏豆

SX 1 Ⅷ層上面 1 94 葺円形 ■フ

SX 2 I B5e Ⅷ層上面 隋円形 復し 早期後葉以前

SX 3 I B6f Oll層上面 雪円形 と 早期 後 棄 以 前

SX 4 I B2Я ～3質 Ⅷ層上面 方 形 なし 不規則 Xヽ05 SK06 SKlイ 葉 以 前

5 I B2冨 ～3宮 llI層
「

而 不 零 形 し 不規 貫u SX04 SK06 SKl「 苛期前葉以雨
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SX01
1  10YR2/2  黒褐色 シル ト

小砂礫 (φ l～ 2 cm)

2  10YR2/3  黒褐色 シル ト

小砂礫 (φ lcm以 下)

3  10YR3/3  暗掲色 砂質シル ト

小砂礫 (φ lcm以 下)

4  10YR2/2  黒褐色 シル ト

小砂礫 (φ lcm以 下)

5  10YR3/3  黒褐色 砂質シル ト

6  10YR2/3  黒褐色 シル ト

小砂礫 (φ l～ 3 cm以 下)5%
7  10YR2/2  黒褐色 シル ト

砂質強、小砂礫 (φ l～ 2 cm以 下)

粘性やや弱  しまりやや弱

粘性やや弱  しまりやや弱

粘性弱   しまりやや弱

粘性弱   しまりやや弱

粘性弱   しまりやや弱

粘性弱   しまりやや弱

粘性やや弱 しまりやや弱

3%

ＳＸ

Ｘ

農 l_28290的
B'

ＳＸ０３

八
曲
１

２

　

帥
１

２

３

４
５

当

10YR2/1  黒色 シル ト   粘性やや弱  しまりやや弱

宅黎講
(φ

室葛遣叫

'‐

卜 縦ゃゃ弱しまり中
砂礫 5%(φ l～ 5 rm以下)、 小礫 (φ 5cm)少量

10YR2/1  黒～黒褐色 シル ト

砂礫 (φ l～ 3 mm)3%
10YR2/1  黒色 シル ト

砂礫 (φ l～ 3 mm)2%
10YR2/2  黒褐色 シル ト

砂礫 (φ l～ 3 mln)1%
10YR4/4  褐色 砂質シル ト

10YR2/2  黒褐色 シル ト

粘性やや弱 しま りやや弱

粘性やや弱 しま りやや弱

粘性やや弱  しまりやや弱

粘性弱   しまりやや凋

粘性やや弱  しまりやや弱

B'
と レ 28351111m

S X 01～ 03竪穴住居状遺構

0              1:40             2m

と レ 2818嚇

第 11図
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以前の遺構であると考えられる。

S X 02竪穴住居状遺構

遺構 (第 H図、写真図版 10)

[位置・検出状況]調査区中央の IB5eグ リッドに位置する。S101竪穴住居跡の精査を終了し、Ⅵ層を

掘 り下げて、Ⅶ層地山面直上まで掘 り進んだところ、精円形のプランで黒褐色土の拡がりを見せたため、遺

構と想定し、セクシヨンベル トを設定して確認を行った。掘 り下げの結果、検出面から深さ約 40 cmの とこ

ろで床面に達した。しかし、床面が均等に平坦でないこと、花南岩礫が床面に顕者であること、炉が無いこ

とから竪穴住居状遺構と判断して精査を進めた。

[重複関係]南西側でS101竪穴住居跡と重複 し、これに切られているが、いずれも本遺構より上層に存在

するため、直接的な重複関係はない。

[規模・平面形]長軸で 280c14、 短軸で 200 cmの楕円形プランを呈する。深さは約 40～ 45 cm、 床面積は

0。96ぽである。

[覆土]覆土上部はほぼ単一層を呈し、黒色土である。床面付近にわずかに黒褐色土を堆積する。火山灰の

混入は観察されないが、全体に 5111m以 下の花尚岩質砂礫を少量含んでいる。

[壁 ・床面]壁高は東壁 24 cm・ 西壁 33側 ・北壁 43 cm。 南壁 19 cmであり、床面からは外形 しながら緩やか

に立ち上がる。床面は花商岩砂礫質であり、礫を多 く含む。

[柱穴]柱穴は検出されなかった。

遺物 (第 34。 78図 、写真図版 28・ 57・ 63・ 69)

[出 土状況]遺構内東側中央の床面で縄文土器の一括資料を出土している (No 8)。

[土器]No 8は床面出土。

[石器]No 433石鏃、No 686～ 688ス クレイパー類、No 976微細剥離痕ある剥片。

時期  重複関係にあるS101竪穴住居跡よりも下層にあり、遺構内からⅡ群A類土器 (No 8)を 出土し

ていることから、縄文時代早期後葉以前の遺構であると考えられる。

S X 03竪 穴住居状遺構

遺構 (第 11図、写真図版 11)

[位置・検出状況]調査区中央の IB6fグ リッドに位置する。S101竪穴住居跡の精査を終了し、Ⅵ層を

掘 り下げて、Ⅷ層地山面直上まで掘 り進んだところ、楕円形のプランで黒褐色土の拡がりを見せたため、遺

構と想定し、セクシヨンベルトを設定して確認を行った。掘 り下げの結果、検出面から深さ約 40 cmの とこ

ろで床面に達した。しかし、床面が均等に平坦でないこと、花商岩礫が床面に顕著であること、炉が無いこ

とから竪穴住居状遺構と判断して精査を進めた。

[重複関係]上層でS101竪穴住居跡と重複し、これに切られているが、いずれも本遺構より上層に存在す

るため、直接的な重複関係はない。

[規模・平面形]長軸で 350 cm、 短軸で 230 cmの楕円形プランを呈する。深さは約 30～ 40 cln、 床面積は

1.50ドである。

[覆土]覆土は2大別され、上部を黒色土が占める。下部は黒褐色土主体で、部分的に褐色砂質土を混入す

る。火山灰の混入は観察されないが、全体に311m以下の花商岩質砂粒を少量含んでいる。
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[壁・床面]壁高は東壁 5硼・西壁 34 cm・ 北壁 20 cm・ 南壁 24 cmで あり、床面からは外形しながら緩やかに

立ち上がるが、西壁には花商岩巨礫が存在する。床面は花両岩砂礫質であり、礫を多く含む。

[柱穴]柱穴は検出されなかった。

遺物 (第 35図、写真図版 40・ 57・ 72)

[出土状況]住居跡覆土などから出土している。

[土器]No 9,10。 いずれも覆土からの出土。  ´

[石器]No 434石鏃、No ll16石 斧類。

時期  重複関係にあるS101竪穴住居跡よりも下層にあることから、4亀文時代早期後葉以前の遺構であ

ると考えられる。

S X 04竪 穴住居状遺構

遺構 (第 12・ 13図、写真図版 12・ 13)

[位置・検出状況]調査区中央東側の IB2g～ 3gグ リッドに位置する。Ⅷ層地山面直上で遺構検出を実

施したところ、調査区外へ続 くと見られる大形の長方形プランを黒褐色上の拡がりとして確認したため、遺

構と想定し、セクシヨンベル トをグリッド軸に沿う形でNS方向に 1本、W―E方向に4本 を設定した。掘

り下げの結果、検出面から深さ約 30～ 40 cmの ところで床面に達した。床面はほぼ平坦であったが、プラン

が不整形であったことと、炉が伴われていなかったことから当初の基準通 り竪穴住居状遺構と判断し、重複

を想定しながら精査を行った。

[重複関係]当初、 1つの遺構と想定していたが、平面形と床面の段差から重複関係と判断した。本遺構は

S X 05竪穴住居状遺構と重複しており、これに切られている。また、覆土上部にS K 06土抗が存在し、こ

れに切られている。

[規模・平面形]長軸で 550 cm以上、短軸で 480 cm以上の方形プランを呈する。深さは約 30 cmで ある。

[覆土]覆土は2大別され、上部を黒色土が占める。下部は黒褐色土主冬で、部分的に責褐色砂質土を混入

する。火山灰の混入は観察されないが、全体に l nlm以 下の花商岩質砂粒を少量含んでいる。

[壁 ・床面]壁高は東壁 (20)cm。 西壁 30 cm。 北壁 (30)cm・ 南壁 16 cmであり、南北壁は床面からは外形しな

がら緩やかに立ち上がるが、西壁は床面から急斜度に立ち上がる。床面は花商岩砂礫質であり、礫を多く含

む。

[柱穴]柱穴は遺構想定範囲からは20基検出しているが、いずれも浅く、はつきりとしたものはない。壁際

に巡るような傾向も観察されるが、不確定である。

遺物 (第 35,69・ 72・ 75,78・ 85図、写真図版 40・ 57・ 60・ 61・ 63・ 65,66・ 69'72,73)

[出土状況]住居跡床面及び覆土などから出土している。

[土器]No ll～ 15。 No 14は床面、その他は覆土からの出土。

[石器]No 413尖頭器、No 435～ 441石鏃、No 575・ 576石錐、No 585～ 588石匙、No 651～ 655石箆、No 689

～693ス クレイパー類、No 799～ 801楔形石器、KTo 854・ 855二次加工ある剥片、配 977～ 981微細剥離痕あ

る剥片、KTo l123礫 器類、No l140敲 磨器類。

時期  V層十和田中掠火山灰よりも下層のⅧ層直上が検出面であるため、縄文時代前期前葉以前の遺構で

あると考えられる。
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SX04 ・ 05
1  10YR2/3  黒色 シル ト

砂礫 (φ l～ 2 Hlm)3%
粘性弱   しまりやや弱

2  10YR,6黄 掲色砂質シルトと loYR3/3暗褐色土質シル トの混合土

粘性弱 しまり弱 砂層
3  10YR2/2  黒褐色 シル ト 粘性弱   しまりやや弱

砂礫 (φ l alm以下)10%
4  10YR2/1  黒色  シル ト    粘性中   しまり中

砂礫 (φ lrm以下)2%
5  1CIYR3/4黒褐色シル トとloYR4/4褐色の混合土

粘性やや弱 しまりやや弱
6  10YR2/2  黒褐色 シル ト    粘性弱   しまりやや弱

7  10N/2黒 褐色ンル トと 10YR3/4暗掲色シル トの混合土

粘性弱 しまり弱
8  40YR2/1～黒～黒掲色 シル ト   粘性やや弱 しまりやや弱

0            1:60            3m

第 12図  S X 04・ 05竪穴住居状遺構 (1)
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都査二′空

調 査IF

o              l 180             4m

第 12図  SX 04 0 05竪穴住居状遺構 (2)

S X04・

番 号 閉 日都客 庇 駆 深 さ 底 部 標 高 (m)

30 281

D2 9 8 231.69

13 9 281.70

5 281,75

281,71

27 281.62

281.53

29 15 281 56

6 281.64

4 281.50

8 281.52

2 1 281.48

3 7 281 48

4 30 281.52

17 3 281 54

281.48

281.57

281.63

.8 6 281.86

23 281.76

281..87

D22 2811.81

o28 1.2 281.83

p24 1 281.84

D25 8 11 281_87

281 77
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S X 05竪 穴住居状遺構

遺構 (第 12・ 13図 、写真図版 12・ 13)

[位置・検出状況]調査区中央東側の IB2g～ 3gグ リッドに位置する。Ⅷ層地山面直上で遺構検出を実

施したところ、調査区外へ続 くと見られる大形の長方形プランを黒褐色上の拡がりとして確認したため、遺

構 と想定し、セクションベル トをグリッド軸に沿う形で N―S方向に 1本、WE方 向に4本を設定した。掘

り下げの結果、検出面から深さ約 40 cmの ところで床面に達 した。床面はほぼ平坦であったが、プランが不

整形であつたことと、炉が伴われていなかったことから当初の基準通 り竪穴住居状遺構 と判断し、重複を想

定しながら精査を行つた。

[重複関係]当初、 1つ の遺構と想定していたが、平面形と床面の段差から重複関係と判断した。本遺構は

S K 17土坑と重複 し、これを切つている。また、 S X 04竪穴住居状遺構 と重複しており、これに切られて

いる。また、覆土上部にS K 06土坑が存在し、これに切られている。

[規模 。平面形]長軸で 330 cm以上、短軸で 300 cln以 上の不整形プランを呈する。深さは約 40 calで ある。

[覆土]覆土は2大別され、上部を黒色上が占める。下部は黒褐色土主体で、部分的に黄褐色砂質土を混入

する。火山灰の混入は観察されないが、全体に l HHl以 下の花筒岩質砂粒を少量含んでいる。

[壁・床面]壁高は東壁(201cm・ 西壁135)cln・ 北壁1301cm。 南壁 16 cmで あり、南北壁は床面からは外形しなが

ら緩やかに立ち上がるが、西壁は床面から急斜度に立ち上がる。床面は花商岩砂礫質であり、礫を多 く含

む。

[柱穴]柱穴は遺構想定範囲からは6基検出しているが、柱穴配置は不規則であり、いずれも浅い。

遺物

[出土状況]遺物は検出されなかった。

[土器]な し。

[石器]な し。

時期  V層十和田中扱火山灰よりも下層のⅧ層直上が検出面であるため、縄文時代前期前葉以前の遺構で

あると考えられる。

(北田)
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(3)土坊[(SK)

計 18基検出した。

び規模、覆土の状態、

土坑を説明するために、遺構の位置・検出状況、他遺構 との重複関係、遺構の形状及

出土遺物、推定される形成時期について記載を行 う。

S K 01土 坑 (第 14図 、写真図版 14)

[位置・検出状況]IB6f～ 6gグ リッドに位置する。Ⅵ層上面において、中棘火山灰のプランとして S

101竪穴住居跡 と同時に検出した。

[重複関係]S101竪 穴住居跡 と重複する位置関係にあり覆度の状況 も類似 しているが、時期の違い等につ

いては不明である。

[形状・規模]平面形は 180× 120 cmの楕円形である。断面形は皿形で深さ 38 cmを測る。

[覆土]覆土上位には十和田中lFk火 山灰が、 2次堆積分 も含め約 15 cmの厚さで堆積する。その下層は黒褐色

土が主体である。

[出 土遺物 (第 35。 88図、写真図版 40,72,74)]土 器はNo 16が 覆土からの出土、また石器はNo l104石斧類、

No l165。 1166敲磨器類が出土 している。

[時期]出土遺物から縄文時代前期前葉の遺構であると考えられる。

S K 02土 坑 (第 14図 、写真図版 14)

[位置・検出状況]旧沢跡部分に含 まれる IB7hグ リッドに位置する。Ⅵ層上面において、周囲よりやや

黒みがかった円形のプランとして検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]径 60 cmの 円形を呈する。断面形は橋鉢形であり深さ 15cmを 測る。

[覆土]黒色土主体である。

[出土遺物 (写真図版 63)]No 695ス クレイパー類。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構 と考えられる。
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S K 03土坑 (第 14図、写真図版 14)

[位置・検出状況]IB6c～ 6dグ リッドに位置する。黒色のプランとしてⅥ層下位で検出した。周辺に

は花尚岩巨礫が散在する。

[重複関係]な し。

[形状・規模]170× 135 cmの楕円形である。断面形は皿形を呈 し深さ23cmを 測る。

[覆土]黒色土による単層である。

[出土遺物 (写真図版 69)]No 983微細剥離痕ある剥片。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K 04土 坑 (第 14図、写真図版 14)

[位置 。検出状況]IB6cグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で黒褐色のプランとしてS K 05土坑と重複 して

検出された。周辺には巨礫が散在する。

[重複関係]S K 05土 坑と重複する。新旧関係は不明である。

[形状・規模]S K 05土坑との重複によリー部不明であるがほぼ円形であり、規模は残存部で 170X165 clla

を測る。断面形は皿形を呈 し、深さは 12 cmで ある。

[覆土]黒褐色土による単層である。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K 05土 坑 (第 14図 、写真図版 14)

[位置 。検出状況]IB6bグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で黒褐色のプランとして、SK飩 土坑と重複 し

て検出された。 S K 04土坑と同時に精査を進めた。

[重複関係]S K 04土 坑と重複する。新旧関係は不明である。

[形状・規模]S K 04土坑との重複部分があり正確には不明であるがほぼ楕円形であり、規模は残存部で

125× 120 clnを 測る。断面形は皿形を呈し、深さは 12 cmを 測る。

[覆土]黒褐色土による単層である。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K 06土坑 (第 15図、写真図版 15)

[位置・検出状況]IB2gグ リッドに位置する。 S X 05竪穴住居状遺構の覆土上面で検出した。

[重複関係]遺構は完全にS X 05竪穴住居状遺構の覆土に含まれる。

[形状・規模]開口部径 173X160 cmの 円形である。断面形は皿形を呈し、深さ20 cmを測る。

[覆土]黒色土による単層である。

[出土遺物 (写真図版 57)]No 442石鏃。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。
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名

SK02

へ
P

碑ニーL立83 1CXlm  当

SK02
1  10YRグ 1 黒色 シル ト  粘性やや弱 しまりやや弱

P生 レ283 611tlm

曲
１

２

３

４
５

10YR8/6  黄褐色 シル ト    粘性弱   しまり中

TO Cuの 2次堆積
10YR7/8  黄褐色 シル ト    粘性弱   しまり中

TO Cuの 1次堆積
10YR2/3  黒掲色 シル ト    粘性弱   しまり弱

10YR7/8黄褐色 To Cu小 ブロック (5 cm)微量

10YR2/1  黒色  シル ト    粘性弱   しまりやや弱

IOYR2/2  黒褐色 シルト    粘性弱   しまりやや弱

ト レ 283 5tXlm

10YR2/1  黒色 シル ト

砂礫粒 5%
粘性やや弱  しまりやや弱

SK04・05

SK03
1

SK04 ・ 05
1  10YR272  黒掲色 シル ト  粘性弱

砂礫粒 (φ l～ 5 mm)10%
しまりやや弱

o              l:40             2m

第 14図  S K 01～ 05土坑

~rB6dよ
り

北へ lm西へ lm

込
q

く
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S K 07土坑 (第 15図、写真図版 15)

[位置・検出状況]IB4fグ リッドに位置する。検出面はⅧ層上面である。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開口部径 120× 115c14の円形である。断面形は袋形を呈し、深さ48 cmを 測る。

[覆土]し まりの弱い黒褐色土主体である。   ´

[出土遺物 (第 85図、写真図版 69'73)]No 982微細剥離痕ある剥片、No l141敲 磨器類。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K 08土坑 (第 15図 、写真図版 15)

[位置・検出状況]IB7eグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開口部径 100× 75 cmの楕円形である。断面形は皿形を呈 し、深さは24 cmを 測る。底面およ

び壁面には花尚岩礫が露出する。

[覆土]黒褐色上による単層である。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K 09土坑 (第 15図、写真図版 15)

[位置・検出状況]IB6e～ 6fグ リッドに位置する。S101竪穴住居跡床面下のⅧ層上面で検出した。

[重複関係]遺構の位置はS101竪穴住居跡の床面と思われる範囲内であり、S101に切られている。

[形状・規模]開田部径 85X75c14の楕円形である。断面形は皿形を呈し、深さ15cmを測る。底面および壁

面には花尚岩礫が露出している。

[覆土]黒褐色土主体である。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K10土坑 (第 15図、写真図版 16)

[位置 。検出状況]IB7e～ 7fグリッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]平面形は楕円形で、規模は63× 48 cmで ある。断面形は皿形を呈し、深さは20 cmを 測る。

[覆土]黒褐色上を主体とする。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。
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拇
ぜ

当

1

10YR2/1  黒色 シル ト   粘性やや弱 しまりやや弱

小砂礫 (φ l～ 2 mm)2%、 炭化物 1%

SK08

ぐ境お7fより却よ`lrn

為

卜 L=283,∞m 当

,s

SK07

ト

SK07
1  10YR2/1  黒色 シルト   粘性やや弱

小砂礫 (φ l～ 3 mm)3%
2  10YR2/2  黒褐色 シル ト  粘性やや弱

小砂礫 (″ 1～ 3 mm)2%、 炭化物 1%
3  10YR2/2  黒褐色 ンル ト  粘性やや弱

小砂礫 (φ l mm)1%
4  10YR2/2  黒褐色 ンル ト  粘性やや弱

小砂礫 (φ l～ 5 mm)2%

粘性やや弱  しまりやや弱

日
８
ド
Ｓ
、出

―
吐

れ

記対盈西へ2m

SKOS
1 しまりやや弱

しまりやや弱

しまりやや弱

しまりやや弱

幹
当

当

朗
１
２

ｍ
‐ 10YR2/2  黒褐色 シルト  粘性やや弱

砂礫 (φ l～ 3 mln)2%

辞一 レ282 9Clllm

SK09
1  10YR2/2  黒掲色 シル ト

砂礫 (φ l～ 3 vlm)2%

しまりやや弱 10YR2/2  黒褐色 シル ト

llyYR3/4  暗褐色 シル ト

粘性やや弱 しまりやや弱
粘性やや弱 しまりやや弱

S K 06-10土 坑
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S K ll土坑 (第 16図 、写真図版 16)

[位置・検出状況]IB7fグ リンドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]平面・断面の形状から、円形・情鉢形と楕円形・皿形の2基の土坑が切 り合つたものと考え

られる。規模は全体で 130× 75 cmであり、深さは最深部で 20 cmを 測る。

[覆土]黒褐色上を主体とする。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K12土坑 (第 16図、写真図版 16)

[位置・検出状況]IB3cグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]平面形は楕円形であり、規模は70× 60 cmを 測る。断面形は幅鉢形で、深さは20 cmを測る。

[覆土]暗褐色土を主体とする。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K 13土坑 (第 16図、写真図版 16)

[位置・検出状況]IB4gグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[重複関係]S F 05焼土遺構が覆土上面に重複する。

[形状・規模]やや不整な円形であり、規模は160× 150 cmを 測る。断面形は皿形を呈 し、深さ21 cmを 測

る。

[覆土]黒褐色土主体である。全体的にしまりは弱く、覆土とⅧ層の区別が半」然としない。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K14土坑 (第 16図 、写真図版 17)

[位置・検出状況]IB2h～ 3hグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[重複関係]S X 04竪穴住居状遺構と重複 し、これを切る。

[形状・規模]平面形は楕円形であり、開口部径 113× 70 cmを測る。断面形は皿形を呈し、深さは21 cmで

ある。

[覆土]黒褐色シル トを主体とする。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K15土坑 (第 17図、写真図版 17)

[位置 。検出状況]IB6dグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[重複関係]な し。
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畔一 い283 111Xlm

SKll
l 10YR2/1
2 1tlYR2/2
3  10R3/3

黒色 シル ト   粘性やや弱 しまりやや弱

黒掲色 シル ト  粘性中   しまりやや弱

暗褐色 シル ト  粘性やや弱 しまりやや弱

10YR3/3  暗掲色 シル ト

10YR3/4  嗜掲色 砂質シル ト

10YR5/6  黄褐色 砂質シル ト

地山

当

SK12

SK12
1  10YR2/1  黒色 シル ト   粘性やや弱 しまりやや弱
2  10YR2/2  暗褐色シル トと lllYR3/4暗 褐色シル トの混合土

粘性弱 しまりやや弱

ＳＫ‐

人

塩 4gより
南へlm西へlD

粘性やや弱 しまりやや弱

粘性弱   しまりやや弱

粘性弱   しまりやや弱

SK14
1  10YR2/1
2   10YR2/2

10YR3/4

3  10YR4/4
10YR2/2

幕

ｘ
当

当

黒色 シル ト     粘性やや弱 しまりやや弱

暗褐色 シル ト    粘性やや弱 しまりやや弱

暗褐色 シル ト (粘性弱、しまりやや弱)

掲色 シル ト     粘性やや闘 しまり弱

黒褐色 シル ト (粘性やや弱、しまりやや弱)微量挟在餡
１
２
３

0              1:40             2m

第 16図  S Kll～ 14土坑
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[形状・規模]平面形は歪な楕円形であり、規模は180× 145 cmで ある。断面形は皿形を呈し、深さは30 cm

を測る。

[覆土]花商岩礫を多 く含む黒褐色土主体である。壁面にも巨礫が露出する。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K16土坑 (第 17図、写真図版 17)

[位置・検出状況]IB5dグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]遺構東側が失われているため明確ではないが、平面形は楕円形に近いと推定される。残存部

の規模は245× 170 cmを 測る。断面形は皿形を呈し、深さ20 cmを 測る。

[覆土]黒褐色シルトによる単層である。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K17土坑 (第 17図 、写真図版 17)

[位置・検出状況]IB2gグ リッドに位置する。 S X 05竪穴住居状遺構床面より検出した。

[重複関係]S X 05竪穴住居状遺構と重複する。 S X 05竪穴住居状遺構より古期と考えられる。

[形状・規模]開口部径 183× 160 cmで平面形はほぼ円形に近い。断面形は皿形で深さ35 cmを 測る。底面お

よび壁面には花尚岩巨礫が露出する。

[覆土]黒褐色土主体である。

[出土遺物]な し。

[時期]検出層位から、縄文時代前期前葉以前の遺構と考えられる。

S K18土坑 (第 17図、写真図版 17)

[位置・検出状況]IB2eグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]遺構の東側が調査区外に延びるため明確ではないが、平面形は円形に近いと推定される。断

面形は皿形を呈し、深さは40cmを 測る。

[覆土]黒褐色土主外である。

[出土遺物 (第 35図、写真図版 40)]土器陥 17が覆土から出上している。

[時期]出土遺物から、早期前葉の遺構と考えられる。

(以上、川又)
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SK15

耗 6c

卜 レ 283 5CXlm

S

SK15
1  10YR2/2  黒褐色 シル ト

砂礫 (φ l～ 3 mln)7～ 10%
2  10YR3/3  暗褐色 砂質シル ト

砂礫 (φ l～ 2 mm)20%

SK17

ド レ 281 81XJm

粘性中

粘性弱

しまり弱

しまり中

SK46
l  IOW/2  黒褐色 シル ト

砂礫 (φ l mm)2%

SK18

粘性弱 しまり中

聯

当

当

卜 卜 282 11Xlm

第 17図  S K15～ 18土坑
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(4)焼土遺構 (SF)

計 39基を検出した。いずれも地床炉状である。住居跡に伴うものである可能性も検討したが、周囲に柱

穴等は確認されず、単独の遺構として処理した。焼土遺構を説明するために、遺構の位置・検出状況、遺構

の形状及び規模、被熱痕跡の状況、推定される形成時期について記載を行う。なお、帰属時期については、

検出層位からの判断も可能であるが、現地性・異地性の別もあることから、ここでは時期不明とする。

S F 01焼土遺構 (第 18図、写真図版 18)

[位置 。検出状況]IB6cグ リッドに位置する。Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は60× 50 cmの楕円形である。被熱深度は 5 cmを 測る。

[被熱痕跡の状況]焼成は良好である。現地性の焼土と考えられる。

S F 02焼土遺構 (第 18図、写真図版 18)

[位置・検出状況]IB5cグ リッドに位置する。Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は不整形である。規模は50× 40 cm、 被熱深度は 7∽ を測る。

[被熱痕跡の状況]焼成は不良である。異地性の焼土である可能性が高い。

5

お三月U 番 号 位置 (グリンド) 検出層位
規 模 (clll

平面形 被熱痕跡の状況 時 期 備 考
長 軸 短 軸 深 さ

SF 1 I B6c Ⅵ 層 上 面 5 吾円 形 遜成 時 期 不 明 現 地 性

SF 2 I B5c Ⅵ 雪上 面 7 不率 形 弱 変 成 寺 翔 不 明 星 t41JrF

SF 3 I B7宜 Ⅵ 層 上 面 6 不整形 ]弓滲遜月完 寺翔不明 異 地 性

SF 4 I B4FI Ⅵ 層 上 面 4 不 整 形 強 変 成 寺 期 不 弓 記よ也′隆

SF 5 I B4買 VI 上 面 5 不 整 形 弱 変 成 寺 期 不 明 異 地 性

SF 6 I B3質 Ⅵ 層 上 面 6 不整 形 強 変 成 寺 卸 不 明 現地性
SF 7 I B2g Ⅵ層上面 7 円 形 強 変 成 寺 期 不 明 記

'也

′性

SF 8 I B2h VIた 上 面 9 円 形 成 寺 剣 不 明 現 地 性

SF 9 I B3d Ⅵ 層 上 面 4 円 形 弱 変 成 寺 剣 不 明 異 拍 性

SF I B3d Ⅵ 層 上 雨 7 4 楕円形 弱変成 持 期 不 明 異 地 性

SF I B4富 Ⅵ 層 下 位 7 円 形 強 変 成 時 期 不 明 現 地 性

SF I B4貿 Ⅵ 下 位 6 不 整 形 強 変 成 寺 却 不 明 現 地 性

SF I B4e Ⅵ 層 下 位 8 円形 弱変成 時期不明 異地性
SF I B7富 Ⅵ層下位 7 円 形 強 変 成 寺 翔 不 明 記

'也

′性

SF I B7h′～7i VI 中 位 5 吾円 形 弱 変 成 時 期 不 明 異 地 性

SF I B7h Ⅵ 層 中位 4 不幕 形 弱 変 成 寺 却 不 明 星 lTj性

SF I B4g Ⅵ層下位 3 楕円形 弱 変 成 寺 期 不 明 も

'也

`陛

SF I B3h-4h Ⅵ 層 下 位 6 不 整 形 弱 変 成 寺 期 不 明 現 地 性

SF I B6c Ⅵ 層 中 5 晴 円 形 弱 変 成 寺 却 不 明 塁 地 性

SF I B3d Ⅵ 層 中位 41 不整形 弱変成 寺 翔 不 明 果 地 性

SF I B3f Ⅵ 層 下 位 6 不 整 形 弱 変 成 寺 期 不 明 現 地 性

SF I B5d Ⅵ層中位

7 不 整 形 寺 期 不 明 異 地 性

5 円 形 弱変成 寺期不明 異地性
3 不 整 形 弱 変 成 時 期 不 明 亀地 性

SF I B6d VI長 下 位 4 円 形 弱 変 成 時 期 不 明 異 地 性

SF I B6宜 Ⅵ 層 下 位 4 不整 形 強 変 成 時 期 不 明 F■l`地′性

SF I B3e Ⅵ 層 下 位 5 円 形 弱 変 成 時 期 不 明 異 地 性

SF I B3d Ⅵ 層 下 位 158 晴 円 形 成 時 期 不 明 現 地 性

SF I B5e Ⅵ 雪下 イ 8 隋 円 形 強 変 成 寺 剣 不 明 現 地 性

SF I B4巨 VIll層 上 面 不整形 弓弓ヮ至月見 時期不明 現地性
SF I B5真 Ⅷ 層 上 面 152 嬌 円 形 弱 変 成 時 期 不 明 乙地 性

SF I B5f Ⅷ 上 面 円 形 時 期 不 明 現 地 性

SF 1 I B6f Vlll層 上 面 4 下整形 弓弓修こ月完 時期不明 現地性
SF I B4d Ⅵ層下位 隔 円 形 強 変 成 時 期 不 明 盈ユ也'性

SF I B4d Ⅵ 層 下 位 円 形 時 期 不 明 異 地 ↑

SF I B5e Ⅵ 層 下 位 8 強 変 成 時 期 不 明 現 lflj性

SF I B3d Ⅵ層下位 不整 形 弱 変 成 時 期 不 明 異 地 性

SF I B5e Ⅶ 層 上 面 8 不 整 形 写弓3遜圧え 時 期 不 明 現 地 性

SF I B5e Ⅵ 層 下 イ 7 不整 形 弱 変 成 時 期 不 明 現 地 Jrr

SF I B5e Ⅵ 層 下 位 不整形 強変成 時期不明 兄地性
SF I B7h Ⅵ 層 中 位 4 不 整 形 弱 変 成 時 期 不 明 塾地 性
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S F 03焼土遺構 (第 18図、写真図版 18)

[位置・検出状況]旧沢跡部分の IB7gグ リッドに位置する。Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は不整形である。規模は35× 25 cm、 被熱深度は 6 cmを 測る。

[被熟痕跡の状況]流れ込みによる異地性の焼土と考えられる。

S F 04焼 土遺構 (第 18図、写真図版 18) _

[位置・検出状況]IB4gグ リッドに位置する。検出面はⅥ層上面である。

[形状・規模]平面形は不整である。規模は60× 57 cmで被熱深度は4 cmである。

[被熱痕跡の状況]検出面での焼成は不良であったが、5 cm下げたところで良好な焼土を確認 した。現地性の

焼土と考えられる。

S F 05焼 土遺構 (第 18図、写真図版 19)

[位置・検出状況]IB4gグ リッドに位置する。Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]攪乱のため本来の形状・規模は不明であるが、現存するものは63× 58 cmで 、被熱深度は 5

cmである。

[被熱痕跡の状況]焼成は不良である。異地性の可能性が高い。

S F 06焼 土遺構 (第 18図、写真図版 19)

[位置 。検出状況]IB3gグ リッドに位置する。Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は不整形であり、規模は49× 35 cmで ある。被熱深度は 6 cmである。

[被熱痕跡の状況]攪乱によって一部破壊されているが焼成は比較的良好である。現地性の焼土と考えられ

る。

S F 07焼 土遺構 (第 18図、写真図版 19)

[位置・検出状況]IB2gグ リッドに位置する。Ⅵ層上面で検出した。 S X 04竪穴住居状遺構覆土上面に

相当する。

[形状・規模]平面形は不整な円形であるが、攪乱を受けているため本来の形状ではないと考えられる。規

模は49× 34 cmを 測る。被熱深度は 7 cmに 達する。

[被熱痕跡の状況]攪乱によつて失われている部分が大きいが焼成は良好である。現地性の焼土と考えられ

る。

S F 08焼土遺構 (第 18図、写真図版 19)

[位置・検出状況]IB2hグ リッドに位置する。Ⅵ層上面で検出した。SX髄 竪穴住居状遺構覆土上面に

位置する。

[形状・規模]平面形は不整な円形を呈し、規模は55× 45 caを測る。被熟深度は 9 cmである。

[被熱痕跡の状況]焼成は良好である。現地性の焼土であると想定される。
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S F 09焼土遺構 (第 19図、写真図版 20)

[位置・検出状況]IB3dグ リッドに位置する。検出面はⅥ層上面である。

[形状・規模]平面形は不整な円形であり、規模は41× 35c14を 測る。被熱深度は4 cmである。

[被熱痕跡の状況]流れ込みによる異地性の焼土であると想定される。

S F 10焼 土遺構 (第 19図、写真図版 20) _

[位置・検出状況]IB3dグ リッドに位置する。検出面はⅥ層上面である。

[形状・規模]平面形は楕円形であり、規模は20× 7 cmを 測る。被熟深度は4 cmである。

[被熱痕跡の状況]流れ込みによる異地性の焼土であると想定される。

S F ll焼土遺構 (第 19図、写真図版 20)

[位置・検出状況]IB4gグ リッドに位置する。検出面はⅥ層下位である。

[形状・規模]平面形は不整な円形であり、規模は69 cm× 62 cmを 測る。被熱深度は 7 cmに 達する。

[被熱痕跡の状況]焼成は極めて良好である。現地性の焼土であると想定される。

S F 12焼土遺構 (第 19図、写真図版 20)

[位置 。検出状況]IB4gグ リッドに位置する。検出面はⅥ層下位である。

[形状・規模]平面形は不整であり、規模は80× 40 cmを 測る。被熱深度は 6 clnで ある。

[被熟痕跡の状況]焼成は良好であり、Ⅷ層地山面まで達する。現地性の焼土であると想定される。

S F13焼土遺構 (第 19図、写真図版 21)

[位置・検出状況]IB4eグ リッドに位置する。検出面はⅥ層下位である。

[形状・規模]平面形は不整な円形であり、規模は49× 34∽ を測る。被熱深度は3 cmである。

[被熱痕跡の状況]流れ込みによる異地性の焼土であると想定される。

S F 14焼土遺構 (第 19図 、写真図版 21)

[位置 。検出状況]IB7gグ リッドに位置する。検出面はⅥ層下位である。

[形状・規模]平面形は円形であり、規模は51× 49 cmを 測る。被熱深度は 7 cmで ある。

[被熱痕跡の状況]植物根による攪乱を受けているが、焼成は比較的良好である。現地性の焼土と想定され

る。

S F 15焼土遺構 (第 19図、写真図版 21)

[位置 。検出状況]IB7h～ 71グリッドに位置する。Ⅵ層中位で検出した。旧沢跡の上位にあたる。

[形状・規模]平面形は不整な楕円形であり、規模は80× 40 cmを 測る。

[被熟痕跡の状況]流れ込みによる異地性の焼土であると想定される。

S F 16焼土遺構 (第 19図、写真図版 21)

[位置・検出状況]IB7hグ リッドに位置する。Ⅵ層中位で検出した。
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[形状・規模]平面形は不整形であり、規模は55× 44 cmを測る。被熱深度は4 cmである。

[被熱痕跡の状況]部分的に良好な焼成もみられるが、沢跡の覆土上であるため流れ込みである可能性が大

きい。

S F 17焼土遺構 (第 20図、写真図版 22)

[位置・検出状況]IB4gグ リッドに位置する。Ⅵ層下位～Ⅶ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は41X32 cmの楕円形である。被熱深度は 3 cmを 測る。

[被熱痕跡の状況]焼成はそれほど良好ではないが地山付近まで達するため、現地性のものと思われる。

S F 18焼 上遺構 (第 20図、写真図版 22)

[位置 。検出状況]IB3h～ 4hグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は不整形であり、規模は60× 57 cmを 測る。被熟深度は 6 cmである。

[被熟痕跡の状況]焼成は弱いがⅧ層直上付近まで被熱している。現地性の焼土と想定される。

S F 19焼土遺構 (第 20図、写真図版 22)

[位置・検出状況]IB6cグ リッドに位置する。Ⅵ層中位で検出した。

[形状・規模]平面形は40× 26 cmの精円形である。

[被熱痕跡の状況]流れ込みによる異地性の焼土であると想定される。

S F 20焼土遺構 (第 20図、写真図版 22)

[位置・検出状況]IB3dグ リッドに位置する。Ⅵ層中位で検出した。

[形状・規模]平面形は不整であり、規模は41× 31 cmを 測る。被熟深度は 8 cmである。

[被熱痕跡の状況]焼成は不良である。異地性の焼土であると想定される。

S F 21焼土遺構 (第 20図、写真図版 23)

[位置 。検出状況]IB3fグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は不整であり、規模は45× 35 cmで ある。被熱深度は 6 clnで ある。

[被熱痕跡の状況]焼成は不良だが、現地性の焼土と想定される。

S F 22焼土遺構 (第 20図、写真図版 23)

[位置・検出状況]IB5dグ リッドに位置する。検出面はⅥ層中位である。

[形状・規模]3基の焼土が近接する。いずれも平面形は不整で、規模は最大のもので60× 50 cmを 測 り、

被熱深度が 7 cmに 達する。

[被熟痕跡の状況]焼成は不良である。異地性の焼土と想定される。

S F 23焼土遺構 (第 20図、写真図版 23)

[位置・検出状況]IB6dグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]直径 25cmの 不整な円形である。
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[被熱痕跡の状況]流れ込みによる異地性の焼土であると想定される。

S F 24焼土遺構 (第 21図、写真図版 24)

[位置 。検出状況]IB6gグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は不整であり、規模は37× 20 clnを 測る。被熱深度は4 cmである。

[被熱痕跡の状況]焼成の良好な、現地性の焼土であると考えられる。

S F 25焼土遺構 (第 21図、写真図版 24)

[位置・検出状況]IB3eグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は不整な円形であり、規模は39× 30 cmを 測る。被熱深度は 5 cmで ある。

[被熱痕跡の状況]焼土ブロックの流れ込みと考えられる。

S F 26焼 土遺構 (第 21図、写真図版 24)

[位置・検出状況]IB3dグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は不整な楕円形であり、規模は 158× 50 cmを 測る。被熱深度は 15 cmである。

[被熱痕跡の状況]検出面より5 cm下位で良好な焼土を確認した。

S F 27焼土遺構 (第 21図、写真図版 24)

[位置・検出状況]IB5eグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は精円形であり、規模は57× 42 cmを測る。被熱深度は8 cmである。

[被熱痕跡の状況]焼成の良好な現地性の焼土であると想定される。

S F 28焼土遺構 (第 21図、写真図版 25)

[位置・検出状況]IB4gグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[形状・規模]2基の焼上が近接したもので、平面形は不整形であり、規模は176× 50 cmを 測る。被熱深度

は 5 cmである。

[被熟痕跡の状況]Ⅷ層上面が被熱しているため現地性の焼土と考えられるが、焼成は不良である。

S F 29焼土遺構 (第 21図、写真図版 25)

[位置・検出状況]IB5gグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は不整な精円形であり、規模は 152cm× 55cmを 測る。被熱深度は 10cmで ある。

[被熱痕跡の状況]地山面が被熱しているため現地性の焼土と考えられるが、焼成は不良である。

S F 30焼土遺構 (第 21図、写真図版 25)

[位置・検出状況]IB5fグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は不整な楕円形であり、規模は82× 42 cmを 測る。被熱深度は20c14に達する。

[被熱痕跡の状況]Ⅷ層上面が被熱しているため現地性の焼土と考えられるが、焼成は不良である。
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S F 31焼土遺構 (第 22図、写真図版 25)

[位置・検出状況]IB6fグ リッドに位置する。Ⅷ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は不整であり、規模は40× 24 cmを 測る。被熟深度は4 cmである。

[被熟痕跡の状況]Ⅷ層上面が被熱しているため現地性の焼土と考えられるが、焼成は不良である。

S F 32焼土遺構 (第 22図、写真図版 26) _

[位置・検出状況]IB4dグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は楕円形であり、規模は41× 31 cmを 測る。被熱深度は 12 cmで ある。

[被熟痕跡の状況]中央部がやや窪んだ形状をしているが攪乱によるものとも考えられる。極めて焼成の良

好な現地性の焼土であると考えられる。

S F 33焼土遺構 (第 22図、写真図版 26)

[位置・検出状況]IB4dグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は不整な円形であり、規模は53× 51 cmを 測る。被熱深度は 19 cmで ある。

[被熱痕跡の状況]ブロック状の焼土の流入である可能性が高い。

S F 34焼土遺構 (第 22図、写真図版 26)

[位置・検出状況]IB5eグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は不整な楕円形であり、規模は60× 35 cmを 測る。被熱深度は 8 cmである。

[被熟痕跡の状況]断面を観察すると中心部分がやや窪んだ形状を呈している。焼成は比較的良好である。

S F 35焼土遺構 (第 22図、写真図版 26)

[位置・検出状況]IB3dグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は不整形であり、規模は57× 55 cmを 測る。被熱深度は 14 cmで ある。

[被熱痕跡の状況]流れ込みによる異地性の焼土であると想定される。

S F 36焼土遺構 (第 22図、写真図版 27)

[位置 。検出状況]IB5eグ リッドに位置する。Ⅶ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は不整であり、規模は80× 30 cmである。被熱深度は8 cmである。

[被熱痕跡の状況]焼成は弱いが現地性の焼土と考えられる。

S F 37焼土遺構 (第 22図、写真図版 27)

[位置・検出状況]IB5eグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。

[形状・規模]平面形は不整であり、規模は70× 15 cmを 測る。被熱深度は7 cmで ある。

[被熱痕跡の状況]焼成は弱いが現地性の焼土と考えられる。

S F 38焼土遺構 (第 22図、写真図版 27)

[位置 。検出状況]IB5eグ リッドに位置する。Ⅵ層下位で検出した。
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[形状・規模] 平面形は不整であり、規模は 100× 61 cmを 測る。被熱深度は 1l cmで ある。

[被熱痕跡の状況] 焼成は良好であると考えられる。

S F 39焼土遺構 (第 22図、写真図版 27)

[位置・検出状況] IB7hグ リッドに位置する。Ⅵ層中位で検出した。

[形状 。規模] 平面形は不整であり、規模は39× 22 cmを 測る。

[被熱痕跡の状況] 流れ込みによる異地性の焼土であると考えられる。

(川又)

(5)ピッ ト (P)(第 23・ 24図 )

以上の項目の他に、用途不明のピットが計 21基検出されている。詳細な検討は行うことが出来なかった

が、いずれも柱穴として使用されたと見られ、何らかのプランを形成するものである。規模には各々バラツ

キが見られるが、開口部径の平均値は 43.5 cm、 底部径の平均値は 27.6 cm、 深さの平均値は 23.2 cm、 底部標

高平均値 282.68mである。検出層位はいずれもⅧ層上面で、時期を確定する出土遺物などはほとんどない。

したがって、確定的な時期は不明であるが、覆上の状態などからI層付近からの掘 り込みによる、近現代か

ら現代に想定されるものも多く含まれているものと考えられる。

(北田)

ピット(P 表

種 別 番号 位置 (グリンド) 検出層位
規模 (cm)

時期 備考
開 口 部 径 底部径 深 さ 氏コ

`ん

実高 (m

P l I B5買 Ⅷ層上面 17 282.300 時期不 明

P 2 I B5富 Ⅷ層上面 8 282.700 時期不明

P 3 I B4宮 -5宮 Ⅷ層上面 282.340 時期不明

P 4 I B4質～ 5質 Ⅷ層上面 282.440 時期不明

P 5 I B4質～ 5富 Ⅷ層上面 282.340 時期不明
P 6 I B411 Ⅷ層上面 282350 時期不明
P 7 I B4宜 Ⅷ層上面 282250 時期不明

P 8 I B4富 Lllll層 上面 282.430 時期不明

P 9 I B7FF～ 8冨 Ⅷ層上面 283.010 時期不明
P 0 I B8宣 Ⅷ層上面 283.480 時期不 明

P 1 I B7富 Ⅷ層上面 283.380 時期不明

P 2 I B7Fr Ⅷ層上面 282.980 時期不明

P 3 I B7f Ⅷ層上面 283.200 時期不明

P 4 I B7jF Ⅷ層上面 283.080 時期不明

P 5 I B7f Ⅷ層上面 283.270 時期不明

P 6 I B7f Ⅷ層上面 283.210 時期不明

P 7 I B4e Vlll層 上面 282.410 時期不明

P 8 I B4e Ⅷ層上面 282.240 時期不明
P 9 I B4e Ⅷ層上面 282.370 時期不明
P I B3e～4e ull層 上面 282.360 時期不 明

P I B3e ull層 上面 282.160 時期不明
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V 出土遺物各説

本遺跡から出土した遺物は、縄文土器大コンテナ (T40:42× 32× 30 cm)19箱 (重量 268,819g)・ 土

製品 1点・石器大コンテナ (T40:42× 32× 30 cm)4箱 (重量47,419.57g)で、登録点数は土器 408点・

土製品 1点・焼粘土塊 3点 。石器 786点の合計 1,198点である。

1.縄 文 土 器 (第 34～ 68図、写真図版 28～ 56)

(1)出土状況について

本遺跡から出土した縄文土器は大コンテナ (T40:42× 32X30 cm)で 19箱、総重量は268,819gである

が、ほとんどの遺物は、遺構外から出土しており、遺構内から出土した遺物は 1箱 にも満たなかった。遺物

は調査区全外から広い範囲で出土しており、調査区全体が希薄な遺物包含層を呈している。

旧地形を観察すると、調査区の北から南にかけて緩やかに傾斜 しており、北側の最高位で標高 286.Om、

南側の最低位で280.Omと なっている。調査区は南北に長いため、直線距離にして約 40mで 6m低下してお

り、傾斜角度は約 8.5° である。このため、数回の崖錐性堆積の影響を多分に受けており、調査区全域にお

いて 1～ 2mの花商岩巨礫が散在している。

(2)所属時期について

本遺跡の出土土器は縄文時代早期前葉から前期前葉にまで及ぶ。その主体となる時期は早期後葉と考えら

れるが、崖錐性堆積によりかなりの部分で混在 していることが予想される。ただ、V層責色細粒火山仄層

(層厚約 4 cm)の十和田中撤火山灰と考えられる堆積層は成層 していると考えられるため、当初その上下層

については時期区分が可能かと思われた。しかし、この層は調査区全域に均―に堆積してはおらず、一部に

拡がりを持つに留まっているため、実際には分化は困難である。

(3)土器重量分布について

第 25図 に各層位におけるグリッド毎の土器重量分布を示 した。 I層 においては、 I B2fグ リッドが

1,470gと 集中して出土しており、他グリッドは散発的である。Ⅱ層は砂礫層であるため、土器の出土はなか

つた。Ⅲ層は I B4dグ リッドが 2,408g、 I B5dグ リッドが 2,323gと 高くなっており、傾斜角度が大きくな

るにつれて、土器の分布が高 くなっている。また、その中でも平坦な箇所に集中して出土する傾向がある。

この傾向はⅣ～Ⅷ層にも見られる。Ⅳ層はI B7iグ リッドが 1,500gと 最も高く、次いで I B7fグ リッドの

1,250g、  I B3dグ リッドの 1,230gと なる。V層 は十和田中撤火山灰堆積層であるが、この中にも土器が含ま

れている。 I B7iグ リッドが 1,810gと 高 くなっているが、 I B6fグ リッドの 1,231g、  I B4eグ リッドの

1,135g、  I B4fグ リッドの 1,040gの 周辺に集中して出土している。Ⅵ層は最も厚い遺物包含層で、遺物量も

最も多い。最高値は I B5jグ リッドの 31,690g、 次いで I B4dグ リッドの 19,643g、  I B5dグ リッドの

17,381g、 IB働 グリッドの 17,190gと なり、 I B4d付近の傾斜が緩 くなる箇所及び標高最低位付近に集中し

て出土している。Ⅶ層はⅥ層からⅧ層への漸移層であり、層厚は薄いため遺物量も比例して少ない。その中

で集中が見られるのは I B3fグ リッドで 700gで ある。遺物検出最終面のⅧ層上面では、 I B4gグ リッドの

1,390gが最高値となる。
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第7表 土器分類表

時期 群 系統 器形 類
比定される
土器型式

類 外面調整・施文 種 内面調整・施文 口唇部 胎 土

早期前葉

I 貝殻沈線文系

深 鉢

大新町a式

に相当
沈線 指頭圧痕・ナデ 刻み目(爪状・棒状)

吃王洞 Ⅱゴ

に相 当
沈線 ナデ 刻み目(爪状・棒状)

早期中葉

C
白浜式にれ

当
連続爪形刺突文 (2・ 4段 ) ナデ 刻み目(爪状・棒状)

D
物見台式に

相当

1
沈線に沿う貝殻腹縁文・連筋

刺突文

ナデ

内面直下に貝殻腹縁文

2
沈線で区画されたなかに貝

殻腹縁文を充填
内面直下に貝殻腹縁文

3
沈線で区画されたなかに貝

殻押し引き文を充填
内面直下に貝殻腹縁文

4 ナデのみ ナデ 刻み目・面取り

吹切沢式に
相当

1 貝殻移動波状圧痕文 ナデ 刻み目・貝殻腹縁文など

2 貝殻押し引き文 ナデ 刻み目・貝殻腹縁文など

明神裏ⅢJ
に相当

I 沈線 (文様状) ナデ 押し引き沈線文・刻み目

2 F宇状押し引き沈線文を施政 ナデ 押し引き沈線文・刻み目

3 沈線 ナデ 押し引き沈線文・刻み目

G
ムシリ1式に

相当
条痕文 ナデ 刻み目

H
早期沈線)

に相当
沈線で幾何学的文様を情成

するもの
ミガキ 繊維少量ほか

早期後案 表裏縄文系

A 雄槌

1 縄文のみを施文

日縁内面のみ
縄文を施文

縄文回転・押圧・指頭圧弟
①絲 なし
②繊維あり

b
全面に縄文を前

文
縄文回転・押圧・指頭圧お

①繊維なし
②繊維あり

指頭圧痕のみ 縄文回転・押圧・指頭圧お
①繊維なし
②繊維あり

2
口縁部に横走する無文帯を

もつもの
口縁内面のみ
縄文を施文

縄文回転・押圧・指頭圧お
①繊維なし
②繊維あり

3
日縁部に縄文を押圧するも

の
口縁内面のみ
縄文を施文

縄文回転・押圧。指頭圧汚
①繊維なし
②繊維あり

4
日縁部に縄文を押圧し、縄
文を文様状に施文するもの

日縁内面のみ
縄文を施文

縄文回転・押圧・指頭圧お
①繊維なし
②繊維あり

5
日縁部などに縄文を文様状

に施文するもの
日縁内面のみ
縄文を施文

縄文回転・押圧・指頭圧娠
①繊維なし
②繊維あり

6
日縁部に粘土紐を貼り付け

るもの
日縁内面のみ
縄文を施文

縄文回転・押圧 。指頭圧張
①繊維なし
②繊維あり

7 口唇直下沈線静障立)

日縁内面のみ
縄文を施文

縄文回転・押圧・指頭圧娠
①織維なし
②繊維あり

早稲田5類
に相当

日縁部に縄文を押圧し、文
様帯とするもの

日縁内面のみ
縄文を施文

縄文回転・押圧
①繊維なし
②繊維あり

前期初頭 肛 羽状縄文系 A
早稲田6類
に相当

1 羽状縄文 (非結東)を施文 ナデ 繊維多量

2
羽状縄文 (結束第1種 )を施

文
ナデ 繊維多量

前期前案

Ⅳ 円筒下層式上器 系 A 円筒下層a

式に相当
日縁部に縄文 (結節)を施す

もの
ナデ ナデ 繊維少～多量

V 大木式上器系

A
大木 1式に

相 当
羽状縄文 (非結束)を施文 ナ デ ナデ 繊維少～多量

大本 2a式
に相 当

ユ
日縁部に縄文 (結節)を施す

もの
ナデ ナ デ 繊維多量

2 単軸絡条体第 1類を施文 ナデ ナデ 繊維多量

3 単軸絡条体第5類を施文 ナデ ナ デ 繊維多量
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(4)土器各説

第 7表に本遺跡出土土器分類表を示した。本遺跡で出土する縄文土器を大まかに早期、前期の 2時期に区

分した。また、系統別に分類し、 I群 を貝殻沈線文系土器、コ群を表裏縄文系土器、Ⅲ群を羽状縄文系土器、

Ⅳ群を円筒下層式土器、V群を大木式土器とした。さらにそれぞれの土器群について細分類を設定した。分

類については、既存の土器型式にかなり頼ることになるが、広 く認識して頂 くためにはそれが適当であると

考えた。既存の上器型式に加えて、器形・文様についての考察を行った上で、類の下に種を置き、これによ

り本遺跡出土土器を分類する。

第 I群 貝殻沈線文系土器

A類 縄文時代早期前葉と考えられ、大新町 a式 (沈)相当に比定される土器群。出土量は稀少であり、

Ⅵ層及び表土から検出している。大新町 a式 (沈)は特徴として、「器形は緩いカーブを描 く砲弾状を呈し、

日唇部形状は丸頭・平頭・内削ぎの3種が認められるなど押型文土器群と酷似 した内容を持つ」、「文様は沈

線による横位・斜位方向の帯状格子目文・格子 目文・平行文が主体 となる」が挙げられる (盛 岡市狭委

1998)。

本遺跡出土土器を観察すると、いずれも口縁部破片であり、No 18は 薄手で内面は指頭圧痕が見られる。

外面文様は日唇部直下に爪状工具による連続刺突文が施され、細沈線による格子目文が左上から右下にかけ

て斜位に引かれる。地文としてLR横位縄文が施される。日唇部は指による指頭圧痕と爪による刻み目が見

られる。No 19も 同様のであるが、列点を伴う。No 20は細沈線が縦位に引かれ、上端はスカー ト状に拡が

る。

B類 縄文時代早期前葉と考えられ、蛇王洞Ⅱ式相当に比定される土器群。出土量は稀少であり、Ⅵ層及

び表土から検出している。蛇王洞Ⅱ式は特徴 として、「口縁部文様帯に沈線による格子目文・幾何学文によ

る文様を描き、主体となる文様帯の上部または下部には爪形状刺突・横位平行沈線による文様帯を巡らし、

体部には地文として縄文・撚糸・条痕のいずれかが施されるもの」であり (盛岡市教委 2000)、 「口唇部の

下に平行沈線を格子目状に組み合わせた文様帯を持ち、文様帯の下に2列の爪形文を施文、半裁竹管によつ

て沈線を縦 。斜めに組み合わせ、その区画内を沈線や爪形文で充填する」などの特徴がある (富樫 1989)。

本遺跡出土土器を観察すると、いずれも口縁部破片であり、No 21は 棒状工具による押 し引き沈線文と横

位・斜位沈線の組み合わせで、日唇部には棒状工具による刻み目が付されるものである。No 22は 日唇直下

に棒状工具による縦位の刻み目、その下に横走する細沈線、さらにその下に斜位の格子目文が施されている。

No 23も 同様であるが、横走する細沈線の下には縦位の細沈線 (刷毛目状)が施されている。

C類 縄文時代早期中葉と考えられ、白浜式相当に比定される土器群。出土量は少量であり、Ⅵ層を中心

に検出している。白浜式は特徴として、「貝殻腹縁文、刻目状連続刺突文、沈線文を施文する口縁部文様帝

を構成 し、体部には貝殻条痕文を施文する。条痕文は地文として全体に施文されることが多い。日唇部には

キザミロが付けられる。また、白浜式を特徴付けるのは、器面に斜めに強く押 し込んで施文する 2～ 4段前

後の横位連続刺突文である。その上下に貝殻腹縁文や、まれに沈線文を施文することがある。刺突文は縦に

キザミロ状を示すのが通有であるが、横に連続したり、まれに斜位に2列連続する場合もあるし、貝殻腹縁

文も縦にキザミロ状に施文されたり、横に充填された状態あるいは斜位に施文することもある。数は少ない

が、体部に縄文を施文する例も知られている」が挙げられる (鈴木 1996)。

―- 57-―



本遺跡出土土器を観察すると、胴部文様は多 くの場合、単軸絡条体第 1類 (R)が横位に施文されている。

日縁部文様帯は爪形工具による刺突が見られ、 2段に配されるもの (h32～ 34)、 4段 に配されるもの (IIo

35～ 38)がある。これらはほとんどの場合、工具を止めた側に粘土のまくれ返 りが生じている。日唇部は

爪状工具や棒状工具による刻み目を付ける場合が多いが、指頭圧痕のみも見られる。

D類 縄文時代早期中葉と考えられ、物見台式相当に比定される土器群。 I群貝殻沈線文系土器の中では

最も多 く出上 しており、Ⅵ層中～下位に多 く検出している。器形全体を把握できる資料はなく、いずれも破

片資料である。外面文様の施文方法により、4種に細分する。

1種 日縁都文様帯を沈線と沈線に沿う貝殻腹縁文、連続刺突文で施文するものを一括した。No 65～ 62

は文様構成が横方向に拡がるもので、直線的に描かれている。内面は全般にナデであるが、h53・ 54・

55。 62・ 63の ように口唇部から約 2c14下 に連続爪形文が施されているものがある。この場合、日唇内面に

はいずれも縦位の貝殻腹縁文が施文される。No 63は前者と異なり、文様構成が曲線的に拡がるものである。

2種 口縁都文様帯において、文様が沈線とそれによって区画された箇所に貝殻腹縁文を充填するものを

一括した。No 65,66・ 67な どは沈線の屈曲部に刺突を付すもので、日縁に山形突起を有する。破片資料

がほとんどであるため、全体の文様形態を把握することはできないが、沈線で引いたモチーフの隙間を貝殻

腹縁文で充填 して埋めるという手法が取られている。

3種 口縁部文様帯において、文様が沈線とそれによつて区画された箇所に貝殻押し引き文を充填するも

のを一括した。施文方法は2種と同様で、沈線で引いたモチーフの隙間を貝殻押 し引き文で充填して埋める

という手法が取られている。 2種と異なる点は、文様の施文方法の違いからなのか、充填する箇所が若干広

く取られており、文様構成が大きめに作られている。

4種 外面は調整痕のみで文様は施されず、一部の口唇部に僅かに施文が見られるものを一括 した。ほと

んどの場合、内外面ナデ・ミガキなどの調整痕のみであるが、h132やNo 142な どのように口唇部に爪状工

具や棒状工具による刻み目が施されるものがある。また、No 137～ 141の ように日唇部外面が斜めに面取 り

されるというものもある。

E類 縄文時代早期中棄と考えられ、吹切沢式相当に比定される土器群。 I群貝殻沈線文系土器の中では

D類 に次いで多 く、Ⅵ層中～下位を中心に出土している。吹切沢式は特徴 として、「ほとんど全面に貝殻腹

縁文を施文するが、その文様効果に貝殻の腹縁をキザミロ状、波状に圧痕したものと、貝殻の背を押 し引き

したものがあるほか、条痕文として施文するものなどがある。吹切沢式のメルクマールはこの三種の貝殻腹

縁文であるが、キザミロ状圧痕文は日縁部に2～ 3段施文される」が挙げられる (鈴木 1996)。

本遺跡出土土器を観察すると、器形全体を把握できる資料はなく、いずれも破片資料である。文様構成か

ら以下の2種に細分される。

1種 器外面全体に横位の貝殻腹縁移動波状圧痕文を施文するものを一括 した。No 143・ 145。 147～

161な どである。No 143の 口縁部破片には文様帯が見られ、器外面には日唇部に縦位の貝殻腹縁文、その下

には横走するm条の貝殻腹縁文が施文される。内面口唇部にも縦位の貝殻腹縁文、その下には横走する 4

条の貝殻腹縁文がある。No 147も 同様の文様形態を持つ。

2種 器外面全体に横位の只殻押 し引き文を施文するものを一括 した。No 144・ 163～ 180で ある。No

144の 口縁部破片には文様帯が見られ、器外面には横走する 10条以上の貝殻腹縁文が曲線的に施文される。

内面はナデのみが観察されるが、上部には貝殻腹縁文が存在する可能性もある。No 163の 日唇内面直下には

縦位の貝殻腹縁文が施されている。施 164～ 167は いずれも口縁部破片であるが、日唇部には八状工具及び
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棒状工具による刻み目が付されている。

F類 縄文時代早期中葉と考えられ、明神裏Ⅲ式相当に比定される土器群。Ⅵ層中位から比較的多 く検出

している。本類の特徴は、「弧状文や渦巻文などの曲線的なモチーフと、鋸歯状文や釣形文などの幾何学的

なモチーフとの組み合わせからなる。刻目文の施される隆線文や、盲子し'刺突の施される円形貼付文の加え

られるものもある。文様要素としては、沈線文・押引き文・刺突文が主体をなす。とくに、先端の尖つた棒

状工具で施される≪状押引き文が多用される。また、沈線文や押引き文に沿って羽状あるいは片羽状に配さ

れる貝殻腹縁文や柳葉形刺突文の施されるものも多い」などの特徴がある (中橋 。相原 1996)。

本遺跡出土土器を観察すると、器形全体を把握できる資料はなく、いずれも破片資料である。文様構成か

ら以下の 3種に細分される。

l種 器形全体に沈線による文様が施文されるものを一括 した。No 25,26な どである。陥 25は 日縁部

破片で、山形突起を有する。日縁部は推定値で 13.7 cmと やや小形である。文様は日縁部～胴部にかけて施さ

れており、欠損 している底部付近まで見られる可能性がある。No 26も 同様であるが、No 25よ りも口縁部力S

やや外傾する。

2種 器形全体の形状は不明であるが、頸部に緩いくびれを持ち、V字状押 し引き沈線文により横位また

は波状により文様が施されるものを一括 した。No 98～ 119,122・ 123・ 125な どである。恥 98や No 99

などは口縁部破片で、V字状押 し引き沈線文により横位に沈線文を施文 し、挟まれる形で波状文を施してい

る。頸部のくびれ部分には斜位に片羽状の貝殻腹縁文が施文されている。この貝殻腹縁文による片羽状文は、

No 107の ように文様に組み込まれることもある。

3種  2種 とほぼ同様の文様帝と考えられるが、残存部位に沈線などのみが観察されるものを一括 した。

No 27～ 31な どである。いずれも破片資料で、全体の器形は不明である。No 27は 貝殻腹縁文による片羽状

文、No 28は 羽状文である。

G類 縄文時代早期中葉と考えられ、ムシリ1式相当に比定される土器群。 l片のみ出土しており、検出

層位はⅥ層下位である。No 181は 口縁部破片で、横位沈線文を施 し、その下位に斜位の沈線文を配している。

内面は、ナデのみであり、条痕は見られない。日唇部には爪状工具による刻み目が斜位に施されている。

H類 上述のA～ G類のいずれにも含めることができないか、もしくは分類する要素がないものを一括 し

た。No 182・ 183は、胴部破片で全体の器形は不明であるが、太沈線で文様を構成している。内面はミガキ

に近い調整が行われており、胎土には繊維少量が含まれている。

第 I群 表裏縄文系土器

A類 縄文時代早期後棄と考えられ、赤御堂式相当に比定される土器群。出土土器群の中で最も多いが、

完形品はほとんどない。全体的に破片資料が多く、接合率もあまり良 くない。検出層位は、Ⅵ層中位が最も

多い。日縁部文様帯の有無、施文方法により6種に細分する。

1種 器外面全体に縄文のみを施文するものを一括した。縄文の回転を横位に行うものや、斜位に行うも

のなどがある。内面調整・施文によりさらにa～ c種に細分される。

a種 日縁部内面のみ縄文を施文するもの。No 185'187・ 188。 191・ 196～ 199・ 211・ 214・

215。 373な どである。器外面は横位・斜縄文 (LRoRL)に よる施文が行われ、同じ原体を用いて口縁

内面に斜縄文が施文される。

b種 内面全面に縄文を施文するもの。No 8な どである。内外面ともに斜縄文 (LR・ RL)で構成され、
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日唇部にも縄文が回転される。内外面ともに同じ原体が用いられる。

c種 内面に縄文などの施文が行われず、ナデ・指頭圧痕のみが観察されるもの。No 184・ 186・ 200。

209。 212・ 213・ 247～ 250・ 258～ 261,261～ 268・ 270～ 274・ 280な どである。器外面は横位・

斜縄文 (LR・ RL)で施文されるが、 a・ b種のように内面に縄文は施文されない。No 280 1よ小形深鉢で、

1/2完形である。器高 6.l cm、 日径 〔8.0〕 cmで、底部は尖底を呈する。

2種 口縁部に横走する無文帯を持つものを一括 した。No 201・ 202・ 208な どである。いずれも器外面

の日唇から4～ 5 cm下 に 0.5～ l cm幅の無文帝を有する。そのほかは斜・横位縄文 (LR)が施文される。

内面はいずれも回縁部のみ縄文 (LR)が施文される。この点で、 la種に類似する。

3種 口縁部に縄文を押圧するものを一括 した。No 203・ 251・ 255～ 257・ 374な どである。いずれも

縄文 (LR)を横位に3条押圧している。文様帝以外は同様の原体を用いて、斜縄文 (LR)が施文される。

No 203と No 251は 、回縁内面に縄文 (LR)が施文される。また、日唇部にも縄文 (LR)回転が施される。

No 255～ 257は、内面はナデ・指頭圧痕、口唇は指頭圧痕のみである。

4種 口縁部に縄文を押圧 し、無文帯を利用 して文様状に縄文を施文するものを一括 した。No 218・

219,279な どである。No 218は 縄文 (LR)2条、No 219・ 279は縄文 (LR)3条 を横位に押圧 してい

る。その下位の地文上部は縄文を斜位に回転して弧状文を作 り、無文部が鋸歯状を呈するように施文が行わ

れている。内面については、No 219が口縁内面に縄文 (LR)が施文されており、そのほかは調整のみであ

る。日唇については、h218が縄文 (LR)押圧、No 219。 279カ窮電文 (LR)回転と差異がある。

5種  口縁部や胴部の旅亀文を文様状に回転施文するものを一括 した。No 210。 217・ 221～ 231・ 233～

239 ・ 246 ・ 252 ・ 253 ・ 263 ・ 281 ・ 282な どである。 No 210 。 217 ・ 221～ 228 ・ 233～ 238 ・ 252 ・

263・ 281・ 282・ 375は いずれも日縁部破片で、縄文 (LR・ RL)を 回転して施文する際に、日縁部上

端を曲線的に回転して弧状文を作 り、無文部が文様状を呈するように施文したものである。No 229～ 231・

239・ 246な ど胴部については、施文する際に原体の一端を強 く押さえることにより、斜位や横位に回転す

る文様を施文したものである。

6種 口縁部に粘土紐を貼 り付けるものを一括した。No 2磁 ～ 207・ 283～ 285。 310・ 311な どである。

No 204～ 207・ 283～ 285は地文のLR縄文を施文した後に粘土紐を貼 り付けている。No 205。 283は 指で

摘むようにして凸痕を作 り、No 205は 縄文 (LR)を押圧している。No 206は 指で三角形に整えた粘土紐を

貼 り付けている。またNo 204・ 284は糸電文 (LR)を 折 り曲げた原体の押圧、No 207・ 285は縄文 (LR)
の側面押圧を行っている。No 310・ 3111よ地文のLR縄文施文 した後に1～ 1.5 cm幅 の四角に成形 した粘土

紐を貼 り付け、それを押さえるように棒状工具による連続刺突文を施文している。また、No 311は その後に

沈線に刻み目を施 している。

7種 器外面の回唇直下に沈線 (擦痕)を有するものを一括 した。No 240～ 245。 277な どである。いず

れも日唇直下に3～ 4 cmの無文帯を有し、この部分に縦位の擦痕状の沈線を配している。No 244に ついては

この無文部の下に粘土紐貼付を行っており、No 245は 5種に見られる曲線的な弧状文が施されている。

B類 縄文時代早期後葉と考えられ、早稲田 5類に相当すると考えられる土器群。出土量は少ないが、接

合率が高い。検出層位は、Ⅵ層中位～下位に集中してお り、出土地点もI B5,勁 付近に偏る。No 286～

288で、いずれも比較的大形で、日径は 32.6 cm、 36.8 cm、 41.5 cmと 大きめである。器高は底部を久いている

ため不明であるが、日径の 1.5倍 は見込まれる。日縁部文様はNo 286・ 288が縄文 (LR)を 縦横に押圧 した

もの、No 287が上から縄文 (LR)4条 と3条の横位押圧、その間に折 り返した縄文 (LR)の縦位押圧の組
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み合わせである。いずれも日縁内面のみに縄文 (LR・ RL)を施文 しており、日唇も縄文 (LR)回 転が施

文されている。No 286・ 287は胎土に繊維を少量混入する。

Ⅲ群 羽状縄文系土器

A類 縄文時代前期初頭と考えられ、早稲田6類 または長七谷地Ⅲ群相当に比定される土器群。出土量は

多くない。全体的に破片資料が多数であり、接合率も低い。検出層位は、Ⅵ層上～中位・下位で比較的多 く

見られる。施文方法により2種に細分される。

1種 羽状縄文 (非結東)を施文するもの。No 353～ 356・ 359～ 362・ 365・ 367・ 368な どである。

No 353は 接合率が高い土器で、器高が残存値で (44.4)cmを 有し、比較的大形である。羽状縄文に使用され

る原体は LR o RL縄 文のほかに、 0段多条 LR・ RL縄文、LRL o RLR複節縄文など原体の種類が多い。

いずれも胎土に繊維を多量に混入している。

2種 羽状縄文 (結束第 1種)を施文するもの。No 357・ 358・ 363,364・ 366な どである。いずれも

破片資料で、器形全体を把握できるものはない。使用されている原体はLR・ RL縄文のほかに、 0段多条

LR・ RL糸亀文を使用 している。内面はナデがほとんどであるが、No 366の みが斜縄文 (LR)を施文してい

る。

V群 円筒下層式上器

A類 縄文時代前期前葉と考えられ、円筒下層 a式相当に比定される土器群。出土量は極少量である。個

体数が限られるため、接合率は高い。検出層位は、Ⅵ層上～中位を中心にⅣ層下位まで見られる。No 376は

日縁部に結節 L縄文、胴部は羽状縄文による菱形文が施文されている。配 377は 日縁部に結節LR縄文、胴

部は0段多条LR縄文による施文がなされている。

V群 大本式上器

A類 縄文時代前期前葉と考えられ、大木 1式相当に比定される土器群。出土量は極少量である。個体数

が限られるため、接合率は高い。検出層位は、Ⅵ層下位を中心に出土している。No 378は 5単位の波状口縁、

No 379は 平縁を呈する。法量は、日径はいずれも 13.O cm、 器高は 15。 4 cm、 〔14。 1〕 cmと 比較的小形である。

いずれも胎土には繊維を多 く含む。

B類 縄文時代前期前葉と考えられ、大木 2a式相当に比定される土器群。V群のなかでは最も数量が多

いが、完形品はない。全体的に破片資料が多く、接合率は低い。検出層位は、Ⅳ層及びⅥ層からの出土が多

い。施文方法により3種に細分する。

1種 口縁部文様帯に縄文 (結節)を施すもの。No 380～ 405な どである。No 380～ 384・ 387～ 391は

結節 LR・ RL・ L縄文を横位に施すものである。No 385・ 386は 日縁部から胴部にかけて、結節 0段多条

LR縄文を間隔をあけて横位に施文するもので、文様帯のほかはナデのみで無文である。No 392～ 397は結

節 L・ R縄文などを密に施文するものである。No 391・ 397な どは口縁部に山形突起などを有する。いずれ

も内面調整はナデのみ、胎土に繊維を多量に混入する。

2種 単軸絡条体第 1類 を施すもの。No 408な どである。日唇付近には横位に沈線が引かれ、胴部全体に

単軸絡条体第 1類 (縦位・L)が施される。内面は調整のみ (ナ デ)で、日唇部に爪状工具による刻み目を

有する。胎土には繊維を多量に混入する。
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3種 単軸維条体第5類を施すもの|。 No 406・ 407な どである。胴部全体にいわゆる網目状撚糸文を施文

するもので、いずれも胴部破片資料である。NQ 406イよF縄文、No 407 1ま RL縄文の単軸絡条体第5類を施文

する。内面は調整 (ナデ)のみ、胎上には繊維を多量に混入する。

2.土製 品その他 (第 68図、写真図版お)

本遺跡から出上した上製品は、No 412の 1点のみである。No■2は、主器片を利用した円盤状土製品で、

周囲を打ち欠いている。器面には、素材とした土器片の文様である単軸絡条体第1類
.(L・ R)が施されて

いる。申央には穿孔が行われている。胎上に繊維は含まれていない。

このほかに、焼粘土塊が3点出上している。No 409～ 411である。いずれも棒状工具の痕跡を残 しており、

重量はそれぞれ、2:磁g.11.23g。 1153gである。検出層位は、No 409・ 410がⅣ層|、 No 411がⅥ層下位で

ある。
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3. 石鶏  (第 69～ 92図、写真図版57～ 75)

(1)出土状況について

本遺跡から出土した石器は大コンテナ (T40:42× 32× 30 cm)で 4箱、総重量は47,419.57gで あるが、

ほとんどの遺物は、遺構外から出土しており、遺構内から出土した遺物は0.5箱にも満たなかった。遺物は

調査区全体から広い範囲で出土しており、調査区全体が希薄な遺物包含層を呈している。

旧地形を観察すると、調査区の北から南にかけて緩やかに傾斜しており、北側の最高位で標高 286.Om、

南側の最低位で 280.Omと なっている。調査区は南北に長いため、直線距離にして約 40mで 6m低下してお

り、傾斜角度は約 8.5° である。このため、数回の崖錐性堆積の影響を多分に受けており、調査区全域にお

いて 1～ 2mの花商岩巨礫が故在 している。詳細な出土状況 。出土地点については項目毎に触れる。

(2)所属時期 について

本遺跡の出土土器は早期前棄から前期前葉にまで及ぶ。その主体となる時期は早期後葉と考えられるが、

崖錐性堆積によりかなりの部分で混在していることが予想される。ただ、V層黄色細粒火山灰層 (層厚約 4

cm)の 十和田中lTR火山灰と考えられる堆積層は成層 していると考えられるため、当初その上下層については

時期区分が可能かと思われた。しかし、この層は調査区全域に均―に堆積 してはおらず、一部に拡が りを持

つに留まっているため、実際には分化は困難である。よって、本遺跡出土石器については、早期前葉から前

期前葉とある程度の時期幅を持つて考えたい。これを前提にした上で第 26図 に器種別の各層位毎の出土点

数を記した。

(3)石器組成 と石材

石器組成と石材の数量・重量を第 8表に示した。今回の調査で出土 した石器の総数は2485点 に及ぶ。こ

の内 1699点が石器製作に伴う最j片 (石屑片)で、 トウールとして認定したのは786点である。石器の内訳

は尖頭器 17点 (2.2%)、 石鏃 144点 (18。3%)、 石錐 8点 (1.0%)、 石匙 68点 (8,7%)、 石箆 32点 (4.1%)、

スクレイパー類 116点 (14.8%)、 楔形石器 51点 (6。9%)、 二次加工ある剥片 123点 (15,6%)、 微細剥離痕あ

る剥片 120点 (15。3%)、 アスフアル ト付着剥片 2点 (0.3%)、 石核 3点 (0,4%)、 石斧類 21点 (2.7%)、 礫器

類 6点 (0,8%)、 敲磨器類 75点 (9.5%)で ある。

出土石器の合計 786点 (100%)の石材は、買岩が 656点で最も多く83.5%を 占める。次いでホルンフェル

スが 36点 (4.6%)、 砂岩が 22点 (2.8%)、 流紋岩が 17点 (2.2%)、 凝灰岩 11点 (1.4%)な どである。

(4)石器各説

① 尖頭器 (第 69図、写真図版 57)

先端部に二次加工を施し鋭 く尖らせた石器で、槍の先端に装着 して使用されたと考えられる資料。計 17

点出土 しており、12点 を図示した。欠損品は 14点である。 トゥールと認定したなかでは、2.2%を 占める。

分類 欠損品がほとんどであるため細分は行わず、大分類のみとする (No 413～ 429)。

出土分布状況 計 17点のうち、遺構内 1点 (5。9%)、 遺構外 16点 (94.1%)で ある。遺構外出土を層位毎に

みると、Ⅳ層 1点、V層 1点、Ⅵ層上位 2点、Ⅵ層上～中位 1点、Ⅵ層中位 4点、Ⅵ層中～下位 1点、Ⅵ層
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下位 3点、Ⅵ層下位～Ⅷ層直上 2点、Ⅷ層直上 1点である。分布をみると、 I B4dグ リッドから比較的多 く

出土していることが分かる。

法量 第27-1図長幅分布図参照。計 3点について計測可能である。長さは4～ 7 cm、 幅は1～ 4 clnの 範囲で

分布している。第 27-2図 は先端角分布図で、計 12点 について計測可能である。先端角は61～ 65° と86～

90° に多 く分布しているが、全体にバラツキがある。

石材 第27-1表参照。計 17点 いずれも頁岩を素材としている。

② 石鉄 (第 69～ 72図、写真図版 57～ 60)

先端部に二次加工を施 し鋭 く尖らせた石器で、矢の先端に装着して使用されたと考えられる資料。計 144

点出土しており、90点 を図示した。久損品は63点である。 トゥールと認定したなかでは、18.3%を 占める。

石材は頁岩が 139点で、96.5%を 占める。その他は、流紋岩が 2点で 1.4%、 珪質頁岩・赤色頁岩・疑灰岩が

各 1点で各 0,7%である。

分類 形態的に基部に着目して分類を行う (No 430～ 574)。

第 I類 基部に突起状の二次加工を施し、ソケットに差し込んで装着するもの (有茎鏃)。

A類 基部を作出しているもの (No 443～ 446)。

B類 柳葉形で、基部が尖るもの (No 435・ 447～ 450)。

第二類 直線または内湾などをした基部を有し、スリットに差し込んで装着するもの (無茎鏃)。

A類 直線的な基部を呈するもの (平基鏃)(No 451～ 479)。

B類 突出した基部を呈するもの (円基鏃)(No 480～ 490)。

C類 内湾する基部を呈するもの (凹基鏃)。

1類 浅くV字に内湾するもの (No 431・ 436～ 442・ 491～ 弘1)。

2類 深くV字に内湾するもの (KIo 432・ 542～ 562)。

3類 内湾した部分が直線的になるもの (No 430・ 433・ 434・ 563～ 567)。

出上分布状況 計 144点のうち、遺構内 13点 (9.0%)、 遺構外 131点 (91.0%)で ある。遺構外出土を層位

毎に見ると、Ⅲ層 2点、Ⅳ層 9点、V層 14点 、Ⅵ層上位 14点 、Ⅵ層上～中位 15点 、Ⅵ層中位 23点、Ⅵ層

中～下位 5点、Ⅵ層下位 23点 、Ⅵ層下位～Ⅶ層・Ⅷ層 5点、Ⅵ層下位～Ⅷ層直上 10点、Ⅷ層直上 10点、

不明 1点である。

法量 第 273図長幅分布図参照。計 91点 について計測可能である。長さ2～ 4 cm、 幅 1～ 2 cmに集中して

分布している。第274図 は先端角分布図で、計 130点 について計測可能である。先端角は51～ 55° にピー

クを持つが、36～ 60° は数値が集中しており、これよりも角度が大きくなるものは減少していく傾向にあ

る。また、Ⅱ Cl類、Ⅱ C2類は31～ 60° 付近に集中して先端角が作出されている。

石材 第 271表参照。計 144点 のうち、頁岩が 139点 で、96.5%を 占める。その他は、流紋岩が 2点で

1.4%、 珪質頁岩・赤色頁岩・凝灰岩が各 1点で各 0,7%である。

③ 石錐 (第 72図、写真図版 60)

剥片の尖頭状の端部に両側縁から二次加工が施された石器で、主に穿子L作業に使用されたと考えられる資

料。計 8点出土しており、全点を図示した。 トウールと認定したなかでは、1,0%を 占める。

分類 形態的に機能部に着目して分類を行う (No 575～ 582)。
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第27‐ 1図 尖頭器長幅分布図
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第 I類 丁寧な二次加工がつまみ部までの広範囲に見られるもの (No 575～ 579)。

第Ⅱ類 粗雑な二次加工が錐部のみに集中するもの (No弼0～ 582)。

出上分布状況 計 8点のうち、遺構内 2点 (25%)、 遺構外 6点 (75%)で ある。遺構外出土を層位毎に見

ると、Ⅵ層上位 2点、Ⅵ層上～中位 1点、Ⅵ層中位 1点、Ⅵ層下位 2点である。

法量 第 27-5図 長幅分布図参照。計 8点について計測可能である。ほとんどが長さ3～ 4 cm、 幅 1～ 2 cln前

後に集中して分布している。第276図 は先端角分布図で、計 8点について計測可能である。全体にバラツキ

があるが、26～ 30° に集中域がある。    ´

石材 第 272表石材表参照。計 8点全点が頁岩を素材としている。

① 石匙 (第 73・ 74図、写真図版 60・ 61)

つまみ状の突起を一端に有し、スクレイパー類と同様の刃部を作 り出している資料。計 68点 出土してお

り、30点 を図示した。 トウールと認定したなかでは、8,7%を 占める。

分類 形態的につまみ部の作出位置と刃角に着目して分類を行う。刃角については、二次加工の剥離面とそ

れに接する素材の剥離面 (片面加工)、 または二次加工の剥離面 (両面加工)と のなす角度を3箇所以上計

測を行った平均値とする (No 583～ 650)。

第 I類 つまみ部に対し刃部が縦に長いもの (縦型石匙)。

A類 縦型石匙の中で、尖頭状の先端を有するもの。

B類 縦型石匙の中で、側縁に刃部を有するもの。

第Ⅱ類 つまみ部に対 し刃部が横に長いもの (横型石匙)。

A類 横型石匙の中で、尖頭状の先端を有するもの。

B類 横型石匙の中で、末端部に刃部を有するもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

1類 片面に二次加工を施し、刃角が 60° 以上のもの (I B INo605、 Ⅱ B INo638)。

2類 片面に二次加工を施し、刃角が 59° 以下のもの (I A INo589～ 591、 I B INo583・

584・ 587・ 606～ 625、 ⅡA:No 635・ 636、 EB:No 639～ 645)。

3類 両面に二次加工を施し、刃角が 60° 以上のもの (IA:No 592～ 595、 EA:No 637、 Π

B I No588・  646 ・ 647)。

4類 両面に二次加工を施し、刃角が 59° 以下のもの (IA:No 585・ 586・ 596～ 604、 I

B:h626～ 634、 Ⅱ B INo648～ 650)。

出土分布状況 計 68点 のうち、遺構内 6点 (8.8%)、 遺構外 62点 (91.2%)で ある。遺構外出土を層位毎に

見ると、Ⅲ層 3点、Ⅳ層 6点、V層 8点、Ⅵ層上位 13点 、Ⅵ層上～中位 2点、Ⅵ層中位 10点、Ⅵ層中～下

位 3点、Ⅵ層下位 6点、Ⅵ層下位～Ⅶ層・Ⅷ層 7点、Ⅷ層直上 4点である。

法量 第281図長幅分布図参照。計 50点 について計測可能である。第 I類縦型、第Ⅱ類横型に分類したた

め、数値が縦横に延びているが、長さ3～ 7 cm、 幅 1～ 3 cmに 集中している。第 28-2図 は刃角分布図で、計

67点 について計測可能である。46～ 50° にピークがあり、51～ 55° の値も高くなっている。

石材 第28-1表 石材表参照。計 68点 のうち、頁岩が 67点 (98.5%)を 占め、凝灰岩が 1点 (1.5%)であ

る。

③ 石箆 (第 75～ 78図、写真図版61・ 62)
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第281表 石匙石材表

＼ 凝灰岩

I A2

I A3 4

I A4 1

1

I B2

I B4

E A2

I A3 1 1

1

Ⅱ B2 7

Ⅱ83 3

計 1

妥き(師)C

第28‐ 1図 石匙長幅分布図

幅 (cm)

第283図 石箆長幅分布図

第28セ図 石匙刃角分布図

第28‐ 4図 石箆刃角分布図

第28‐2表 石箆石材表

第283表  スクレイバー類石材表
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左右がほぼ対称で基部側が狭 く、刃部側に広が りを持つ、全体に二次加工が施された資料。計 32点 出土

してお り、全点を図示 した。 トウールと認定 したなかでは、4.1%を 占める。

分類 形態的に基部・刃角に着目して分類を行う (No 651～ 682)。

第 I類 基部が尖頭状を呈するもの。

第Ⅱ類 基部にやや幅があるもの。

第Ⅲ類 基部が楕円形を呈するもの。    ´

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 片面に二次加工を施 し、刃角が 60° 以上のもの (I I No656、 Ⅱ :No 652・ 662～ 673)。

B類 片面に二次加工 を施 し、刀角が 59° 以下のもの (I I No 651、 Ⅱ :No 674・ 675、 Ⅲ :No

681)。

C類 両面に二次加工を施 し、刃角が 60° 以上のもの (II配 657～ 659、 Ⅱ :No 653～ 655・ 676

～ 679、 Ⅲ :No 682)。

D類 両面に二次加工を施 し、刃角が 59° 以下のもの (I:N‐o660・ 661、 Ⅱ :No 680)。

出上分布状況 計 32点 のうち、遺構内 5点 (15.6%)、 遺構外 27点 (84.4%)で ある。遺構外出土を層位毎

に見ると、Ⅲ層 3点、Ⅳ層 1点、Ⅵ層上位 5点、Ⅵ層上～中位 2点、Ⅵ層中位 3点、Ⅵ層中～下位 5点、Ⅵ

層下位 4点、Ⅵ層下位～Ⅶ層・Ⅷ層 3点、Ⅷ層直上 1点である。

法量 第 283図長幅分布図参照。全点について計測可能である。集中域は長さ4～ 8 cm、 幅 3～ 5 cmで ある。

第 28-4図 は刃角分布図で、計 31点 について計測可能である。61～ 80° にピークがあ り、ΠA類が多 く集

中している。

石材 第 283表石材表参照。計 32点 のうち、頁岩 25点 (78.1%)、 ホルンフェルス 6点 (18.8%)、 砂岩 1

点 (3.1%)で ある。

③ スクレイパー類 (第 78～ 81図、写真図版 63～ 65)

提示 した器種以外で、機能部として刃部を有 し、切る 。削る 。掻 くなどに使用されたと考えられる資料。

計 116点出土 してお り、49点 を図示 した。 トゥールと認定 したなかでは、14.8%を 占める。なお、二次加工

のある石器も同様の機能が考えられるが、全縁辺の 1/2以上に二次加工が施されている場合をスクレイパー

類 とし、それ以下を二次加工のある剥片に分類 した。

分類 形態的に素材である剥片の形状と二次加工の面数・刃角に着目して分類を行う (No 683～ 798)。

第 I類 縦長剥片を素材 とするもの。

第Ⅱ類 横長剥片を素材 とするもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 片面に二次加工を施 し、刃角が 60° 以上のもの (I:陥 696～ 710、 コ i INo 688,690,761

～ 770)。

B類 片面に二次加工を施 し、刃角が 59° 以下のもの (I:No 683～ 686・ 711～ 727、 Ⅱ :No

691・ 692・ 771～ 781)。

C類 両面に二次加工を施 し、刃角が 60° 以上のもの (I I No 687・ 689・ 728～ 742、 E:No

693・ 6銘 ・ 782～ 790)。

D類 両面に二次加工を施 し、刃角が 59° 以下のもの (I I No 743～ 760、 Ⅱ :No 791～ 798)。
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出上分布状況 計 116点 のうち、遺構内 13点 (11.2%)、 遺構外 103点 (88.8%)で ある。遺構外出土を層位

毎に見ると、Ⅲ層 3点、Ⅳ層 10点 、V層 7点、Ⅵ層上位 7点、Ⅵ層上～中位 8点、Ⅵ層中位 17点、Ⅵ層中

～下位 11点、Ⅵ層下位 16点、Ⅵ層下位～Ⅶ層・Ⅷ層 7点、Ⅵ層下位～Ⅷ層直上 5点、Ⅷ層直上 12点であ

る。

法量 第 29-1図 長幅分布図参照。計 100点 について計測可能である。集中域は長さ2～ 6 clll、 幅 2～ 5 cmで

ある。第29-2図は刃角分布図で、計 115点につぃて計測可能である。56～ 65° にピークがある。これを最

高に徐々に下がるが、平均値は 50° 後半～ 60° 前半である。

石材 第28-3表石材表参照。計 ■6点のうち、頁岩が最も多 く104点 (96.6%)を 占め、次いでホルンフェ

ルス 5点 (4.3%)、 珪質頁岩・流紋岩各 2点 (各 1,7%)、 凝灰岩・赤色凝灰岩・砂岩各 1点 (各 0。9%)であ

る。

② 楔形石器 (第 82・ 83図、写真図版 65,66)

両極剥離痕と2個一対または4個二対の刃部を有する楔形の資料。計 51点 出土しており、24点 を図示し

た。 トゥールと認定したなかでは、6。9%を 占める。

分類 形態的に刃部の作出位置に着目して分類を行う (No 799～ 849)。

第 I類  2個一対の刃部と両極剥離痕をもつ (No 799,800。 802～ 836)。

第Ⅱ類 4個二対の刃部と両極剥離痕をもつ (NQ 801・ 837～ 849)。

出上分布状況 計 51点のうち、遺構内 3点 (5,9%)、 遺構外 48点 (94。1%)である。遺構外出土を層位毎に

見ると、Ⅲ層 1点、Ⅳ層 2点、V層 3点、Ⅵ層上位 5点、Ⅵ層上～中位 5点、Ⅵ層中位 11点、Ⅵ層中～下

位 4点、Ⅵ層下位 11点、Ⅵ層下位～Ⅷ層直上 4点、Ⅷ層直上 3点、不明 1点である。

法量 第29-3図長幅分布図参照。全点について計測可能である。集中域は長さ2～ 3 cm、 幅 2～ 3 cmで あ

る。

石材 第29-1表石材表参照。計 51点 のうち、頁岩 43点 (84,3%)、 進質頁岩・凝灰岩・ホルンフェルス各

2点 (各 3.9%)、 赤色頁岩・流紋岩各 1点 (各 2.0%)で ある。

③ 二次加工のある剥片 (第 83～ 85図、写真図版 66～ 68)

スクレイパー類に比べて刃部の作出範囲が狭い (全縁辺の 1/2以下)が、同様の機能を有すると考えられ

る資料。計 123点 出土しており、38点 を図示した。 トウールと認定したなかでは、15,6%を 占める。

分類 形態的に素材である剥片の形状と二次加工の面数・刃角に着目して分類を行う (NQ 850～ 972)。

第 I類 縦長剥片を素材とするもの。

第Ⅱ類 横長剥片を素材とするもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 片面に二次加工を施 し、刃角が 60° 以上のもの (I I No 854・ 856～ 875、 Ⅱ :No 938～

947)。

B類 片面に二次加工を施し、刃角が 59° 以下のもの (I I No 850。 852・ 853・ 855,876～ 919、

Ⅱ :No 851・ 948～ 960)。

C類 両面に二次加工を施し、刃角が 60° 以上のもの (I:No 920～ 924、 Ⅱ :No 961～ 966)。

D類 両面に二次加工を施し、刃角が 59° 以下のもの (I:No 925～ 937、 Ⅱ :No 967～ 972)。
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出上分布状況 計 123点のうち、遺構内 6点 (4.9%)、 遺構外 117点 (95。1%)である。遺構外出土を層位毎

に見ると、Ⅲ層 9点、Ⅳ層 16点、V層 10点、Ⅵ層上位 10点 、Ⅵ層上～中位 6点、Ⅵ層中位 28点 、Ⅵ層中

～下位 9点、Ⅵ層下位 19点、Ⅵ層下位～Ⅶ層・Ⅷ層 1点、Ⅵ層下位～Ⅷ層直上 5点、Ⅷ層直上 3点、不明

1点である。

法量 第 29■ 図長幅分布図参照。計 102点 について計測可能である。集中域は長さ2～ 3 cm、 幅 2～ 3c14で

ある。第29-5図は刃角分布図で、計 122点 について計測可能である。45～ 55° にピークがある。これを最

高に徐々に下る。

石材 第 292表石材表参照。計 123点のうち、頁岩 107点 (87.0%)、 流紋岩 6点 (4.9%)、 珪質頁岩 3点

(2.4%)、 凝灰岩・石英・砂岩各 2点 (各 1.6%)、 赤色頁岩 1点 (0.8%)で ある。

③ 微細剥離痕のある剥片 (第 85,86図 、写真図版 68～ 71)

剥片剥離作業において産出された石器製作に不適な剥片であるが、縁辺部に微細な剥離痕が観察される剥

片を一括 した。計 120点 出土しており、20点 を図示した。 トウールと認定したなかでは、15.3%を 占める。

分類 形態的に素材である剥片の形状と自然面の有無に着目して分類を行う。自然面が 1/2以上見られる剥

片は剥片剥離作業の第一行程で産出されたもの、自然面が 1/2以下しか見られないものは第二行程以降に産

出されたものである (No 973～ 1092)。

第 I類 縦長剥片を素材とするもの。

第Ⅱ類 横長剥片を素材とするもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 自然面が 1/2以上 (第一行程)(I I NQ984～ 992)。

B類 自然面が 1/2以下 (第二行程以降)(I I No 973～ 979・ 982・ 983・ 993～ 1054、 Ⅱ :NQ

980 ・ 981 ・ 1055～ 1092)。

出上分布状況 計 120点のうち、遺構内 H点 (9.2%)、 遺構外 109点 (90.8%)で ある。遺構外出土を層位

毎に見ると、Ⅲ層 6点、Ⅳ層 19点、V層 9点、Ⅵ層上位 14点、Ⅵ層上～中位 8点、Ⅵ層中位 19点、Ⅵ層

中～下位 11点 、Ⅵ層下位 14点、Ⅵ層下位～Ⅶ層・Ⅷ層 1点、Ⅵ層下位～Ⅷ層直上 3点、Ⅷ層直上 5点であ

る。

法量 第301図長幅分布図参照。計 109点 について計測可能である。集中域は長さ2～ 4 cm、 幅 2～ 4 clll前

後である。

石材 第 29-3表石材表参照。計 120点 のうち、買岩 109点 (90.8%)、 流紋岩 5点 (4.2%)、 疑灰岩 2点

(1.7%)、 赤色頁岩・進質頁岩・砂岩・不明各 1点 (各 0,8%)で ある。

① アスファル トの付着が見られる剥片 (第 86図、写真図版 71)

剥片剥離作業において産出された石器製作に不適な剥片であるが、アスファル トの付着が見られる剥片。

計 2点出上しており、 2点を図示した。 トゥールと認定したなかでは、0。3%を 占める。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする (No 1093・ 1094)。

出土分布状況 計 2点 ともに遺構外出上であり、それぞれⅥ層上位、Ⅵ層下位出土である。

法量 少量のため集中域はないが、両者ともに長さは3蝕前後である。

石材 計 2点 ともに頁岩である。
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第30‐2図  アスファル ト付着剥片長幅分布図
第30‐1図 微細剥離痕ある剥片長幅分布図
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① 石核 (第 87図、写真図版 71)

剥片剥離生産を目的とした個体で、 1回以上の剥片剥離作業が行われている資料。計 3点出土しており、

3点を図示した。 トウールと認定したなかでは、0,4%を 占める。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする (No 1095～ 1097)。

出上分布状況 計 3点 ともに遺構外出土であり、それぞれV層、Ⅵ層中位、Ⅵ層下位～Ⅷ層直上である。

法量 第 30-3図 長幅分布図参照。計 3点 と少量なため集中域はないが、長さ4 cm前後である。

石材 計 3点のうち、頁岩 2点、流紋岩 1点である。

⑫ 剥片

剥片剥離作業において産出された石器製作に不適な剥片や加工の施される属性を有した剥片を一括した。

計 1699点 出土しているが、今回は紙数の都合上、点数及び重量のみを掲載 した。第 31～ 32図 は出土遺

構・出土地点 。点数 。重量を表示したものである。また、石材は詳細には鑑定していないが、大半を頁岩が

占めている。

① 石斧類 (第 88・ 89図、写真図版 72)

器面全体または一部を研磨・敲打、剥離などで成形した斧形石器で、本の伐採や切断作業、土掘 り作業に

使用されたと考えられる資料。計 21点出土 してお り、12点 を図示 した。 トウールと認定 したなかでは、

2,7%を 占める。

分類 成形段階の敲打・剥離・研磨などの加工と刃部の形状 (平面 。断面)に着目して分類を行う (No 1098

～ 1118)。

第 I類 器面全体を研磨 して成形している石斧 (磨製石斧)。

第Ⅱ類 敲打・剥離などで成形を行った後、刃部に研磨を加えて成形 している石斧 (局部磨製石斧)。

第Ⅲ類 敲打・剥離のみで成形をしている石斧 (打製石斧)。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 刃部の平面形が円刃、断面形が両刃のもの (I I No 1098、 Ⅲ :No ll13)。

B類 刃部の平面形が円刃、断面形が片刃のもの (I I No 1099～ 1101)。

C類 刃部の平面形が偏円刃、断面形が両刃のもの。

D類 刃部の平面形が偏円刃、断面形が片刃のもの (I I No l102、 Ⅱ :No ll10。 1111、 Ⅲ :No ll14)。

E類 刃部の平面形が直刃、断面形が両刃のもの。

F類 刃部の平面形が直刃、断面形が片刃のもの (H:No■ 12)。

出上分布状況 計 21点のうち、遺構内 3点 (14.3%)、 遺構外 18点 (85,7%)である。遺構外出土を層位毎

に見ると、Ⅲ層 1点、V層 1点、Ⅵ層上位 3点、Ⅵ層上～中位 1点、Ⅵ層中位 6点、Ⅵ層中～下位 2点、Ⅵ

層下位 4点である。

法量 第30-4図長幅分布図参照。計 12点 について計測可能である。集中域は 2箇所あり、長さ4～ 6 cm・

幅 2～ 4 cm前後、長さ10～ 12 cm。 幅 4～ 6 cm前後である。第 3併5図は刃角分布図で、計 12点 について計

測可能である。51～ 55° にピークがある。

石材 第 301表石材表参照。計 21点のうち、頁岩 14点 (66.7%)、 ホルンフェルス 6点 (28.6%)、 赤色頁

岩 1点 (4.8%)で ある。
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器出上分布図 (■層 )

Ell片石器出上分

第 31図 剥片出上分布図
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剥片石器出上分布図 (Ⅵ層

S101
11204

S102
15A6

S103
4路 _7

SK03
α86

SK04・ 05

SK06
ユ

55_99

SK15

Tl
1947

I層
81.80

調査区南
側Ⅱ層下 582

調査区中

央 Ⅲ層上 62G

不 明
166

第 32図 剥片出上分布図

―- 77-―

(2)



① 礫器類 (第 89図、写真図版 72)

礫または大形で厚手の剥片の一部に片面・両面から二次加工を加え、刃部を作 り出した資料。計 6点出土

しており、 1点を図示した。 トウールと認定 したなかでは、0。8%を 占める。

分類 素材と刃部の作出に着目して分類を行う (No ll19～ 1124)。

第 I類 礫素材のもの。

第Ⅱ類 大形で厚手の剥片を素材とするもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 片面のみに二次加工を施すもの (I I No ll19,1120)。

B類 両面に二次加工を施すもの (I I No l121,1122、 Ⅱ:1123・ 1124)。

出上分布状況 計 6点のうち、遺構内 1点 (16。 7%)、 遺構外 5点 (83.3%)で ある。遺構外出土を層位毎に

見ると、V層 1点、Ⅵ層上位 1点、Ⅵ層中位 2点、Ⅵ層下位 1点である。

法量 第 3併6図長幅分布図参照。計 5点について計測可能である。全体にバラツキがあり集中域はないが、

長さ12～ 14 cmに 若千多い。

石材 第 302表参照。計 6点のうち、買岩 4点 (66.7%)、 砂岩・ホルンフェルス各 1点 (各 16.7%)で あ

る。

⑮ 敲磨器類 (第 89～ 92図、写真図版 72～ 75)

礫の表面に残された痕跡を下記の 3種類に規定し、これらの痕跡のいずれかが認められる石器を敲磨器類

とした。

敲打痕 正裏面または側面に残された敲打状の痕跡があるもの。痕跡は凸凹状に器面が荒れているものが多

く、また敲打による剥離を伴っているものもある。

・ 磨痕 正裏面または側面に摩耗の痕跡があるもの。摩耗面は滑らかなものとザラザラしたものがある (実測

図においてはトーンを色分けして表示している)。

凹痕 正裏面または側面に残された人為的なクレーター状の痕跡があるもの。浅い凹痕のあるもの、深い凹

痕のあるものなどがある。敲打痕が正裏面にある場合は、観察した上で敲打痕か凹痕かの判別を行つている。

計 75点出土しており、25点 を図示した。 トウールと認定したなかでは、9。5%を 占める。

分類 礫の表面に残されている痕跡 (敲打痕・磨痕・凹痕)の組み合わせにより8分類 し、さらに各分類内

で痕跡箇所により細分を行った。また、この他にいわゆる「特殊磨石」に近似するものと、他の要素を併せ

持つものを分類に加えた (No l125～ 1199)。

第 I類 敲打痕だけを有するもの。第 二類は敲打痕の位置により3分される。

A類 敲打痕が正裏面に位置するもの (No l125)。

B類 敲打痕が側面に位置するもの (No l126・ 1127)。

C類 敲打痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

第Ⅱ類 敲打痕と磨痕が認められるもの。敲打痕と磨痕の位置により、 9分される。

A類 敲打痕が正裏面に位置するもの。

B類 敲打痕が側面に位置するもの。

C類 敲打痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。
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1類 磨痕が正裏面のいずれかに位置するもの (Ⅱ A:No l128～ 1131、 ⅡB:No l132～ 1134、

ⅡC:No l136)。

2類 磨痕が側面に位置するもの (Ⅱ B INo■35、 Ⅱ C I No l137・ 1138)。

3類 磨痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの (Ⅱ C I No l139)。

第Ⅲ類 敲打痕と凹痕が認められるもの。敲打痕と磨痕の位置により、 9分される。

A類 敲打痕が正裏面に位置するもの。

B類 敲打痕が側面に位置するもの。

C類 敲打痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

a類 凹痕が正裏面に位置するもの。

b類 凹痕が側面に位置するもの。

c類 凹痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

第Ⅳ類 磨痕だけが認められるもの。第Ⅳ類は磨痕の位置により、 3分される。

1類 磨痕が正裏面のいずれかに位置するもの (No l140～ 1151)。

2類 磨痕が側面に位置するもの (h■52～ 1155)。

3類 磨痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの (陥 1156～ 1159)。

第V類 磨痕と凹痕が認められるもの。磨痕と凹痕の位置により、 9分される。

1類 磨痕が正裏面のいずれかに位置するもの。

2類 磨痕が側面に位置するもの。

3類 磨痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

a類 凹痕が正裏面に位置するもの。

b類 凹痕力湘!面 に位置するもの。

c類 凹痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

第Ⅵ類 凹痕だけが認められるもの。第Ⅵ類は凹痕の位置により、 3分される。

a類 凹痕が正裏面に位置するもの (陥 1160)。

b類 凹痕が側面に位置するもの。

c類 凹痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

第Ⅶ類 敲打痕と磨痕と凹痕のすべてが認められるもの。第Ⅶ類は分類器種が少量のため大分類のみとす

る (No l161・ 1162)。

第Ⅷ類 いわゆる「特殊磨石」と呼称されるものに近似 し、三角柱・四角柱・厚みのある楕円柱状の礫の

稜 (側面)や小判形礫の側面などに磨痕を持つものである。礫の形状と複合する痕跡によつて4

分に細分する。

A類 三角柱状の礫を素材 とする (1:No■ 63～ H73、 lα :No l174～ 1177、 2 1 No l178～

1183、 2α :No l184～ H87)。

B類 四角柱状の礫を素材とする (1:No■ 88・ 1189、 l α ilNo l190～ 1193、 2α :No l194)。

C類 楕円柱状の礫を素材とする (lα :No l195～ 1198)。

D類 小判形の礫を素材とする (1:No l199)。
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上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

1類 稜 (側面)の磨痕が 1箇所のもの。

2類 稜 (側面)の磨痕が 2箇所以上のもの。

これらに加えて、複合する痕跡 (敲打痕・磨痕・凹痕)を伴う場合は、 αを付記する。

出上分布状況 計 75点のうち、遺構内 7点 (9.3%)、 遺構外 68点 (90.7%)で ある。遺構外出土を層位毎に

見ると、Ⅲ層 1点、Ⅳ層 4点、V層 5点、Ⅵ層上位 9点、Ⅵ層上～中位 4点、Ⅵ層中位 23点、Ⅵ層中～下

位 3点、Ⅵ層下位 13点 、Ⅵ層下位～Ⅶ層・Ⅷ層 2点、Ⅵ層下位～Ⅷ層直上 1点、Ⅷ層直上 3点である。

法量 第33-1図長幅分布図参照。計 39点について計測可能である。集中域 tよ広 く、長さ6～ 20 cm、 幅 2～

9C14の 中に収まる。特に長さ12～ 15 cm、 幅 3～ 6 cmに多い。

石材 第 331表石材表参照。計 75点のうち、ホルンフェルス・砂岩が最も多 く各 16点 (各 21,3%)、 次い

で頁岩 15点 (20.0%)、 アプライト6点 (8.0%)、 角閃玲岩 5点 (6.7%)、 斑岩 4点 (5,3%)、 花商岩・石英

安山岩・花尚閃緑岩各 3点 (各 4.0%)、 凝灰岩・安山岩各 2点 (各 2.7%)で ある。
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第33‐ 1表 敲磨器石材表

＼ 頁 岩 経 灰 岩 花 嵩 岩 石英安山岩 ホザレンフエルス 砂 岩 花 画 閃緑 岩 斑 ! 閃  州 安 山岩 計

IA 1 1

IB 2

E Al 1 4

3 6

1 1 2

I Cl 1 1

Ⅱ C2 1 1 2

I C3 1 1

Vl 4 1

W2 1 2 1 4

V3 1 1 4

Ⅵ a 1 1

Ⅲ 1 1

ⅧAl 1 1 1 1 11

ⅧAl α 1 1 4

ⅧA2 1 1 1 6

Ⅶ仏2α 1 1 4

ⅧBl 2

MEBl α 1 1 4

ⅧB2α 1

MECl α 1 1 4
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第33‐2図 敲磨器類長幅分布図
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第 33図 石器組成図 (5)
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文

(0
段

多
条

R縦
)全

面
?

骨
頭

圧
痕

(爪
痕

)
離

多
量

10
YR
4/
2灰

貢
褐
色

貢
灰

Ｙ
Ｒ 色

覆
土

深
鉢

Ⅱ 
Al
ぷ
②

口
縁

部
(7
2)

半
縄

文
(R
I_
t回

転
)

旨
頭

圧
痕

離
多

量
1∝

R3
/2
黒

褐
OY
R3
/3
暗

掏
1

未
面

深
鉢

Ⅱ
Al
bC

1/
3完

形
(3
07
)

斗
縄

文
lR
し
僕

回
転

)
洋
縄

文
(R
じ
横

回
働

全
面

立
子

少
量

IO
YR
4/
3に

ぶ
い
黄
褐
色

OY
R3
/1
黒

褐

穫
土

深
鉢

IA
lぷ

②
口
縁

部
(3
6)

卦
縄

文
(R
L斜

回
転

)
電
文

(R
し
横

回
転

)日
縁

内
面

つ
み

?
旨
頭

圧
痕

(爪
痕

)
裁
維

多
量

10
YR
6/
4 
 1
こ

OY
鼠
7/
4 
 
イこ

褒
士

深
鉢

ω
つ

氏
部

(1
7)

尖
底
・
斜

縄
文
(R
La
回

転
)

ナ
デ
・
指

頭
圧

疾
ヨ
色

粒
子

少

数

,Y
R3
/3
 
暗

亦
葎

静
13
28

～
レ
ト
B

覆
土

深
鉢

r 
D2

1同
郡

(5
1)

尤
線

(区
画

)・
貝

殻
腹

縁
文

売
填

ナ
ブ

彦
雲

母
・

黒
iO
YR
5/
3 
 1
こ

ぶ
い
黄

褐
色

OV
R3
/2
黒

褐

ベ
ァレ

ト
B

覆
土

深
鉢

阿
部

貝
殻

腹
縁

移
動

波
状

圧
痕

文
ナ
デ
・
黒
色
付
着
物

石
英

少
量

7 
5Y
R6
/6
 

橙
色

ll
YR
4/
2灰

貢

覆
士

深
鉢

ID
重
部

,し
房

状
突

起
ナ

デ
金
雲

母
・

自
色
泣

子
少

量
7 
5Y
R7
/6
  

橙
色

SY
R7
/4
 1
こ

ぶ

末
面

深
鉢

Ⅱ
A6
①

口
縁

部
母
縄

文
(L
酬

回
転

)・
粘

土
紐

貼
付

(L
R押

圧
)

電
文

(L
R)
全

面
電
文

(L
Rl
端

部
押

圧
儀
雲

母
'日

蛹
対

平
妙

豊

10
YR
3/
1療

Iヒ
ll
YR
4/
2灰

療
B魯

覆
土

深
鉢

Ⅱ
Al
bO

同
都

(1
19
)

屁
状

瀧
文
(R
L+
RL
標

回
転
・
非

結
東

)・
黒

色
物

付
斜

縫
文

(R
じ
横

回
転

)全
面

雛
多

量
tO
YR
5/
4 
1こ

心

覆
土

深
鉢

同
部

上
半

ナ
デ

離
多

量
7 
5V
R3
/3
暗

褐
色

5Y
R3
/1
黒

褐

覆
土

深
鉢

口
縁

部
(3
0)

ナ
デ

巨
取

り
金

雲
母

黒
tl
lY
R3
/1
黒

褐
10
YR
5/
4 
 
に

B5
c―

d
Ⅵ

層
上

～
中
位

深
鉢

回
縁

部
指

頭
圧

痕
:雲

母
・

日

粒
子

妙
畳

OY
R5
/4
 1
こ

季
OY
R5
/4
  

イこ

町
層

上
位

深
鉢

H縁
部

く
工

具
に

よ
る
運

続
卿

架
・

滉
DF
(格

子
日
・
斜

・
列

点
指

頭
圧

痕
劉
色

粒
子

少
殿

tI
層

下
位

深
鉢

口
縁

部
爪
状

工
具

に
よ
る
刺

突
(縦

1)
・
ま
く
れ

返
り・

単
軸

絡
条
体

第
1類

(横
位
・
Ll

ナ
デ

灯
み

目
(爪

状
)

金
雲

母
・

自
色
粒

子
少

量
OY
R4
/2
灰

黄
島
色

10
YR
4/
2灰

黄

箕
土

深
鉢

口
縁

部
尤
線

(横
位
・
斜

位
>押

し
引

き
文

(棒
状

)
ナ

テ
期
み

目
(棒

状
)

石
英

少
量

OY
R3
/4

浅
頁

IO
YR
8/
4浅

貢

下
明

深
鉢

口
緑

部
尤
線

(横
位
・
斜

位
)

ナ
デ

J々み
目

(爪
状

)

長
石
・

自
色

OV
R6
/4
に

ぶ
黄ヽ
橙
色

と O
YR
5/
2灰

黄

tI
層

下
位

深
鉢

口
縁

部
尤
線

(横
位
・
縦

位
)・

口
唇

外
面
刻

み
目

(棒
状

)
ナ

デ
刻
み

目
(爪

状
)

OY
R6
/3
 1
こ

か
ll
lY
R4
/2
灰

貢

狂
層

上
位

深
鉢

ツ
2完

形
(1
24
1

尤
線

(格
子

日
)

指
頭

圧
痕

刹
み

目
(爪

状
)

白
色

粒
子

少
量

YR
6/
6 

橙
色

YR
7/
6 

橙
色

狂
層

中
位

深
鉢

H縁
部

～
Л「

部
上

半
〔1

37
〕

先
線

(文
様
)山

形
突

起
ナ

デ
:雲

母
・

自
OY
R7
/3
に

ぶ
10
YR
6/
3 
 1
こ

B5
d・

6c
江
層

中
位
・
下
位

深
鉢

I 
Fl

口
縁

部
沈
線

(文
様

状
)・

山
形

突
起

ナ
デ

:雲
母

。
日

粒
子

/1
2H

10
YR
6/
3 
1こ

奉
ll
YR
4/
2灰

東
Bれ
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No
No

NO
層

位
器

種
分

類
残

存
位

置
外

面
調

整
・
施

文
な
ど

内
面

調
整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
胎

上
色

調
外

面
色

調
内

面
登

録
聴

II
I層

中
～

下
位

深
鉢

同
部

上
半

尤
線

(棒
状

)
ナ

デ
儀
雲

母
,自

色
粒

子
少

量

OY
R6
/4
に

ぶ
黄ヽ
橙
色

IO
YR
4/
1褐

灰

Ⅷ
層

直
上

深
鉢

胴
部

上
半

尤
線

(棒
状

)
ナ

デ
語
色

粒
子

少
離

お
VR
6/
6橙

塩
10
YR
ワ
/1
  

黒

VI
層

下
位

深
鉢

I 
F3

同
部

上
半

尤
線

(棒
状

)
ナ

デ
金
雲

母
長

OY
R7
/6
明

貢
10
YR
5/
4 
 
イこ

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

同
部

上
半

尤
線

(棒
状

)
ナ

デ
金

雲
母
・
長

石
少

量

ll
YR
7/
6明

黄
島
色

10
YR
4/
3に

ぶ
′ヽ
黄
褐
色

Ⅵ
層

中
位

附
同
部

上
半

尤
線

僻
部
拡・

2条
)

ナ
デ

量
黄ヽ

橙
色

10
YR
6/
3 
 1
こ

澪
い
き
搭
A

Ⅲ
・
Ⅵ

層
中
位

深
鉢

コ
稼

部
～

川
乳

(1
85
)

ナ
デ

骨
顕

圧
痕

ll
W1
6/
41
こ

心
10
YR
4/
4 

欄

Ⅳ
層

上
位

深
鉢

口
縁

部
代
形
I具

に
よ
る
刺

突
(縦

2)
・
ま
く
れ

返
り・

単
軸

絡
ナ

デ
曾
頭

圧
痕

ユ 色
粒

子
少

ll
YR
5/
3 
1こ

手
OY
R5
/8
  
1こ

曇
い

曽
4B
れ

M層
下
位

籍
IC

口
縁

部
(1
12
)

爪
形

工
具

に
よ
る
刺

突
(縦

2)
ま

く
れ

返
り

単
軸

絡
条
体

第
1類

(横
位
・

Rl
ナ

デ
剣
み

目
(爪

状
?)

飩 舛
石 子

ll
lY
R5
/4
1こ

ホ
OY
R5
/4
  
1こ

17
1層

中
～

下
位

深
鉢

口
縁

部
代
形

工
具

に
よ
る
痺
1突

(縦
・
4段

)。
ま
く
れ

返
り

ナ
デ

則
み

目
(棒

状
?)

白
色
・
黒

色
位
子

少
量

ll
lY
R4
/3
に

ぶ
い
黄
褐
色

OY
R5
/4
  
1こ

M層
中

位
癬

IC
口
縁

部
14
7J

＼
形

工
具

に
よ
る
刺

突
(縦

'4
段

)。
ま
く
れ

返
り

ナ
デ

刺
み

日
(爪

状
?)

石
栗
・
長

石
ll
lY
R4
/3
に

ぶ
い

曽
拐

れ

OY
R5
/4
  

に
10
08

IB
5・

6h
Ⅵ
層

中
～

下
位

深
鉢

IC
口
縁

部
(8
8)

形ヽ
工

具
に
よ
る
刺

突
(縦

,4
段

)。
ま
く
れ

返
り

ナ
デ

剣
み

目
(棒

状
?)

7 
5Y
R6
/6
  

橙
5Y
R6
/6
  

橙
10
09

M層
中
位

深
鉢

同
部

上
半

(7
3)

代
形

工
具

に
よ
る
刺

突
(縦

・
4段

?)
・

ま
く
れ

返
り

ナ
デ

黒
色

粒
子

少
量

10
VR
S/
6黄

褐
色

OY
R6
/0
明

京
島
色

M層
下
位

深
鉢

旧
部

単
軸

絡
条

体
第

1類
(横

位
・
Rl

ナ
デ

自
色
・
黒

色
7 
5Y
R5
/6
明

IF
J

5Y
R3
/1
黒

4B
■

Ⅳ
層

下
位

深
鉢

旧
部

単
軸

絡
条

体
第

1類
(横

位
・
Rl

ナ
デ

騒
ぃ

黄
褐

色

M層
中
～

下
位

深
鉢

同
部

下
半

(7
0)

単
軸

絡
条

体
第

1類
1横

位
・
Rl

ナ
デ

自
色

粒
子

少

量

7 
5Y
R5
/6
明

褐
色

ぶ
鮒 色

μ 橙ヽ

彊
層

下
位

深
鉢

IC
日
部

下
半

(1
37
1

単
軸

絡
条

体
第

1類
(横

位
・
R)

ナ
デ

離
無

し
7 
5Y
R6
/6
橙

色
OY
R5
/9
1こ

ぶ
黄ヽ
褐
色

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

日
部

単
軸

絡
条

体
第

1類
(横

位
け

ナ
デ

ヨ
色

粒
子

少

き
7 
5Y
R5
/4
 1
こ

心
い
褐

れ
5Y
R6
/4
1こ

`
M層

下
位

深
鉢

1同
部

単
軸

絡
条

体
第

1類
(横

位
・
R)

ナ
デ

自
色

粒
子

少
量

7 
5Y
R5
/6
明

福
5Y
R6
/4
に

ふ

Ⅵ
層

下
任

～
Ⅷ

層
直

上
深

鉢
IC

口
縁

部
単
軸

絡
条

体
第

1類
(斜

位
・
Ll

ナ
デ
・
黒

色
物

付
着

省
上
貼

付
・
刻

み
目

鮮

^)

黒
色

粒
子

少
量

10
YR
2/
2黒

褐
色

OY
R9
/1
黒

色

Ⅵ
層

最
下
位

～
h4
1層

深
鉢

口
縁

部
(5
0)

零
状

工
具

に
よ
る
刺

突
(3
段

)
ナ

ブ
刊
突

ヨ
粒
子
少
量

ll
lY
R5
/3
1こ

ぶ
い
黄
褐
色

OY
R6
/4
 

に
よ
い
黄
橙
色

V層
中
・
Ⅵ

層
上

深
鉢

IC
口
縁

部
を
条
体
圧
痕
文

(5
段
・
R)

ナ
デ

dみ
目

(内
外
面

2)
10
YR
7/
4 

に
ぶ

い
き
潜
れ

OV
R7
/4
  
1こ

|い
黄
橙
色

肛
層

直
上

深
鉢

口
翻

番
条

体
圧

痕
文

(5
段
・
R)

ナ
デ

劇
み

目
(内

外
面

2)
竜
石
・

日
色

立
子

少
量

ll
lY
R5
/2
灰

貢
電
色

OY
R5
/2
灰

粛
B色

Ⅱ
層

直
上

深
鉢

IC
口
縁

部
(5
4)

春
条

体
圧

痕
文

(4
段

。
R)

オ
ブ

」
み
目

(内
外
面

2)
髯
石

白
色

立
子

少
量

ll
lY
R3
/1
黒

褐
色

OY
R5
/3
 
に

VI
層

中
位

深
鉢

口
縁

部
¢

8)
特
条

体
圧

痕
文

(?
段
・
R)

ナ
デ

赳
み

目
(外

面
1)

10
VR
4/
2灰

貢
OY
R5
/4
  
1こ

こ
い
44
Bれ

IB
3F
・

g。
4f

IV
層

下
位
・
Ⅵ

層
下
4

深
鉢

口
縁

部
春
条

体
圧

痕
文

(?
段
・

R)
・

穿
孔

ナ
デ

劇
み

目
(内

外
面

2)
髯
石

少
量

tO
YR
7/
8 
1こ

ホ
OV
R7
/3
 

に

VI
層

下
位

～
Ⅶ

層
上

深
at

IC
同
部

上
半

看
粂

体
圧

痕
文

(?
段
・
R)

ナ
デ

銭
雲

母
・

自
10
YR
5/
2灰

黄
OY
R5
/2
隊

頁
B色

ほ
層

中
位
・

ll
I層

直
上

深
鉢

口
縁

部
(3
4)

冠
藤

(荻
便

,・
連

続
扉
1宋

ズ
(棟

ば
'・

弁
■
・
滉

課
に

合
う
貝

殻
腹

縁
文

(横
位

)

ナ
デ

ロ
悟

2ω
亘

下
に

運
続

ヨ
唇

内
面

直
下

に
貝

元
ヨ
色

粒
子

少
tO
YR
イ

/4
  
1こ

tO
YR
6/
3 
 1
こ

VI
層

中
位

下
位

深
鉢

口
縁

部
た
繰

(頼
位

)・
連

続
刺

突
文

(標
位

)・
沈

繰
に

沿
う
貝

オ
デ

ロ
唇

2c
 l
直

下
に
連
続

ヨ
唇

内
面

直
下

に
貝

党
当
色

粒
子

少
敷

ぶ
い

黄
橙

色

ll
YT
17
/4
 

に
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聴
聴

Ne
層

位
器

種
分

類
残

存
位

置
外

面
調

整
・
施

文
な

ど
内

面
調

整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
胎

土
色

調
外

面
色

調
内

面
登

録
Ne

な
層

中
位

深
鉢

口
縁

部
沈

繰
(槙

位
)・

連
続

刺
架

文
(標

位
)・

沈
線

に
沿

う
貝

ナ
デ

。
日

唇
2c
I直

下
に

運
統

口
唇

内
面

直
下

に
貝

甚
OY
R3
/1
黒

掏
OY
R3
/1
黒

褐
二

■
層

上
位

深
鉢

同
部

上
半

先
藤

(標
位
,連

続
頭
」
架

文
(棟

位
)・

ぬ
線

に
沿

う
貝

ナ
デ

長
石

。
自
色

粒
子

少
量

OY
R7
/4
  

イこ
Sい

黄
橙
色

10
YR
″
/4
  

イこ
葉
い
き
籍
れ

江
層
Tf
2～

Ⅶ
層

上
深

鉢
同
部

上
半

(5
5)

沈
線

(猿
位

)・
連

続
刺

突
文

(a
fl
I)
・

沈
線

に
沿

う
員

チ
デ

OY
R5
/8
  
1こ

10
YR
5/
8 
 
に

咀
層

ト
イエ

～
Ⅷ

層
巨

深
鉢

同
部

上
半

先
繰

(欄
立

,・
運

続
扉
]架

ズ
頓

位
,・

滉
繰

に
沿

つ
只

ナ
デ

金
雲

母
・

白
色
粒

子
少

量
OY
R7
/3
に

ぶ
10
YR
7/
3 
 
イこ

ぶ
い
黄
橙

色

江
層

下
位

深
鉢

口
縁

部
先
線

(積
位

)・
連

続
剤

突
文

(横
位
)沈

線
に
沿

う
貝

ナ
デ

回
唇

内
面

直
下

に
貝

霧
金

雲
母
・

自
色
粒

子
少

量

OY
R7
/3
に

ぶ
黄ヽ
橙
色

10
YR
4/
1赤

灰

Ⅱ
層

下
位

深
鉢

胴
部

上
半

花
線

(区
画

)・
連

続
剤

突
文

(方
形

)・
沈
繰

に
沿

う
員

翼
腹

縁
文

(区
画

)

片
デ

金
雲

母
・

自
色
粒

子
少

量

OY
R7
/3
に

ぶ
10
YR
5/
3 
 1
こ

Д
層

中
位

深
鉢

I 
Dl

胴
部

上
半

尋
続

刺
突

文
(方

形
)

た
デ

10
YR
6/
3 
 1
こ

ll
YR
4/
2灰

束
Bれ

江
層

中
～

下
位

深
鉢

口
縁

部
[線

(標
位

)'
連

続
剰

突
文

(槙
位

,・
腕

線
に

沿
う
貝

庁
ア
・

口
唇

2c
 l
直

下
に

連
続

口
唇

門
面

巨
下

に
貝

勇
:雲

母
`日

粒
子

少
雲

OY
R5
/2

B荷
灰

頁
OЧ
馳

/2
灰

黄

V下
・
Ⅵ

下
ll
l中

～
深

鉢
I 
Dl

口
縁

部
を
藤

(凶
回
,況

課
に

沿
少
運

続
環
J架

文
廃

腺
に

沿
府
テ

ロ
唇

2伽
巨

卜
に

運
続

口
塔

内
向
E卜

に
員

勇
自 漏

母 平

雲 対
10
YR
5/
3 
 1
こ

10
YR
6/
4 
 
に

ぶ
ぃ

黄
緯

色

瓶
層

最
下
位

～
ll
l層

深
鉢

口
縁

部
を
線

(横
位
・
斜

位
)・

貝
殻

腹
縁

文
充

填
・
山
形

突
起

府
デ

口
唇

内
面

直
下

に
貝

粥
白
色

粒
子

少
量

10
VR
7/
4 
 1
こ

ぶ
い
黄
橙

色
10
YR
7/
4 
 
に

ぶ
い
黄
橙
色

深
鉢

口
縁

部
(5
01

を
線

(区
画
)刺

突
文
・
貝

殻
腹

縁
文

売
壊
・

山
形

架
汁
デ

口
唇

内
面

直
下

に
貝

粥
R石

,自
色

10
YR
7/
4 

に
ll
lY
I1
7/
4 
 
に

江
層

最
下
位

深
鉢

I 
D2

口
縁

部
オ
デ

躇
石

・
日

色

立
子

少
景

OY
R4
/2
1k
東

Si
OY
R7
/4
  

ヤこ
♯
い
黄
絡
i

江
層

中
位

深
鉢

用
部

を
線

貝
殻

腹
縁

文
充

填
・
貼

付
文
・
刺

突
文

片
デ

長
石

黒
色

5Y
R6
/4
に

ぶ
16
VR
3/
2黒

褐

Д
層

下
位

深
鉢

月同
報

を
線
・
貝

殻
腹

縁
文

充
填

片
デ

髭
石
・
黒

色
10
YR
5/
8 
 
イこ

tl
lY
R3
/2
黒

褐

江
層

中
～

下
位

深
鉢

胴
部

を
線

貝
殻

押
し
引

き
文

充
壊
・
刺

突
文

片
デ

長
石

少
量

OY
R5
/3
  
1こ

ll
lY
R4
/2
灰

貢

江
層

中
位

深
鉢

B同
部

を
線

(横
位
・
区

画
)・

沈
線

に
沿

う
貝

殻
腹

縁
文

片
デ

金
雲

母
・
長

石
少

量

[O
YR
6/
4に

ぶ
い
黄
橙
色

ll
lY
R5
/3
  

に
ボ
い
黄
褐
色

れ
層

中
位

紳
胴

部
を
線

(縦
位
)貝

殻
腹

縁
文

売
填

オ
ブ

10
YR
6/
8 
 1
こ

il
lY
R5
/3
 

に
ぶ
い

苦
褐

れ

江
層

下
位

深
鉢

胴
部

を
線

(区
画

)・
沈
線

に
沿

う
貝

殻
腹

縁
文
・
貝

殻
押

し
川
き
文

充
填

片
デ

自
色
・
黒

色
10
YR
7/
4 
 1
こ

ぶ
い
脅
笹
色

10
YR
4/
1褐

灰

Д
層

下
位

器
胴

部
を 線

$知
立
)貝

穀
腹
縁
文
充
填

片
デ

長
石
・
黒

色
粒

子
少

量

1び
rR
7/
4 
 1
こ

ボ
い
黄
橙
色

10
YR
5/
3 
 1
こ

が
い
黄
褐
色

V層
中
位

深
鉢

桐
部

(3
9)

を
繰

(積
位

)。
貝

殻
腹

縁
文

充
填

オ
デ

黒
色

粒
子

少
巨

1び
FR
5/
3 
 
に

ぶ
ぃ

昔
褐

れ
10
YR
?/
6明

貢

Д
層

下
位

深
鉢

I 
D3

嗣
部

(3
2)

を
繰

(横
位

)・
貝

殻
押

し
引

き
文

充
填

い ア
金

雲
母

少
量

御
黒

１
０ 魯

10
YR
3/
1黒

褥

Д
層

下
位

深
鉢

1同
部

を
線

(横
位
)貝

殻
腕

際
文

充
墳

い ア
自
色

粒
子

少
10
YR
8/
3浅

黄
10
YR
7/
4 

に
ぶ

ぃ
黄

絡
色

民
土

深
鉢

I 
F3

胴
部

(3
9)

を
繰

(横
位

)・
貝

殻
腹

縁
文

充
鎮

い ア
黒

色
粒

子
少

tO
γ
R7
/4
  
1こ

10
YR
5/
3 
 
イこ

Д
層

下
位

深
鉢

口
縁

部
を
線

(区
画

)・
貝

殻
腕

微
文

充
填

山
形

突
起

オ
デ

口
唇

内
面

直
下

に
貝

認
腹
縁

文
金

雲
母
・
長

石
少

量

IO
YR
7/
4 
 
イこ

ボ
い
黄
橙
色

10
YR
7/
4 
 
に

ぶ
い
黄
橙
色

江
層

中
位

深
鉢

胴
部

上
半

た
線

(区
画
)貝

殻
腕

縁
文

充
填

■
デ

石
英
・

黒
色

10
YR
7/
4 
 
イこ

ぶ
い
苦

絡
色

10
YR
5/
3 
 1
こ

B6
b

江
層

下
位

深
鉢

胴
部

上
半

(2
8)

を
線

(欄
立

)・
貝

殻
押

し
引
き
文
・
貝

殺
腹

縁
文

充
填

た
デ

長
石
・
黒

色
ll
lY
R7
/3
に

ぶ
10
YR
7/
4 
 1
こ

42
江
層

中
位

深
鉢

胴
部

上
半

を
繰

(積
位

)・
貝
殻

腹
縁

文
充

猿
・
波

状
況

線
(横

サ
】

た
デ

長
石
・
黒

色
粒

子
少

量

黄
明

Ｙ
Ｒ

れ
‐
０ 協

10
YR
4/
ユ

褐
灰

10
56

江
層

下
位

～
Ⅶ

層
直

深
鉢

コ
縁

部
68
)

を
線

(横
位
・
縦

位
)・

刺
突

オ
ブ

霊
雲

母
・

自
10
YR
3/
2黒

褥
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卵 醜
卵 聴

郭 聴
層

位
器

種
掬

残
和

立
置

外
面

調
整
・
施

文
な
ど

内
面

調
整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
胎

土
色

調
外

面
色

調
内

面
登
録

No

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

口
縁

部
IE
・
蒟
14
1

コ
唇

内
面

直
下

に
貝

売
金
雲

母
。
自

色
粒

子
少

量
10
YR
5/
3 
 
に

ぶ
い
黄
褐
色

OY
R6
/4
1こ

が
黄ヽ
橙
色

五
層

下
位

～
Ⅶ

層
直

深
鉢

日
縁

部
先
繰

(頼
位

)・
況

線
に

沿
う
具

殻
腹

縁
ズ

貝
殻

却
t

ナ
デ
・
輪

積
痕
・
炭

化
物

付
着

日
唇

内
面

直
下

に
貝

霧
金

雲
母

'自
10
YR
7/
4 
 1
こ

OY
R3
/1
黒

掏

Π
層

最
下
位

深
鉢

I 
D2

口
縁

部
vL
線

(区
画
)沈

線
に
沿

う
員

殻
腹

縁
文
・
貝

殻
腹

縁
ナ

デ
口
唇

内
面

直
下

に
貝

霧
コ
色
・
黒

色
↓
♀

少
量

OY
R3
/1
黒

褐
酪

１
０ 畠

江
層

上
。 中

・
下
位

深
鉢

同
部

沈
線

(区
画

)・
沈
線

に
沿

う
貝

殻
腹

縁
文
・
貝

殻
腹

縁
ナ

デ
昆
石
・
白
色

笠
子

少
長

Ⅳ
R6
/6
 
橙

色
10
YR
3/
1黒

褐

Ⅲ
層

直
上

深
鉢

同
部

(4
5)

沈
線

(縦
位

)・
沈

線
に
沿

う
貝

殻
腹

縁
文
・
刺

突
文

ナ
デ

長
石

白
色

;5
YR
6/
6 

橙
ll
lY
R3
/1
黒

褐

江
層

中
位

深
鉢

同
部

尤
線

(横
位

)
ナ

デ
長
石
・

自
色

酬
R6
/4
に

ぶ
ぶ

Ｒ
５ 色

測 進
肛
層

下
位

～
ll
I層

直
深

鉢
1同
部

を
線

(区
画
)刺

突
片
デ

長
石
・

自
色

粒
子

少
量

'5
YR
S/
6 
 
橙

′
5Y
R3
/1
黒

褐

Щ
層

直
上

騨
胴

部
を
線

(縦
位

)・
沈

線
に
沿

う
貝

殻
腹

縁
文
・
貝

殻
押

し
川
き
文

充
填
・
刺

突
I‐

デ

睫
石
・

自
色

iY
R6
/6
 

橙
色

10
YR
7/
4 
 1
こ

ぶ
い
黄
構
色

VI
l層

下
位

～
Ⅷ

層
直

上
深

鉢
X 
D3

口
縁

部
(1
11
)

を
線

(縦
位
・
槙

位
)・

沈
線

に
沿

う
貝
殻

版
縁

文
・
揮

究
押

し
引

き
沈

線
片
デ

向
以

り・
口
唇

内
向

ロ
下

に
貝
級

F.
g綴

文

金
雲

母
・

白
諦

‐
０ ■

褐
黒

１０ 色

江
層

中
～

下
位

深
鉢

口
縁

部
(1
60
)

花
課

(匹
口

)・
滉

腺
に

沿
ク
貝

殻
TT
し

,き
ズ
・

連
続

オ
ブ

口
唇

内
面

直
下

に
員

認
腹
縁

文
自
色

粒
子

少
量

10
YR
7/
3に

ぶ
い
橙
色

ll
lY
R7
/4
  
1こ

皿
層

直
上

深
鉢

1同
部

上
半

(7
7)

を
線

臨
鰯
立
),
沈

線
に
沿

う
貝
殻

腹
縁

文
・
貝
殻

押
し

川
き
文

充
填
・
刺

突
文

オ
デ

。
口
唇

2c
m直

下
に

連
続

金
雲

母
少

量
10
YR
6/
4 
1こ

奉
ll
YR
3/
1黒

掏
箕

И
層

下
位

～
Ⅶ

層
直

上
深

鉢
口
縁

部
(5
2)

尤
線

(横
住

),
沈

線
に
沿

う
貝

殻
腹

縁
文
・
刺

突
文

ナ
デ

口
唇

内
由

直
卜
に

只
2

虜
縁

文

金
雲

母
白

色
粒

子
少

量
10
YR
3/
ユ

黒
桐

色
ユO
YR
7/
3 
 1
こ

ぶ
い
橙
色

皿
層

直
上

深
鉢

同
部

を
線

(区
画

)・
刺

突
ヨ
粒

子
少
量

銭
雲
母
・
白

'5
YR
4/
3 
 
褐

■
7 
5Y
R3
/1
黒

役

II
l層

下
位

～
VI
I層

直

上
深

鉢
口
縁

部
を
線

沈
線

に
沿

う
員

殻
腹

縁
文

策
」 突

文
オ
ブ

れ
取

り
("
,・

口
唇

内
15
YR
3/
1黒

確
室

IO
YR
6/
4 
 1
こ

ぶ
い

黄
橙

色

Ⅳ
層

中
位

触
口
縁

部
覚
状

沈
線

(横
位

)
ナ

デ
刻

み
目

(爪
状

?)
ミ
石
・

自
色

7 
5Y
R3
/1
黒

褐
色

10
YR
7/
4 
 
に

ぶ
い
黄
橙

色

II
層

中
～

下
位

深
鉢

口
縁

部
(1
10
)

覚
状

口
繰

沈
線

(積
位

)・
押

し
引
き
沈

線
(横

位
)・

代
形

文
・
ボ
タ
ン
状

突
起

ナ
デ

押
し
引

き
沈

線
・
内

面
側

刻
み

目
ミ
石

。
自
色

立
子

少
量

10
YR
6/
4 

イこ
ぶ

い
黄
橙
色

10
YW
/4
 
に

ぶ
い
黄
橙
色

Ⅵ
層

中
～

下
位

深
鉢

口
縁

部
質
状

口
縁
・
沈

線
(棟

位
)'
tT
し

引
き
沈

線
(標

位
)・

代
形

文
ボ
タ
ン
状

突
起
・
刺

突
文

ナ
デ

10
YR
6/
S 

に
ふ

ll
lY
R7
/4
 

に

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

I 
F2

口
縁

部
碇
状

日
縁
・
沈

線
(横

位
)・

押
し
引
き
沈

線
(横

位
)

ナ
デ

m防
|み

目

帽 嬢

母 子

雲 粒
Ю
YR
3/
2黒

褐
堂

IO
YR
5/
3 

に
ぶ

ぃ
曽

褐
色

Ⅵ
層

中
～

下
位

深
鉢

I 
F2

口
縁

部
ナ

デ
瞬
し
3き

沈
線
・
内
面

創
刻

み
目

当
色

絃
子

少
10
YR
7/
4 
 1
こ

ぶ
い

黄
構

色

10
YR
7/
4 
 
イこ

ぶ
い
黄
構
色

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

同
部

上
半

尤
線

(横
位

)・
押

し
引
き
沈

線
(横

位
)・

爪
形

文
ナ

デ
髭
石
・

自
色

立
子

少
量

tO
YR
7/
4 
 
とこ

ざ
い
黄
橙
色

iO
YR
7/
4 
 1
こ

ぶ
い
黄
燈

色

M層
中
～

下
位

麟
隔
部

上
半

(5
5)

尤
線

(横
位

)。
押

し
引

き
沈

線
(横

位
)

“ ア
見
石
・

自
色

OY
R7
/4
  
1こ

10
YR
7/
4 
 1
こ

hI
I層

上
～

中
位

深
鉢

口
縁

部
尤
線

(横
位

)・
押

し
引

き
沈

線
(横

位
)

ナ
デ

百
英

少
量

工
い

養
橙

色

10
YR
7/
4 
 
に

ぶ
い
黄
橙

色

Ⅳ
層

中
位

深
鉢

1同
部

14
9)

尤
線

(区
画
)沈

線
に
沿

う
員
穀

腹
縁

文
ナ
デ
・
黒
色
付
着
物

石
英
・

自
色

位
子

少
量

5Y
R6
/6
  

橙
7 
5Y
R2
/1
 

黒
色

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

I 
F2

旧
部

上
半

(6
0)

尤
線

(横
位

)・
押

し
引

き
沈

線
(横

位
)

ナ
デ

三
石

。
自
色

立
子

少
量

5V
R6
/4
に

ぶ
Jヽ・
4れ

7 
5Y
R5
/6
明

櫂

Ⅵ
層

中
～

下
位

深
鉢

同
部

上
半

尤
繰

(欄
立

)・
押

し
引

き
沈

線
(猿

位
)・

貝
殻

腹
縁

文
ナ
デ

黒
色
付
着
物

ミ
色

糎
子

少
麟

OY
R6
/3
 1
こ
`

脅ヽ
糖

色
ヨ

Ⅷ
層

直
上

深
鉢

胴
部

上
半

e2
)

沈
線

(横
位

)・
押

し
引
き
沈
線

(横
位

)・
貝

殻
腹

縁
文

ム ア
銭
雲

母
・
石

OV
R7
/3
に

ぶ
OY
R7
/3
  
1こ

Ⅵ
層

下
位

～
最

下
位

深
鉢

口
縁

部
(5
1)

た
繰

(標
位

)・
fT
し

引
き
沈

課
(横

位
)・

運
続

剰
突

メ
ト
デ

儀
雲

母
 
口

色
粒

子
少

景

5Y
R6
/6
  

種

Wm
層

直
上

深
鉢

胴
部

上
半

14
6)

押
し
引
き
沈

線
(横

位
)・

沈
線

に
沿

う
連

続
刺

突
文

片
デ

自
色
・
黒
色

h4
子

少
量

5W
R6
/6
 

橙
TY
R6
/6
 
橙
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Ne
層

位
器

種
分

類
残

存
位

置
外

面
調

整
・
施

文
な
ど

内
面

調
整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
胎

土
色

調
外

面
色

調
内

面
登

録
血

江
層

中
～

下
位

深
鉢

同
部

上
半

押
し
引

き
沈

線
(横

位
)

府
デ

長
石
・
自
色

粒
子

少
量

5Y
R6
/6
 

橙
.5
YR
6/
6 

橙

Ⅱ
層

下
位

深
鉢

ヨ
縁

部
(7
0

押
し
引
き
沈

線
(横

位
)

面
取

り・
押

し
引
き
沈

線
[O
YR
5/
2灰

貢
10
VR
7/
4 
 
に

ぶ
い

音
潜

“
見

上
深

鉢
ヨ
縁

部
押

し
引

き
沈

線
(ナ
脚

笠
)波

状
口
縁

片
デ

ヨ
色

粒
子

ク
Et

YR
6/
6 

橙
色

YR
6/
6 

橙
色

Ⅳ
層

中
位

深
鉢

ヨ
縁

部
押

し
引

き
沈

線
(横

位
)・

波
状

口
縁

片
デ

黒
色

粒
子

少
Ю
V哨

/3
 
に

ll
lY
R7
/4
 

に

M層
中
位

深
鉢

ヨ
縁

部
押

し
SI
き

沈
線

(横
位
)条

痕
文

た
デ

刻
み

目
(爪

状
)

黒
色

粒
子

少
年5
YR
7/
6 
 
橙

5Y
R7
/4
に

ぶ

Ⅵ
層

下
位

～
最

下
位

深
鉢

I 
F2

ヨ
縁

部
先
線

(M
II
)・

獅
じ
引

き
沈

繰
(頼

位
)・

爪
形

文
・
刺

寿
支

片
デ

刻
み

目
(爪

状
)

石
英
・

自
色

粒
子

少
量

OY
R4
/1
渇

灰
10
YR
5/
2灰

黄

Ⅵ
層

最
Tr
t～

Ⅶ
層

深
鉢

I 
F2

同
部

上
半

押
し
引
き
沈

線
(横

位
)刺

突
文

一 ア
金
雲

母
・

自
色
粒

子
少

量

OY
R5
/3
  
1こ

巽
い
黄
褐
色

10
YR
5/
3 
 1
こ

ぶ
い
黄
褐
色

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

同
部

上
半

沈
線

(検
位

)・
沈

線
に
沿

う
貝

殻
腹

縁
文
・
押

し
引
き

沈
線

(樹
立

)

ト
デ

石
英

少
量

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

旧
部

上
半

先
繰

(猿
位

)・
沈

線
に
沿

う
貝

殻
腹

縁
文
・
半
裁

竹
管

オ
線

`糊
ヤ

)
府
デ

黄ヽ
構

色

OY
R4
/3
  

イこ

Ⅵ
層

中
～

下
位

深
鉢

同
部

(1
78
)

半
裁

竹
管

文
に
よ
る
沈

線
・
波

状
沈

線
(横

位
)

片
デ

石
英

少
量

5Y
R6
/4
に

ぶ
橙ヽ
色

5Y
R2
/1
 

黒

M層
下

位
深

鉢
同
部

(1
15
)

沈
線

(横
位
・
斜

位
)・

沈
線

に
沿

う
貝

殻
腹

縁
文
・
刺

突
文

片
デ

金
雲

母
少

量
ll
YR
6/
41
こ

ぶ
OY
R2
/1
  

黒

盲
ト

深
鉢

口
縁

部
(7
3)

沈
線

(横
位

)・
貝

殻
押

し
引

き
文

(横
位

)・
刺

突
文

片
デ

コ
唇

剤
鳳

Ⅲ
困

外
面

に
ヨ
色

粒
子

少
監

Oγ
R4
/1
儲

Ⅸ
1

ll
YR
6/
3 
 
に

Ⅲ
層

下
位
・
Ⅵ

層
下

`
深

鉢
口
縁

部
沈
線

(横
位

)・
沈
線

に
沿

う
貝

殻
押

し
引

き
文
・
押

し
引

き
沈

線
(横

位
)

ト
テ

百
英
・
白
色

OY
R7
/4
 
に

tO
YR
7/
4 
 1
こ

Ⅵ
層

上
位

～
下
位

深
鉢

口
縁

部
(1
29
)

尤
線
・
沈

線
に
沿

う
貝

殻
腹

縁
文

刺
突

文
ア́

罰
取

り・
口

唇
内

面
直

下
に

貫
殻

虐
綴

文

OY
R7
/4
 

に
10
YR
7/
6明

貢

B6
c・

4d
・
5d
釘

ul
盾
・
Ⅵ

層
甲

ヽ

立・
Ⅷ

層
直

上
深

鉢
IF
?

阿
部

〔1
65
〕

を
経

沈
線

に
沿

う
貝

殻
押

し
引
き
文

ト
デ

自
色
・
黒

色
粒
子

少
量

OY
R7
/4
  
1こ

10
YR
6/
2灰

黄
協
色

Ⅵ
層

上
位

深
鉢

占
部

(1
06
1

乳
房

状
突

起
ナ

デ
儀
雲

母
少

量
OY
R6
/3
に

ぶ
黄ヽ
橙
色

10
YR
5/
2灰

黄
褐

色
t0
97

ほ
層

下
位

～
MI
層

蔵
深

鉢
ID

巨
部

7と
房

状
突

起
ナ

デ
OY
R6
/4
 1
こ

ぶ

Ⅵ
層

下
位
・
Ⅷ

層
直

」
深

鉢
蜃
部

(4
8)

アし
房

状
突
起

ナ
デ

自
色
・
黒

色
駐
子

少
量

tO
YR
イ
/4
  

に
10
YR
O/
3 
 1
こ

ぶ
い
首

絡
色

Ⅵ
層

中
位

鰯
lD

置
部

07
乳
房

状
突

起
ナ

デ
黒
色

粒
子

少
量

OY
R7
/4
  
1こ

10
YR
7/
4 
 1
こ

ぶ
い
黄
橙
色

Ⅷ
層

直
上

深
鉢

壼
部

(3
3)

乳
房

状
突

起
ナ

デ
儀
雲

母
・

自

ヨ
粒
子
少
量

黄
灰

Ｙ
Ｒ 色

ll
lY
R7
/2
 

に
ぶ
い
黄
橙
色

V層
下
位
・
Ⅵ

層
中
ハ

村ヽ
深

鉢
ID

巨
部

Fし
房

状
突

起
ナ

デ
盈
石

少
量

貢
浅

麗 打
‐
０ 緒

Il
lY
R3
/4
浅

黄
橙

色

M層
上

～
下
位

深
鉢

1/
2完

形
〔1

29
〕

ナ
デ

ナ
デ

刻
み

目
(爪

状
?)

銭
雲

母
少

量
1び

rR
6/
3 
 1
こ

10
YR
4/
2灰

療

M層
下
位

深
鉢

霞
部

丸
底

ナ
デ

二
粒

子
少

量
色

「
5Y
R7
/6
  

笹
堂

n層
下
位

深
鉢

同
部

上
半

(3
8)

写
7し
・

ナ
デ

ナ
デ

↓
子

少
量

5Y
R5
/6
 

明
赤

褐
色

7 
5Y
R5
/2
灰

褐
色

11
12

n層
下
位

深
鉢

箋
部

乱
房

状
突

起
・
ミ
ガ
キ

ナ
デ

ヨ
色

粒
子

少
議

ぶ
Ｒ
Ｓ ち

訂 湖
7 
5Y
R6
/6
  

橙

VI
層

中
位

深
鉢

蜃
部

(1
79
)

オ
デ

オ
デ

釦
色

粒
子

少
褐ヽ

色

5Y
R5
/3
 1
こ

心
褐ヽ

色

江
層

直
上

深
鉢

I 
D4

口
縁

部
一 ア

ナ
デ

面
取

り
三
石

多
量

灰
渇

‐
Ｏ 打

黄
灰

Ｙ
Ｒ

れ

‐
Ｏ 協

西
層

下
位

深
鉢

口
縁

部
た
デ

面
取

り
黒
色

粒
子

多

き
が

い
黄

褐
色

10
YR
5/
8 
 
イこ

ぶ
い
吉

褐
色
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Ne
層

位
器

種
分

類
残

存
位

置
外

面
調

整
・
施

文
な
ど

ぬ
面
調
整
・
施
文
な
ど

口
唇

部
胎

土
色

調
外

面
色
調

内
面

獲
aN
e

た
層

下
位

～
Ⅷ

層
直

深
鉢

J縁
都

(1
2つ

09
ナ

デ
片
デ

面
取

り
長

石
・
黒

色
粒

子
少

量

10
YR
4/
2灰

貢
協
れ

10
YR
4/
2灰

天

肛
層

直
上

深
鉢

ヨ
縁

部
(7
7)

ナ
ブ
・
黒

色
付

着
物

た
デ

面
取

り
見
石

少
量

iO
YR
3/
2 

熱
¶
蟻

色
褥

黒
１
０ 色

江
層

中
～

下
位

深
al
t

コ
緻

部
ナ

デ
オ
デ

衝
取

り
毒
石

少
量

10
YR
3/
2黒

欄
OY
R7
/4
  
1こ

江
層

上
～

中
位

深
鉢

コ
縁

部
い ア

ナ
デ

口
唇

内
面

刻
み

目
(悸

状
)

銭
雲

母
多

量
OY
R4
/3
灰

黄
娼
h

iO
VR
3/
2黒

褐
18
60

盟
層

中
位

深
鉢

口
縁

部
費
走

す
る
■

条
の
貝

殻
腹

縁
文

文
様

帯
・
貝

殻
腹

縁
歩
動

波
状

庄
痕

文

口
唇

部
ほ

下
内

外
面

体
琵
石

少
還

15
YR
3/
2黒

褐
褐

黒
理

‐
０ ■

M層
下
位

深
鉢

同
部

上
半

14
つ

貨
走

す
る
10
条

以
上

の
貝

殻
腹

縁
文

文
様

帯
・
貝
殻

夏
縁

押
し
引

き
文

オ
デ

髯
石

少
量

7 
5W
R3
/2
黒

褐
色

7 
5Y
R3
/2
 
掃詩

旧
色

M層
上

～
中
位

深
鉢

口
縁

部
員
殻

腹
縁
移

動
波

状
圧

痕
文

ナ
デ

釘
取

り・
貝

殻
腹

縁
文

髯
石

少
量

10
YR
6/
4 
1こ

ぶ
ll
YR
7/
4 
 
に

M層
中
位

深
鉢

口
縁

部
尤
線
・
波

状
沈

線
・
貝

殻
腹

縁
文

ナ
デ

コ
唇

部
直

下
外

面
に
粕

●
の

目
殻

晦
縁

支
巨
英

少
量

ll
lY
R7
/4
  

に
ぶ

い
黄

橙
色

5Y
R6
/6
 

橙

Ⅵ
層

最
下
位

深
鉢

阿
部

上
半

14
7)

賃
走

す
る
2条

以
上

の
貝

殻
阪

縁
文

文
様

帯
・

具
殻

態
豪
務

動
滞

滑
圧

痛
笠

黒
色

粒
子

少

量

7 
6Y
R4
/2
灰

裡
色

事
Ｒ
５ ■

膚 鵡
ll
l層

下
位

～
Ⅷ

層
直

上
深

鉢
同
部

員
殻

腹
繍

移
動

波
状

圧
痕

文
ナ

デ
三
石
・

石
英

7 
5Y
Rν

2灰
瘤

Ⅵ
層

中
～

下
位

深
鉢

1同
部

(3
7)

貝
殻

腹
縁

移
動

波
状

圧
痕

文
ナ

デ
缶
雲

母
・

白
7 
SV
R4
/2
灰

褐
色

5Y
R3
/2
黒

褐

Ⅵ
層

最
下
位

～
Ⅶ

層
深

鉢
同
部

貝
殻

腹
縁

移
動

波
状

圧
痕

文
ナ

デ
黒
色

柱
子

少
量

7 
5Y
R4
/ワ

 
灰
帽

色
5Y
R4
/2
灰

櫓

深
鉢

I 
El

同
割

貝
殻

腹
縁

移
動

波
状

圧
痕

文
ナ

デ
語
色

粒
子

少
麟

「
5Y
R7
/4
 1
こ

奉
5Y
R7
/4
 
イこ
本

江
層

中
位

深
鉢

1同
部

貝
殻

腹
縁

移
動

波
状

圧
痕

文
ナ

デ
10
YR
4/
2灰

黄

肛
層

下
位

～
Ⅷ

層
直

巖
扁
部

貝
殻

腕
縁
移

動
波

状
圧

痕
文

ナ
ブ

自
色

粒
子

少
5Y
R5
/4
に

ぶ
褐ヽ
色

5Y
R6
/6
 

橙

45
肛
層

直
上

紳
同
部

貝
殻

腹
練

移
動

波
状

圧
痕

文
ナ

デ
自
色

粒
子

少
量

5Y
R6
/6
  

橙
lω
rR
7/
6明

貢
協

魯

Д
層

下
位

～
Ⅷ

層
巨

ヒ
深

鉢
I 
El

同
部

貝
殻

腹
縁
移

動
波

状
圧

痕
文

ナ
デ

金
雲

母
・

自
色
粒

子
少

重

ぶ
Ｒ
６ ■

５Ｙ 端
ll
lY
R5
/3
  

に

町
層

直
上

深
鉢

1同
部

R殻
腹

縁
移

動
波

状
圧

痕
文

ナ
デ

i5
YR
6/
6 
 
橙

貞
隊

Ｙ
Ｒ

石

１
０ 協

江
層

下
位

深
鉢

胴
部

1殻
腹

縁
移

動
波

状
圧

痕
文

片
ブ

民
石
・

自
色

1び
rR
5/
3 

に
10
YR
5/
3 
 
に

が
い
黄
褐

色

江
層

中
位

深
鉢

口
縁

部
試
殻

腹
縁

移
動

波
状

圧
痕

文
片
デ

金
雲

母
少

量
iO
YR
3/
1 

黛
守
B

“

IO
YR
2/
1 
 
黒

江
層

下
位

～
Ⅷ

層
直

L
深

鉢
口
縁

部
ミ
殻

腹
縁
移

動
波

状
圧

痕
文

金
雲

母
少

量
'Y
R5
/6
 

明
赤

ら
缶

iV
R6
/8
 
橙

色

正
層

中
位

深
ak

I 
El

同
部

ミ
殻

腹
縁

移
動

波
状

圧
痕

文
オ
ブ
・
黒

色
付

着
物

長
石

少
量

OY
R3
/2
暴

掏
室

OY
R3
/1
黒

褐
室

n層
下
位
・
Ⅷ

層
直

」
深

鉢
∝
部

ミ
殻

腹
縁

移
動

波
状

圧
痕

文
ナ

デ
石

英
少

量
5Ⅵ
6/
6 

橙
7 
5Y
R6
/6
  

橙
色

肛
層

直
上

深
鉢

同
部

(5
01

ミ
殻

腹
縁

圧
痕

文
ナ

デ
長
石

少
量

10
VR
7/
4 
 1
こ

10
YR
3/
1慕

褥

И
層

中
位

深
鉢

IE
,

口
縁

部
貝
殻

押
し
引

き
文

(横
位

)・
連

続
刺

突
文

(横
位

)
ナ

デ
口
唇

部
直

下
内

面
に
踊

位
の
貝

殻
腹

縁
文

三
石
・

自
色

立
子

少
量

黄
灰

Ｙ
Ｒ 色

Ю 鶴
10
YR
S/
2灰

貢

lI
層

中
位

深
鉢

IE
ワ

口
縁

部
(2
7)

民
殻

押
し
引

き
文

(横
位

)
ナ

ブ
刻

み
目

(爪
状

)

ヨ
色

粒
子

少
衰

tl
lY
R6
/4
  
1こ

M層
最

下
位

深
鉢

口
縁

部
貝
殻

神
し
引

き
文

(横
位

)
ナ

デ
刻

み
目

(棒
状

)
銭
雲

母
少

量
10
YR
4/
2灰

黄
褐

色
10
YR
3/
2黒

褐
色

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

口
縁

部
貝
殻

押
し
引
き
文

(横
位

)
ナ

デ
刻

み
目

(棒
状

)
髭
石

少
量

5V
釈

5/
4 
1こ

ぶ
褐ヽ
色

,Y
RS
/6
 
明
赤

協
魯
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層
位

器
種

分
類

残
存

位
置

外
面

調
整
・
施

文
な
ど

内
面

調
整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
胎

土
色

調
外

面
色

調
肉

面
登
aN
O

Д
層

最
下
位

深
鉢

ヨ
縁

部
片
デ

刻
み

目
(棒

状
)

銭
雲

母
・
自

'5
YR
6/
2灰

褐
15
YR
6/
2灰

積

Д
層

上
位

緞
同
部

(8
D

貝
殻

押
し
引
き
文

(e
rt
)

た
デ

釘
英

少
量

′
5Y
R6
/6
 

橙
7 
5Y
R3
/1
黒

藉

B3
F-
4F

Д
層

最
下
位

緞
同
部

貝
殻

押
し
引

き
文

(樹
ヒ

)
片
デ

送
雲

母
少

量
iS
YR
7/
6 
 
橙

'5
YR
7/
6 
 
橙

江
層

中
位

深
鉢

I 
E2

同
部

貝
殻

押
し
引
き
文

(横
位

)
府
デ

透
雲

母
少

量
5Y
R5
/3
に

奉
褐ヽ
色

10
YR
3/
2 

黒
褐

色

Д
層

下
柱

深
鉢

同
部

貝
殻

押
し
引
き
文

(横
位

)
た
デ

守
英

少
量

7 
5Y
R6
/6
  

橙
色

'5
YR
3/
1 

票
謝
閣

瓜
層

下
位

深
鉢

同
部

貝
殻

押
し
引
き
文

(横
位

)
た
デ

見
石

少
量

'5
YR
6/
6 
 
笹

'5
YR
3/
1 

素
謝
旧

室

江
層

下
位

深
鉢

同
部

(1
10
)

貝
殻

押
し
引

き
文

(横
位

)
汁
デ

送
雲

母
少

量
ぶ

Ｒ
５ 色

辞 端
ll
lY
R3
/2
黒

褐

江
層

日
立

深
ah

同
蔀

(5
31

貝
殻

押
し
引

き
文

(横
位

)
撼
雲

母
少

量
10
YR
マ

/4
  
1こ

ぶ
い
BI
H付

10
YR
3/
1黒

4B

VI
層

下
位

～
Ml
層

直
上

深
鉢

同
部

(6
0

貝
殻
押

し
引

き
文

(横
位

)
オ
ブ

抵
雲

母
少

量
/5
YR
3/
1 

環
謂
目

堂

江
層

中
位

深
鉢

同
部

(3
51

貝
nJ
Tし

引
き
文

(横
位

)
骸
雲

母
少

量
15
YR
ν
6 

橙
5Y
R6
/6
 

橙

上
深

鉢
同
部

貝
殻

押
し
引

き
文

(樹
立

)
た
デ

写
英

少
量

'5
YR
6/
6 
 
橙

'5
VR
3/
1 

驀
謂
旧

■

Д
層

中
位

深
鉢

同
部

(3
51

貝
殻

押
し
引

き
文

(横
位

)
片
デ

=英
少

量
.5
YR
6/
6 
 
種

生

奉
Ｒ
５

れ

５
Ｙ 遡

れ
層

下
位

深
鉢

同
部

(2
21

貝
殻
押

し
引
き
文

(横
位

)・
沈

線
・
刺

突
文

片
デ

透
雲

栂
少

量
7 
5V
R6
/6
  

橙
5Y
R2
/1
 
黒

Д
層

中
位

深
鉢

同
部

貝
穀

押
し
引
き
文

(横
位

)
オ
デ

透
雲

母
少

量
5Y
R5
/3
に

ぶ
′
5Y
R3
/1
 
昂
謂
目

Д
層

下
柱

深
鉢

ヨ
縁

部
(5
01

沈
線

(横
位
・
斜

位
)

片
デ

亥
Iみ

日
(斜

位
・
爪

状
)

三
石

少
量

OY
R7
/4
  
1こ

V層
下
位

～
Ⅵ

層
上

深
鉢

同
部

沈
線

(文
様

状
)

ガ
キ

峨
維

少
量

10
YR
7/
4に

ぶ
い
黄
橙
色

10
YR
3/
2黒

褐

V層
下
位

～
Ⅵ

層
上

深
鉢

同
部

沈
線

(文
様

状
)

離
少

量
10
YR
6/
4に

ぶ
い
黄
橙
色

10
YR
3/
1黒

褐

江
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
c①

/2
完

形
横

位
縄

文
(L
R斜

回
輸

・
補

修
孔

右
言
頭

圧
痕

き
互
粒

子
少

量

7 
5Y
R2
/2
黒

褐
色

7 
5Y
R2
/1
  

黒
色

11
66

江
層

中
位

深
鉢

■
Al
」
③

ヨ
縁

部
ユ
/2

〔2
56
〕

縄
文

(L
財
わ

亀
文

(L
R紛

口
縁

内
面

の
み

驚
石
・

自
色

5Y
R6
/3
に

ぶ
褐ヽ
Ⅲ

7 
5Y
R5
/2
灰

褐
色

江
層

中
位

絡
Ⅱ
Al
dO

ヨ
縁

部
(9
7)

横
位

縄
文

(L
R斜

回
転

)
旨
頭

圧
痕

電
文

(L
Rl
押

圧
中 弾

再 平

去 対
貢

灰
Ｙ
Ｒ

盗

‐
０ 協

ll
lY
R3
/1
黒

欄

B8
Ⅲ

J
Д
層

中
位

深
鉢

II
 A
lぷ
Э

ヨ
縁

部
斜

縄
文

(L
R縦

回
転

)
導
縄

文
(L
R縦

回
翰

回
縁

内
指
頭

圧
痕

撼
雲

母
。
自

互
粒

子
少

量
10
YR
6れ

に
ぶ

10
YR
4/
2灰

黄

Д
層

上
～

下
位

深
鉢

IA
lぷ
0

同
部

上
半

羽
状

縄
文
(L
R+
嶼

積
回

翰
斗
lI
Sズ

(L
Rl
xk
回

硼
口
縁

内
扇
の

み

5V
R6
/4
に

ぶ
捨ヽ

魯
橙ヽ

色

江
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
b①

ヨ
縁

部
(7
5)

斜
縄

文
(R
L積

回
転

)
斗
縄
文
(R
La
回
鋤

全
面

?
電
文

(R
L〉
回
転

5Y
R5
/4
 
に
奉

10
YR
3/
ワ

黒
欄

江
層

下
位

深
ak

IA
lb
①

ヨ
縁

部
05
)

斜
縄

文
(R
L斜

回
転

)
斗
縄

文
(R
悧

回
転

)全
面

?
電
文

(R
L)
回

転
儀
雲

母
・

自
由
粒

子
少

量
iO
YR
7/
4 
 
に

ぶ
い
黄
橙
色

ぶ
い

黄
褐

色

VI
層

最
下
位

深
鉢

IA
l」

Э
ヨ
縁

部
16
1)

齢
縄

文
(L
R横

回
転

)

幸
軸

絡
条

体
第

1類
偲

立・
0回

継
長

石
。
自

色
10
YR
7/
3に

ぶ
YR
6/
6 

橙
色

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
aO
r

口
縁

部
(4
7)

斜
縄

文
(R
L斜

回
働

斗
綿

文
(R
L横

回
爾

口
縁

内
面
の
み

?
鷺
文

(R
Ll
回

転
金

雲
母
・
白

色
粒

子
少

量
10
YR
S/
3 
 1
こ

ぶ
い
黄
褐
色

OY
R4
/2
床

束
B色

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

Ⅱ 
Al
ぷ
Э

I

口
縁

部
(3
5)

辞
縄

文
(R
と
横

回
働

gの
み

?
電
文

(R
Ll
回

転
躇
石
・

自
色

Iび
rR
6/
3 
 1
こ

ぶ
い
音
潜
魯

黄
灰

Ｙ
Ｒ

れ

Ю 協

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

HA
lb
①

口
縁

部
斜

縄
文

(R
L横

回
転

)
斗
縄

文
(R
L横

回
転

)全
面

?
鷺
文

(R
Ll
回

転
盆
雲

母
・

日

色
粒

子
少

観

′
5Y
R6
/6
 

笹



Ｉ Ｉ 　 Ｐ 卜 ∞ 　 ― ―

層
位

器
種

鰊
残

和
笠
置

外
面

調
整
・
施

文
な
ど

内
面

調
整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
胎

土
色

調
外

面
色

調
内

面
登

録
Ne

瓜
層

中
位

深
鉢

Ц
Al
b②

口
縁

部
斗
縄

文
(R
L横

回
転

)
斗
縄

文
(R
L積

回
転

)全
面

?
亀
文

(R
Ll
回

転
戯
維

少
量

'5
YR
6/
6 

橙
貢

灰
Ｙ
Ｒ れ

ＩＯ 協

江
層

中
位

深
鉢

lI
Al
a①

口
縁

部
斗
縄

文
(R
じ
横

回
転

)

斗
終

文
(R
L積

回
翻

口
縁

内

面
の

み
電
文

(R
L)
回

転
金

雲
母
・
長

7 
5Y
R5
/3
に

ぶ
7 
5Y
R3
/1
黒

欄
色

Л
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
a①

口
縁

部
(4
6)

斗
縄

文
(R
し
横

回
転

)

斗
r4
文

(R
L標

回
TA
l口

稼
内

電
文

(R
Ll
回

転
金

雲
母
・
長

石
少

量

7 
5Y
R5
/4
 1
こ

■
I 
SY
R6
/6
  

笹

正
層

上
位

深
al

ぼ
Al
か
Э

コ
縁

部
角
笠
縄

文
(L
酬

回
輔

斗
縄

文
(L
R横

回
転

)口
縁

内
電
文

(L
R)
回

転
'S
YR
6/
6 
 
笹

OY
磁

力
灰

黄

肛
層

直
上

深
鉢

Ⅱ
 A
l」
0

口
縁

部
斗
縄

文
(L
R績

回
転

)

斗
I.
R文

(L
R槙

回
転

)口
縁

内
電
文

(L
R)
回

転
中 盛

再 子

芸 対
露 畠

OY
R4
/2
灰

責
10
YR
4/
73
 
に

が
い
黄

褐
色

ほ
層

下
位

船
IA
Ic
①

口
縁

部
黄
位

縄
文

(L
R斜

回
転

)
オ
ブ
・
擦
痕

亀
文

(L
Rl
押

圧
自
色

粒
子

少
ll
lW
R7
/4
 

に
ぶ
い
黄
橙
色

iO
釈

7/
4 
 
に

ぶ
ぃ
き
潜
れ

M層
中
位

深
鉢

II
Ap
①

コ
縁

部
～

胴
(1
91
)

斗
縄

メ
(L
I棚

回
縣
,回

嘱
か

ら
4c
I卜

に
幅

1側
の

鰻
文

様
帯

電
文

(L
R横

回
働

口
縁

内
面

つ
み

指
頭

圧
痕

皓
文

(L
R)
押

圧
霊
石

。
自
色

15
YR
6/
4に

お
ィヽ
構
■

15
YR
5/
6明

裡
堂

M層
中
位

下
位

深
鉢

江
Aワ

①
1/
?完

形
(3
08
)

導・
横

位
縄

文
(L
R縦

・
横

回
転

)十
日
唇

4e
l下

に
無

亀
文

(L
R横

回
転

)口
縁

内
面

隠
文

(L
R)
回

転
5Y
R6
/4
に

ぶ
7 
5Y
R6
/2
灰

褐
色

Ⅵ
層

中
位
・
下
位

深
鉢

Ⅱ
A3
①

1/
2完

形
書・

猿
位

緯
文

(L
R縦

'標
回

転
,趾

涙
3条

十
日
唇

か

も
4c
I下

に
蕪

文
様

特

電
文

(L
R横

回
転

)口
縁

内
面

少
み

縄
文

(L
R)
回

転
髯
石
・

自
色

7 
5Y
R6
/4
に

ぶ
い

椿
打

7 
5Y
R4
/1
渇

ヌ

LI
I層

下
位

深
鉢

Ⅱ
A6
②

日
縁

部
18
6)

斜
縄

文
(L
R縦

回
転
)日

唇
部

折
り
返

し
,日

唇
5c
m

下
に
粘

土
縦

貼
付

(L
R弧

状
文

押
圧

)
下

に
1単

位
施

文
指

頭
押

圧
縄
文

(L
Rl
回

転
雛

少
量

10
YR
S/
4に

ぶ
い

苦
褐

色
Il
lY
R3
/2
黒

褐

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A6
②

口
縁

部
(1
50
)

斜
I・
B文

(L
R縦

回
転

)・
口
唇

8側
下

に
粘

土
紐

貼
付

(L
R押

圧
)

辞
綿

文
(L
R斜

回
転

)口
縁

内
縄

文
(L
R)
回

転
滅
維

少
量

tO
YR
7/
4 

に
10
YR
6/
8 

に
ぶ
い
黄
掻
色

Ⅵ
層

中
～

下
位

深
鉢

Ⅱ
A6
①

口
縁

部
〔8
34
〕

斗
縄

文
(R
L4
k回

転
)・

口
塔

3硼
下

に
粘

土
紐

態
付
・

=下
十

る
附

十
締

有
り

ナ
デ
・
擦

痕
・
指

頭
圧

痕
ナ

デ
白
色

粒
子

少
YR
6/
6 

橙
色

7 
5Y
R4
/2
灰

帽
色

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A6
①

同
部

上
半

(7
0)

洋
縄

文
(L
R横

回
転

)・
粘

土
紐

貼
付

(L
R押

圧
)

斜
縄

文
(L
RA
f回

翰
口
縁

内
面

の
み

指
頭

圧
痕

自
色

粒
子

少
量

OY
R7
/4
  
1こ

丼
い
黄
橙
色

10
YR
S/
2灰

天

μ 百

Ｆ 目
稀

層 府
深

鉢
工
A2
①

口
縁

部
(2
07
)

洋
縄

文
(L
R横

回
転

)・
口
唇

5c
m下

に
無

文
帝

(幅
5

指
頭

圧
痕

亀
文

(L
硲

押
圧

三
石
・

自
色

立
子

少
量

YR
6/
6 

橙
色

7 
5Y
R5
/3
に

お
い
格

れ

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

XI
Al
c①

口
縁

部
(1
64
1

洋
縄

文
(L
～
横
回

転
)

ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
電
文

(L
R)
回

転
口 増

専 皐
芸 対

OY
R5
/4
 1
こ

ふ
10
YR
5/
3 

炭
化

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

IA
5①

口
縁

部
(8
5)

洋
縄

文
(L
醐

回
転
・

日
縁

上
部
LR
弧

状
文

押
圧

)
ナ

デ
・
指

頭
圧

痕
亀
文

(L
Rl
回

転
OY
R5
/4
に

ぶ
75
y硝

/6
明

褐

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

Ⅱ
Al
Ю

口
縁

部
12
7)

辞
縄

文
(L
R斜

回
転

)
辞
縛

文
(L
R棟

回
転

,口
稼

上

部
内

面
の

み
電
文

(L
Rl
回

転
自
色

粒
子

少
量

5Y
R4
/2
灰

褐
r 
SY
R3
/1
 
解

位
深

鉢
Ⅱ
AI
c①

口
縁

部
洋
縄

文
(L
R横

回
転

)
ト
デ

指
頭

圧
痕

電
文

(L
D回

転
見
石
・

自
色

ll
VR
6/
4イ

こ
ぶ

苦ヽ
袴

れ
OY
R5
/3
  

イこ
軒
い

苦
褐

色

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
AI
c①

口
縁

部
(1
16
)

斜
縄

文
(L
R横

回
転

)
ト デ
・
指
頭
圧
痕

電
文

(L
R)
回

転
び
FR
5/
3 

に
10
YR
4/
2灰

黄

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

Ⅱ
Al
a①

口
縁

部
洋
縄

文
(L
R積

回
転

)
斗
縄

文
(L
R縦

回
転

)口
縁

上
部
内

面
の
み

電
文

(L
R)
回

転
長
石
・

自
色

粒
子

少
量

OY
R7
/4
  
1こ

いゞ
黄
橙
色

6Y
R6
/6
 

橙

VI
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
 A
lぷ
D

口
縁

部
辞
縄

文
(R
し
僕
回

転
)

斗
縄

文
(R
と
縦

回
転

)口
縁

内
電
文

(R
L)
回

転
10
YR
4/
2灰

貢

江
層

上
～

中
位

深
鉢

Ⅱ 
Al
ぷ
OI

ヨ
縁

部
(3
2)

斜
縄

文
(L
硝

回
転

)
Sの

み
? 

指
函

圧
痕

電
文

(L
Rl
回

転
ヨ
色

秤
子

少

監

OY
R4
/2
灰

黄
′ 5
YR
6/
6 

橙

Д
層

中
位

深
鉢

巨
A5
①

ヨ
縁

部
(3
9)

縦
位

縄
文

(L
R斜

回
転

)。
口
縁

上
部

ナ
デ

斗
縄

文
(L
R槙

回
転

)口
縁

上
電
文

(L
Rl
回

転
儀
雲

召
Ⅲ

自
.5
YR
6/
6 
 
橙

tO
YR
4/
2灰

貢

Д
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A4
①

コ
縁

部
斜
縄

文
(L
R斜

回
転
・

上
部

文
様

状
弧

状
文

)・
jF
Rズ

た
デ
・
指

頭
圧

痕
穏
文

(L
RI
A状

文
,神

こ

′
5Y
R6
/6
 

糟
生5
YR
6/
6 

橙

Д
層

中
位

深
鉢

Ц
A4
①

コ
線

部
12
17
)

斜
縄

文
(L
R横

回
転
・
上

部
文

様
状

弧
状

文
)・

縄
文

(L
黒

)押
庄

8条
斗
縄

文
(L
R縦

回
転

)口
縁

内
電
文

(L
R)
回

転
髯
石
・

自
色

立
子

少
量

5Y
R5
/3
に

ぶ
7 
5Y
R6
/4
に

ぶ

正
層

中
位

深
鉢

圧
A5
①

コ
縁

部
斜

縄
文

(L
R横

回
転
・
上

部
文

様
弧

状
文

)
片
デ
・
指

頭
圧

痕
電
文

(L
Rl
回

転
墨
色

粒
子

少
と O
YR
3/
1 

翻
OY
R4
/2
灰

斎
B荷

正
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A5
①

ヨ
縁

部
14
0)

斜
縄

文
(L
R斜

回
転
・
上

部
文
様

弧
状

文
)

斗
Y4
ズ

(L
R縦

回
縣

,日
稼

上

部
内

面
の

み
電
文

(L
Rl
回

転
髯
石
・

白
色

貢
灰

Ｙ
Ｒ 石

Ю 傷
10
VR
3/
2黒

褐

И
層

下
～

Ⅶ
層

上
位

深
鉢

Ⅱ
A5
①

口
縁

部
斗
縄

文
(L
R斜

回
転
・
上

部
文

様
弧

状
文

)
斗
縄

文
(L
R縦

回
転

)口
縁

上
電
文

(L
Rl
回

転
琵
石
・

白
色

10
YR
5/
3 

に
ll
lY
R4
/2
灰

貢
12
04
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節 醜
卵 』

抑 配
層

位
器

種
分

類
残

存
位

置
外

面
調

整
・
施

文
な
ど

内
面

調
整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
】台
土

色
調

外
面

色
調

内
面

登
録

No

Ⅵ
層

下
位

騨
■
A5
①

口
縁

部
下

半
洋
縄

文
(L
R斜

回
転
・
上

部
文

様
弧

状
文

)
侶
内

面
の

み
電
文

(L
Rl
回

転
OY
R4
/2

Bれ
灰

黄

Ⅵ
層

中
～

下
位

深
鉢

Ⅱ
A5
①

口
縁

部
14
01

洋
縄

文
(L
醐

回
転
・
上

部
文

様
弧

状
文

)
斗
縄

文
(L
R標

回
転

)口
縁

上

郎
内

面
の
み

電
文

(L
R)
回

転
臓
石
・

日
色

立
子

少
景

OY
R4
/2
灰

責
10
YR
4/
2灰

黄

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

IA
5①

口
縁

部
下

斗
(7
6)

斜
縄

文
(L
R横

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

片
デ
・
指

頭
圧

痕
ヨ
色
粒

子
少

麟
5Y
R5
/3
に

ぶ
.5
YR
4/
3 

褐

M層
上

位
深

鉢
IA
5①

口
縁

部
(4
8)

斜
縄

文
(L
R横

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

饂
内

面
の

み
電
文

(L
R)
回

転
自
色

粒
子

少
5Y
R4
/3
 
褐

7 
5V
R6
/4
に

ぶ

江
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A5
①

ヨ
縁

部
(6
7)

辞
縄

文
(L
R横

回
転

文
様

状
弧

状
文

)
斗
縄

文
(L
R積

回
転

)口
縁

上
蠅
文

(L
R)
回

転
自

色
粒

子
少

量

ll
lY
R4
/3
に

ぶ
ぃ
普
楊
れ

IO
YR
3/
1黒

褐

江
層

中
位

深
at

巨
A5
①

ヨ
縁

部
斜

縄
文

(L
R斜

回
転

上
部

文
様

状
弧

状
文
)縄

文
(L
Rl
押

圧
2条

斗
4・
B文

(L
R縦

回
転

)口
縁

上
電
文

(L
R)
回

転
自

色
粒

子
少

騒

5Y
R6
/4
 1
こ
`

Д
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A5
①

同
郡

(5
6)

斜
縄

文
(L
R斜

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
強

)
片
デ
・
指

頭
圧

痕
罠
石
・

白
色

5Y
R6
/4
に

ぶ
褐ヽ

色

5V
Rυ

4に
ぶ

橙ヽ
色

Д
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A5
①

同
部

(6
7)

斜
縄

文
(L
庶
斜

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
。 強

)
片
デ
・
指

頭
圧

痕
ミ
石
・
自
色

5Y
R5
/3
に

ボ
5Y
R6
/4
に

ぶ

江
層

下
位

緞
巨
A5
①

同
部

(6
2)

斜
縄

文
(L
珊

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

片
デ
・
指

頭
圧

痕

Д
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A4
0

コ
縁

部
斗
縄

文
(L
R横

回
転

)日
縁

上
電
文

(L
R)
回

転
宅
石

自
色

立
子

少
量

7 
5Y
R6
/6
 

橙
色

ぶ
硝 亀

５
Ｙ 橙ヽ

江
層

中
位

深
鉢

匝
A5
①

コ
縁

部
斜

縄
文

(L
R横

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

電
文

(L
R標

回
転

)口
縁

上
部

電
文

(L
R)
回

転
ヨ
色

粒
子

少
,V
R6
/4
  
1こ

ぶ
′ヽ
構

れ

B8
J

江
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A5
①

コ
縁

部
斜

縄
文

(L
R横

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

た
デ
・
指

頭
圧

痕
電
文

(L
R)
回

転
透
雲

母
少

畳
10
YR
3/
2黒

仰
∝
R3
/1
黒

褐

れ
層

中
位

深
鎌

Ⅱ
A5
①

コ
縁

部
(1
00
)

斜
縄

文
(L
R横

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

ナ
デ・

指
頭
圧
痕

ナ
デ

筆
色

縦
子

少
10
YR
3/
1黒

褐
色

ll
lY
R2
/1
 

黒
色

五
層

中
位

深
鉢

巨
A5
①

コ
縁

部
斜

縄
文

(L
R横

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

オ
デ
・
指

頭
圧

痕
電
文

(L
R)
回

転
ヨ
色
粒
子
少

5Y
R5
/4
に

が
'5
VR
6/
6 
 
橙

常

狂
層

中
位

深
鉢

巨
A5
①

コ
縁

部
斜

縄
文

(L
R横

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

オ
デ・

指
頭
圧
痕

電
文

(L
R)
回

転
ヨ
色

粒
子

少
OY
R5
/4
 1
こ

ふ
OY
R6
/6
明

貢
壌
有

五
層

中
位

深
鉢

圧
A5
①

コ
縁

部
斜

縄
文

(L
R横

回
転

文
様

状
弧

状
文

)
オ
デ
・
指
頭
圧
痕

電
文

(L
R)
回

転
透
雲

母
'日

'5
YR
4/
3 

褐
5Y
R5
/4
に

ぶ
12
20

正
層

中
位

深
鉢

HA
5①

同
部

上
半

斜
縄

文
(L
R横

回
転

文
様

状
弧

状
文

)
オ
デ

指
頭
圧
痕

篭
文

(L
R)
回

転
負
色

粒
子

少
ぶ

Ｒ
５ 魯

川 協
5Y
R5
/4
に

ぶ

B5
d・

7j
正
層

中
～

下
位

深
鉢

Ⅱ
訂
①

口
縁

部
(7
3)

斜
縄

文
(L
R横

回
転
・
文
様

状
弧

状
文

)・
口
唇

直
下

ナ
デ

指
頭
圧
痕

電
文

(L
R)
回

転
当
色

粒
子

少
ll
lY
R5
/3
 

に
ぶ
い
黄
褐
色

iO
YR
3/
2黒

褐
色

生
層

上
位

。 中
位

深
鉢

EA
7①

口
縁

部
斗
縄

文
(L
ミ
槙

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)。

口
唇

直
下

ォ
議

r細
ャ
】

ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
電
文

(L
R)
回

転
鳥
色

粒
子

少
10
YR
4/
2灰

貢
協

魯

10
YR
3/
2黒

褐

M層
下
位

深
鉢

Ⅱ
A7
①

口
縁

部
斗
粗

文
(L
R標

回
縣

文
様

状
颯

状
文
,口

唇
巨

下
ナ
ブ
・
指

頭
圧

痕
えよ
み

目
盛

状
)

ヨ
色

柱
子

少

数

V層
下
位

深
鉢

HA
7①

口
縁

部
(5
01

日
唇

直
下

沈
線

(斜
位

)
ナ
デ・

指
頭
圧
痕

え !
み

目
(棒

状
)

ミ
色
粒
子
少

5Y
R5
/3
に

ぶ
7 
5Y
R3
/2
黒

褐

И
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A7
①

口
縁

部
碓
位

縄
文
(L
翻

回
転

)・
縄

文
(L
R)
nf
fl
押

圧
・

口
葺
直

下
沈

線
(縦

)日
唇

4c
m下

に
粘

土
紙

貼
付

ナ
デ
・
指
頭
圧
痕
・
口
唇

5c
l下

ま
で
粘

土
貼
付

悟
頭

圧
痕

髯
石

少
量

7 
5Y
R7
/4
に

ぶ
い
橙
色

灰
７５
ＹＲ 髄

ほ
層

下
位

深
鉢

HA
7①

伺
部

上
半

卦
縄

文
(噸

回
転
・
文

様
状

91
t状

文
)・

口
唇

巨
下

を
練

(絶
u笠

)
ナ
デ・

指
頭
圧
痕

ヨ
色

粒
子

少
藍

,V
R6
/6
 
橙

色
,Y
R3
/1
  

黒
謂
匂

M層
中

位
深

鉢
Ⅱ 

A5
①

同
部

斗
縄

文
(L
R積

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

オ
デ
・
指

頭
圧

痕
彗
色

柾
子

少
,Y
R6
/6
 
橙
色

5Y
R6
/4
 

に
ぷ

い
tt
g符

IB
5d

lI
層

中
～

下
位

深
鉢

Π
AI
cC

口
縁

部
夏
節

斜
縄

文
(L
RL
縦

回
転

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
僕
節

が
半
躙
電
某

(L
RL
,日

賎
見
石

少
畳

15
YR
3/
2黒

貿
宝

4 
5Y
R3
/ユ

 r
RP

■

Ⅵ
層

上
～

中
位

深
鉢

Ⅱ 
Al
①

口
縁

部
(7
つ

)
斗
縄

文
(L
R縦

回
転

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
隠
文

(L
R)
押

圧
莞
石

少
量

iO
YR
3/
3 

畔
Fl
B

色
10
YR
3/
2黒

禍
色

ほ
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
cC

口
縁

部
(1
68
,

貨
位

縄
文

(L
R斜

回
転

)

ナ
デ
・
指

顕
圧

反
・

口
唇

6c
al
下

か
ら
等

間
隔

で
擦

痕
(棒

)

隠
文

(L
R)
回

転
髯
石

少
重

心
Ｒ
６ 色

５Ｙ 澄
灰

渇
７
５

色

M層
中
位

深
鉢

圧
Al
cC

73
冗

形
(届

穂
猿
し

)

(3
63
)

斗・
横

位
縄

文
(L
瑚

熟
斜

回
転

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
電
文

(L
R)
回

転
髯
石

'日
色

立
子

少
景

5Y
R7
/4
に

心
ll
lY
R4
/2
灰

貢
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郷 配
醜 配

朝 聴
層

位
器

種
分

類
残

和
笠
置

外
面
調

整
・
施

文
な
ど

内
面

調
整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
胎

土
色
調

外
面

色
調

内
面

登
録

No

rI
層

下
位

～
Ⅶ

層
上

深
鉢

Ⅱ
Al
cC

口
縁

部
(1
61
)

斗
縄

文
(L
R検

回
転

)・
縄

文
(L
R)
押

圧
3条

辞
縄

文
(L
R積

回
転

)日
稼

上

名
内

面
の

み
贈
文

(L
R,
回

転
後

、
ナ

離
少

量
'Y
R6
/4
 
に
ホ

,V
R3
/1
黒

褐
在

V層
下
位

深
鉢

Ⅱ
A3
②

口
縁

部
(l
o 
o)

貨
位

縄
文

(L
泉
斜

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

亀
文

(L
Rl
回

転
三
石
・

白
色

/S
YR
3/
3暗

褐
75
Y郎

/4
1こ

ぶ

VI
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A5
①

同
部

上
半

(1
86
)

斗
縄

文
(L
R横

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

・
自 蛙

母 子
雲 粒

褐
暗

漁
１
０ 色

10
YR
2/
1 

黒

n層
下
位

深
鉢

IA
lc
C

口
縁

部
14
7)

半
縄

文
(R
じ
横

回
転

)・
輪

積
痕

オ
デ
・
指

頭
圧

痕
・
輸

積
痕

電
文

(R
L)
回

転
,Y
R6
/6
 
橙

色
,V
R6
/4
  
1こ

ぶ

M層
下
位

～
Ⅶ

層
上

深
鉢

Ⅱ
A3
①

“

な
し

)
(2
69
)

斗
縄

文
(L
臣
債
回

転
)・

縄
文

(L
R)
押

圧
3条

ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
旨
頭

圧
痕

≧
石

白
色

7 
5Y
R7
/4
に

ぶ
い
橙

色
5Y
R4
/4
 

褐

VI
層

中
位

深
鉢

E 
A3
①

口
縁

部
斗
縄

文
(L
R横

回
転

)・
縄

文
(L
R)
押

圧
8条

オ
デ
・
指
頭
圧
痕

旨
頭

圧
痕

髯
石

少
量

7 
5Y
R5
/4
に
S

い
協

打
,Y
R4
/2
灰

褐
ど

II
層

中
位
・

下
位

深
鉢

Ⅱ
A3
①

口
縁

部
(1
77
)

斗
縄

文
(L
R横

回
転

)・
縄

文
(L
R)
押

圧
3条

ナ
デ・

指
頭
圧
痕

骨
頭

圧
痕

立
子

少
量

'Y
R7
/6
 
橙

色
'Y
R6
/6
 
橙

色
12
38

И
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
cC

口
縁

部
(1
38
)

斗
縄

文
(L
R4
A回

転
)

ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
曾
頭

圧
痕

髯
石

少
量

5V
R4
/6
 

赤
褐

色
YR
3/
1黒

褐
ど

M層
中
位

深
鉢

Ⅱ
AI
cC

口
縁

部
(1
23
)

斗
縄

文
(L
R縦

回
転

)
オ
デ・

指
頭
圧
痕
・
擦
痕

骨
頭

圧
痕

粛
石
・

自
色

,Y
R6
/6
 
橙

色
,Y
R5
/4
に

示
ヤ

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
cC

口
縁

部
斗
縄

文
(L
R検

回
転

)
チ
デ
・
指

頭
圧

痕
旨
頭

圧
痕

5Y
R6
/4
に

ぷ
絡ヽ

れ
75
Y唖

/8
に

う
い
褐

れ

生
層

中
位
・

Tf
■i

深
鉢

Ⅱ
Al
cC

口
縁

部
☆
位
縄
文

(L
翻

回
転

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
悟
頭

圧
痕

髯
石
・
白
色

iO
VR
5/
4 

イこ
ぶ

10
VR
5/
3 

に
ぶ

い
黄

褐
色

B5
c・

5d
五
層

上
位

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
a①

口
縁

部
14
9)

触
縄

文
(L
R斜

回
転

)
絆
縄

文
(L
R積

回
転

)回
転

鷺
頭

圧
痕

髯
石
・

自
色

5Y
R5
/3
に

ぶ
7 
5Y
R6
/4
に

ぶ
い
橙

色

五
層

中
位

下
位

深
鉢

Ⅱ
A5
①

口
縁

部
斗
縄

文
(L
R横

回
転
・
文

様
状

弧
状

文
)

オ
デ
・
指

頭
圧

痕
昭
頭

圧
痕

口
唇

外
面

萱
下

に
爪

形
文

ミ
石

自
色

立
子

少
量

魯
酔 聯

Ю ズ
10
YR
7/
3に

ぶ

五
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
c①

口
縁

部
当
軸

絡
条

体
第

1類
(斜

位
・
R)

オ
デ

指
頭

圧
痕

指
頭

圧
痕

三
石
・

自
色

立
子

少
量

7 
5Y
R6
/4
に

ど
い
橙
色

7 
5Y
R3
/1
 
黒

根

色

江
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
cC

ヨ
縁

部
16
7)

剣
立
縫

文
(L
R●

I回
転

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
指

頭
圧

痕
髯
石
・

自
色

ぶ
Ｒ
６ 為

，
線

7 
5Y
R5
/3
に

ぶ
か
褐
れ

正
層

下
位

深
ak

Ⅱ
AI
c①

ヨ
縁

部
斗
縄

文
(L
R横

回
転

)
ナ
デ

指
頭
圧
痕

指
頭

圧
痕

琵
石
・

自
色

立
子

少
量

10
YR
5/
/4
1こ

ぶ
黄

明
Ｙ
Ｒ

密
Ю 楓

瓜
層

下
位

深
鉢

IA
Ic
①

ヨ
縁

部
03
)

斗
縄

文
(L
R斜

回
転

)
オ
デ
・
指

頭
圧

痕
電
文

(L
R)
端

部
押

圧
コ
色

粒
子

少
,V
R6
/6
 

橙
色

5W
R2
/]

色
黒

褥

正
層

下
位

深
鉢

Ц
Al
c①

コ
縁

部
14
8)

斗
縄

文
(L
R績

回
転

)
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

指
頭

圧
痕

髯
石
・

自
色

,Y
R6
/4
  
1こ

ぶ
′ヽ
絡
れ

,Y
R6
/3
 

に
ぶ

皿
層

下
位

,W
Il
層

直
」

深
鎌

HA
lc
O

コ
縁

部
(1
06
)

軒
縄

文
(L
R横

回
転

)
卦
縄

文
(L
R横

回
転

)口
縁

内
百
の
み

指
頭

圧
痕

コ
色

粒
子

少
,Y
R6
/6
 
経

色
,Y
黒
5/
4 

に
ぶ

西
層

中
～

下
位

深
鉢

Ⅱ
Al
cC

コ
縁

部
黄
位

縄
文
(L
酪

回
転

)
オ
ブ
・
指
頭
圧
痕

ナ
デ

三
石

。
自
色

,V
R6
/4
 
に
ぶ

′ヽ
潜
■

,Y
R6
/4
 
に
ぶ

五
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
c①

H縁
部

興
節

斜
縄

文
(L
RL
縦

回
転

)
オ
デ
・
指
I「

■
痕
・
擦

痕
指

頭
圧

痕
立
子

少
量

15
YR
4/
2灰

確
笙

t5
YR
ク

3 
櫛

江
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
cC

コ
縁

部
斗
縄

文
(L
R横

回
転

)
ナ
ブ
・
指

頭
圧

痕
指

頭
圧

痕
三
石
・

自
色

立
子

少
量

10
YR
4/
3に

ぶ
い
黄
褐

色
iO
YR
5/
3 
 1
こ

が
い
黄
褐
色

正
層

中
位

深
鉢

HA
lc
C

コ
縁

部
ヰ
縄
文

(L
R横

回
転

)
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

指
頭

圧
痕

10
YR
5/
4に

本
10
YR
4/
2灰

貢

五
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
c①

コ
縁

部
斗
縄

文
(L
庶
縦

回
転

)
オ
デ
・
指

頭
圧

痕
指
頭

圧
痕

当
色

粒
子

少
'Y
R5
/6
明

赤
荘

彗
,Y
R3
/2
 

暗
パ

転
色

服
層

下
位

深
鉢

Ц
A6
①

?
コ
縁

部
(1
21
)

斗
縄

文
(L
R横

回
転
)口

唇
3∽

下
に
斜

位
の
擦

痕
オ
ブ
・
指
頭
圧
痕

指
頭

圧
痕

三
石
・

自
色

立
子

少
量

10
YR
5/
4に

ぶ
10
YR
4/
3 

に
ぶ
い
黄
褐
色

正
層

下
位

深
鉢

Ⅱ 
A6
(D
l

コ
縁

部
斜
縄

文
(L
R斜

回
転

)・
口
唇

3c
m下

に
粘

土
組

貼
付

十
擦

痕

`沈

線
)

ナ
デ

指
頭
圧
痕

指
頭

圧
痕

煮
石

'日
色

立
子

少
量

ll
lY
R5
/3
に

ぶ
い
黄
褐
色

黄
灰

Ｙ
Ｒ 色

Ю 協

B6
b・

6c
・
6d

江
層

中
～

下
位

深
鉢

Ⅱ
A7
①

ヨ
縁

部
斗
縄

文
(L
R横

回
転

),
日

唇
直

下
沈

線
(擦

痕
)(
縦

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
指

頭
圧

痕
章
石
・

自
色

ユ
子

少
量

ぷ
Ｒ
５ 色

５Ｙ 璃
7 
5Y
R3
/2
黒

裡

И
層

中
位

深
鉢

HA
Ic
C

口
縁

部
14
8)

剤
立
縄

文
(L
R斜

回
転

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
指

頭
圧

痕
莞
石
・

自
色

,Y
R6
/6
 
橙
色

,V
R4
/3
 
に
が



Ｉ Ｓ Ｐ Ｉ

hT
o

No
Ne

届
位

器
種

分
類

残
存

位
置

外
面

調
整
・
施

文
な
ど

内
面

調
整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
胎

土
色

調
外

面
色

調
内

面
登

録
Ne

汀
層

中
位

深
鉢

巨
A4
①

コ
縁

部
斜
縄

文
(L
R績

押
圧

弧
状

文
)・

縄
文

(L
R)
押

圧
8条

片
デ
・
指

頭
圧

痕
電
文

(L
R)
回

転
監
石
・
金

雲
E1
/1
p景

5Y
R5
/3
 1
こ

お
′ 5
YR
3/
2 

黒
綽

Д
層

上
位

小
形

深
鉄

HA
lc
①

/2
完

形
斜

縄
文

(L
R斜

回
転
)尖

底
汗
デ
・
指
頭
圧
痕

ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

長
石

少
曇

YR
6/
6 

橙
色

YR
5/
4 

に
ぶ

赤ヽ
褐

色

VI
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
A5
③

ヨ
縁

部
儲
文

(L
R)
押

圧
2条

以
上
・

端
部

沈
線
・
ひ

ね
り
返

し
斗
縄

文
(L
R懐

回
転

)口
縁

上
電
文

(L
R)
回

転
石

英
・
長

石
少

量
5Y
R4
/3
 

褐
5Y
R5
/3
に

ぶ

皿
層

直
上

深
鉢

Ⅱ
A5
①

ヨ
縁

部
横
位

縄
文

(L
R横

回
転

F」
A状

文
)・

ひ
ね

り
返

し
(外

函
へ
)+
縄

文
(L
R孤

状
文

)口
層

抑
圧

た
デ

指
頭
圧
痕

電
文

(L
R)
回

転
百
栗
・

長
石

10
W家

4/
2灰

療
10
VR
3/
1 

兼
盟
□

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

Ⅱ
A6
①

同
部

上
半

斜
縄

文
(L
R横

回
転
)粘

土
紐

貼
付

十
指

頭
圧

痕
(凸

)

■
デ
・
指
頭
圧
痕

白
栗
・

景
狛

少
量

OY
R4
/2
灰

貢
B色

OY
R2
/2
 
孫
¶
働

4

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

工
A6
①

同
部

上
半

(3
7)

辞
終

ズ
(L
R縦

回
転

,・
相

■
紐

貼
付
+絡

文
(L
R弧

汁
デ
・
指
頭
圧
痕

長
石
・

自
色

ω
R5
/3
に

ぶ
黄ヽ
褐
色

10
YR
5/
4 
 1
こ

ぶ
い
黄
褐
色

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

Ⅱ
A6
①

同
部

上
半

(7
1)

44
縄

文
(L
R縦

回
転

)・
粘

上
経
貼
付

十
縄

文
(L
R)
り

面
押
圧

片
デ

o指
頭
圧
痕

F英
。 長

石
5Y
RS
/4
 1
こ
S

生
5Y
R3
/3
晴

藉

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

IB
②

粽 杉

ロ キ
辞
縄

文
(L
R僚

回
転

)。
縄

文
(L
R)
4粂

縦
・
積

押
圧

文
策
帯

斗
縄

文
(L
R縦

回
転

)日
縁

内
電
文

(L
R)
回

転
R1
4少

量
OY
R5
/4
  
1こ

OY
R6
/3
  

イこ

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

Ⅱ
B②

1/
2完

形
(3
58
)

眸
I・
Bズ

(L
R標

回
転

,・
縄

文
(L
R,
4条

+折
り
返

し
十

,条
押

圧
文

様
帯

斗
絡

文
(L
R縦

回
転

)口
縁

内
電
文

(と
R)
回

転
離

少
量

5Y
R4
/8
  

掲
15
YR
4/
8褐

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

EB
①

口
縁

部
完

形
12
71
)

羽
状

縄
文

(L
R+
RL
・

積
回

転
・
非

結
束

)・
縄

文
(L
R)
3条

縦
・
横

押
圧

文
様

帯
電
文

lR
L縦

回
転

)口
縁

上
部

電
文

(L
R)
回

転
石

栗
・
長

石
5V
R7
/6
橙

色
i5
YR
6μ

 l
こ
ぶ

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

Ⅱ
Al
b②

口
縁

部
14
縄

文
(R
し
横

回
転

)
電
文

(R
し
横

回
転

)全
面

?
骨
頭

圧
痕

BI
IL
多
逮

YR
4/
6 

赤
掏

登

,Y
R5
/4
 1
こ

ホ
ヤ

未
褐

缶

M層
中

位
深

鉢
工
Al
b②

I

口
縁

部
07

錦
立
縄

文
(L
酪

回
転

)
井
縄

文
(L
R縦

)全
面

?口
唇

霊
下

指
壺
F消

`強

】
電
文

(L
p押

圧
離

多
量

OV
R5
/3
に

ぶ
黄ヽ
褐
色

ll
lY
R6
/4
 

に
ぶ
い
黄
橙

色

Ⅵ
層

中
位

深
at

HA
lb
②

`

口
縁

部
羽
状

縄
文

(R
L・

LR
IS
回

転
非

結
束

)
罷
文

(L
R縦

回
転

)全
面

?
骨
頭

圧
痕

裁
維

少
量

OY
R6
/4
に

ぶ
黄ヽ

橙
色

10
YR
7/
3 
1こ

ぶ
い
黄
橙

色

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

Ⅱ
Al
b②

l

日
縁

部
畔
縄

文
(L
R積

回
転

)
斜

縄
文

(L
R横

回
転

)口
縁

内
面

の
み

?
旨
頭

圧
痕

(爪
痕

)
雛

多
量

OY
R3
/3
暗

掏
1

10
YR
5/
3 
 1
こ

ぶ
い
き
協
れ

Ⅳ
層

下
位

深
鉢

Ⅱ
Al
ぷ
Э

`
口
綴

部
鶴
笠
縄

文
(R
悧

回
転

)
需

朧
ズ

(R
L槙

口
4A
,日

稼
厠

面
の

み
?

旨
頭

圧
痕

(爪
痕

)
離

多
量

OY
R3
/2
黒

掏
10
YR
5/
2灰

東

L/
1層

上
～

下
位

深
鉢

Ⅱ
Al
b②

l

口
縁

部
羽
状

縄
文

(R
L・

LR
横

回
転
・
非

結
束

)
羽

状
I.
B文

(R
L・

LR
横

回
転

)

全
面

?
憎
頭

圧
痕

離
少

量
OY
Rν

2床
貢

島
色

獨
黒

ｉ
Ｏ 魯

Ⅳ
層

下
位

深
鉢

肛
Al
c②

働
部

灘
縄

文
(L
R4
A回

転
)

ナ
ブ

離
多

量
「
5Y
R3
/8
暗

褐
7 
5Y
R2
/2
黒

褐
色

W層
中
位

49
4

Ⅱ 
Al
」
9`

口
縁

部
洋
縄

文
(R
L縦

回
転

)・
ひ

ね
り
返

し
(外

面
へ

)
寄
瀧

ズ
(R
嚇

回
転

,口
唇

内
面

の
み

?
縄

文
感
D回

転
雛

多
量

10
YR
2/
2黒

欄
10
YR
4/
2灰

貢

M層
中

位
榊

Ⅱ
Al
」
Э

`
口
縁

部
(4
6)

洋
縄

文
(L
R横

回
転

)
指

頭
圧

痕
(爪

痕
)

離
多

量
10
YR
4/
3に

ぶ
い

責
4B
色

!O
YR
3/
2黒

掏
堂

M層
上

～
中
位
・
下
お

深
鉢

Ⅱ
Al
b②

同
部

辞
縄

文
(R
し
横

回
転

)
辞
縄

文
(R
L横

回
転

)全
面

雛
多

量
ll
lY
R5
/3
に

ぶ
い
黄
褐
色

10
YR
6/
3 
 
イこ

ぶ
い
黄
橙
色

深
鉢

Ⅱ
Al
b②

日
部

(7
3)

洋
縄

文
(L
R斜

回
転

)
洋
縄

文
(L
R横

回
転

)全
面

離
多

量
10
YR
5/
8 
1こ

ぶ
い
曽

褐
れ

10
VR
3/
2黒

褐

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
b②

臓
部

(5
01

叫
縄

文
(L
R横

回
転

)
洋
縄

文
(L
R横

回
転

)全
面

雛
多

量
黄

灰
漁 色

ｉ
Ｏ 掲

10
VR
6/
4に

ぶ

皿
層

直
上

深
鉢

Ⅱ
Al
b②

日
部

(5
7)

斗
縄

文
(L
R横

回
転

)
辞
縄

文
(L
R横

回
転

)全
面

戯
維

多
量

'5
YR
6/
6 
 
橙

缶
7 
5Y
R6
/6
  

橙

V層
下
位

深
ah

Ⅱ
Al
b②

同
部

15
9)

斗
縄

文
(L
R横

回
転

)
辞
縄

文
(L
R横

回
転

)全
面

観
維

多
量

OY
R3
/2
 
黒
W蜀

室

10
YR
l1
/8
 1
こ

ぷ
ィヽ
褐

色

И
層

中
位

深
鉢

巨
Al
b②

同
部

(7
4)

当
縄
文

(R
L横

回
転

)
糾
縄

文
(R
し
横

回
転

)全
両

繊
維

多
量

7 
5Y
R5
/4
に

ぶ
い
褐
色

ぶ
Ｒ
５ 色

μ 褐ヽ
江
層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
bO

同
部

角
立
縄

文
(R
酬

回
転

)
絆
縄

文
(R
悧

回
転

)全
面

餞
維

多
量

'5
VR
4/
3 

褐
i

15
YR
6/
6 

種
生

江
層

中
位

深
鉢

II
Al
b②

同
部

導
縄

文
(L
R横

回
転

)
辞
縄

文
(L
R/
1回

転
)全

面
餞
維

少
量

ll
YR
3/
2黒

褥
OY
R6
/3
 
に
ホ

61
V層

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
b①

同
部

斗
縄

文
(R
し
横
回

転
)

辞
縄

文
(R
し
横

回
転

)全
面

長
石

少
量

褐ヽ
色

奉
Ｒ
５ 色

５
Ｙ 褐ヽ

12
94
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Ne
聴

層
位

器
種

分
類

残
存

位
置

外
面

調
整
・
施

文
な
ど

内
面

調
整
・
施

文
な

ど
口
唇

部
胎

土
色

調
外

面
色

調
内

面
登
aN
o

皿
層

下
位

深
鉢

HA
lb
②

同
部

群
縄

文
(L
R横

回
転

)
斜
縄

文
(L
R横

回
転

)全
面

離
少

量
静

１
０ 色

OY
R5
/2
灰

貢

VI
層

上
～

中
位

深
鉢

Ⅱ
Al
b①

同
部

(6
6)

闘
笠
縄

文
(L
R斜

回
転

)
釦

笠
縄

文
(L
酬

回
転

)内
面

石
英
・
長

石
少
量

7 
5Y
R5
/4
に

お
い

楊
打

5Y
R6
/4
に

お

■
層

下
位

～
Ⅷ

層
直

深
鉢

Ⅱ
Aと
か つ

口
縁

部
単

軸
絡

条
体

第
1類

(斜
位

R)
・

補
修

孔
有

り
斜

縄
文

(L
R槙

回
転

)内
面

1毒

位
の

み
曾
頭

圧
痕

腕
維
多

量
OY
R3
/2
黒

褐
二

OV
R3
/1
黒

褐

Д
層

中
位

深
鉢

Ⅱ 
A6
②

口
縁

郵
(7
91

斜
縄

文
(L
R僚

回
転

)・
粘

土
紐

貼
付

(1
～

l 
Sc
m幅

,

+滋
絢

1寡
ヤ
・

汁
籠

`結

付
)

斜
縄

文
(L
R斜

回
転

)全
面

亀
文

(L
R)
回

転
税
維
少

量
SY
R6
/4
に

ぶ
.5
YR
5/
3 
1こ

ぶ

江
層

中
位

深
鉢

■
Al
b②

口
縁

部
斜
縄

文
(L
酬

回
転

)・
粘

土
紐

賂
付

(1
～

1 
5c
a幅

)

+淳
焼

刺
突

文
十
刻

み
目

(棒
状

)・
沈

線
(a
lW
)

斜
縄

文
(L
R横

回
転

)全
面

電
文

(L
R)
回

転
碗
維
少

量
bY
R5
/4
 
に
な

江
層

中
位

深
鉢

口
縁

部
辞
縄

文
(R
L横

回
転

)
俺
文

(R
じ
積

回
転

)全
面

電
文

(R
Ll
回

転
戯
維

多
量

YR
5/
4 

に
ぶ

赤ヽ
褐
色

YR
3/
1黒

褐
亡

江
層

上
位

深
鉢

①
底

部
(1
15
)

建
底

斜
縄

文
(L
R横

回
転

)

片
デ

指
頭
圧
痕
・
黒
色
物
付

長
石

。
自
色

粒
子

少
量

IY
R6
/6
 

橙
色

YR
3/
1黒

褐
佳

Д
層

最
下
位

深
鉢

底
部

建
底
・
横

位
縄

文
(L
R斜

回
転

)

片
デ
・
指
頭
圧
痕
・
黒
色
物
付

'Y
R7
/6
 

橙
色

Y田
/1
黒

褐
亡

肛
層

中
位

深
鉢

底
部

に
底
・
斜
縄
文

(し

～
横
回
転

)
オ
デ
・
指
頭
圧
反

5Y
R6
/4
に

ぶ
SY
R3
/1
黒

褐
19
03

V層
下
位

深
鉢

ぼ
Al
b・

c
盛
部

爬
底
・
判

立
縄

文
(L
R斜

回
転

)
オ
デ

指
頭
圧
痕

長
石
・
白
色

粒
子

少
量

5V
R6
/4
に

ぶ
橙ヽ

色

7 
5Y
R6
/6
 
橙

色

И
層

下
位

深
鉢

重
部

走
底

横
位

縄
文

(L
R斜

回
転

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
長
石

。
自
色

位
子

少
量

7 
5Y
R6
/6
  

橙
色

7 
5Y
R6
/6
  

梗
色

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

藍
部

だ
底
・
斜

縄
文

(L
R縦

回
転

)
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

冠
石
・

自
色

立
子

少
量

,Y
R6
/6
 
橙

色
〕 綿

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

蜃
部

尖
底
・
斜

縄
文

(L
R横

回
転

)
ナ
デ・

指
頭
圧
痕

髯
石

自
色

,Y
R6
/6
 
橙

色
,V
R6
/6
 
橙

色

M層
下
位

深
鉢

雲
部

た
底
・
斜

縄
文

(L
R縦

回
転

)
ナ
デ

指
頭

圧
痕

煮
石
・

日
色

互
子

少
量

,Y
R6
/6
 

橙
色

,V
R4
/2
灰

褐
t

M層
下
位

深
鉢

①
壼
部

(3
3)

尖
底
・
斜

縄
文

(L
R縦

回
転

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
ミ
石
・

白
色

立
子

少
量

7 
5Y
R6
/6
  

橙
色

7 
5Y
R5
/3
に

ぶ
い
褐
色

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

壼
部

尖
底
・
斜

縄
文

(L
R縦

回
転

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
三
石

,自
色

7 
5Y
R7
/6
橙

色
7 
5Y
R5
/3
 
に
尋

ぃ
褐

魯

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

巨
部

た
底

横
位

4・
R文

(L
R斜

回
転

)
ナ
デ

指
頭
圧
痕

立
子

少
長

ll
YR
6/
4に

ぶ
iO
YR
6/
3に

ボ
い
黄
橙
色

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

氏
部

(5
1)

尖
底

斜
縄

文
(R
L縦

回
転

)
ナ
ブ
・
指
頭
圧
痕

長
石
・

自
色

粒
子

少
量

5W
R5
/3
 1
こ

ぶ
褐ヽ
色

7 
5Y
R7
/4
に

ぶ
い
橙

色

Ⅵ
層

最
下
位

深
鉢

巨
部

尖
底
・
検

位
縄

文
(L
R斜

回
転

)
ナ

デ
・
指

頭
圧

痕
YR
6/
4 

に
ホ

5Y
R7
/6
 

橙
色

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

巨
部

尖
底
・
斜

縄
文

(L
R斜

回
転

)
ナ

デ
・
指

頭
圧

痕
長

石
黒

色

位
子

少
量

5Y
R6
/6
  

橙
「
5Y
R2
/1
黒

色

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

Ａ
‐
ｂ

∩
置
部

尖
底
・
斜

縄
文

(L
R縦

回
転

)
片
デ
・
指

頭
圧

涙
受
石
・

自
色

OY
R6
/3
 1
こ

ぶ
歯ヽ
潜

缶
OY
R8
/3
浅

頁
群
れ

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

①
底

部
尖
底
・
斜

縄
文
(L
酬

回
転

)
ト デ
・
指
頭
圧
痕

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

底
部

尖
底
・
横

位
縄

文
(し

R斜
回

転
)

片
デ
・
指

頭
圧

痕
長
石
・

自
色

SY
R5
/4
に

ぶ
15
YR
5/
2灰

積

II
層

中
位

深
鉢

氏
郡

●
5)

尖
底
・
糊

立
縄

文
(L
R斜

回
転

)
片
デ
・
指
頭
圧
痕

長
石

'自
色

5Y
R6
/4
に

ぶ
5Y
R7
/4

橙ヽ
色

1こ
ぶ

B8
1

Д
層

中
位

深
鉢

Ａ
‐
ｂ

命
ミ
部

尖
底
・
斜

縄
文

(L
R縦

回
転

)
汁
ブ

指
頭
圧
痕

昆
石
・

自
色

5Y
R6
/4
に

ぶ
橙ヽ
色

5Y
R7
/4
に

ぶ

Д
層

上
～

中
位

深
鉢

箋
部

(2
0

尖
底

横
位

縄
文

(L
R斜

回
転

)
片
デ
・
指
頭
圧
痕

髭
石
・

自
色

駐
子

少
量

7 
5V
R6
/6
 

橙
色

′
5Y
R7
/6
  

橙

江
層

上
位

深
鉢

IA
lb
 c

霊
部

(1
7)

尖
底
・
横

位
縄

文
(L
R斜

回
転

)
片
デ
・

指
頭

圧
痕

驚
石
・

自
色

,V
R6
/6
 

橙
色

YR
3/
1黒

褐
雀

Ч
層

中
位

深
鉢

霊
郡

尖
底
・
斜

縄
文

(L
R縦

回
転

)
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

≧
石

。 自
色

10
YR
6/
4 
1こ

ぶ
1∝

R4
/2
灰

貢
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層
位

器
種

頻
残

存
位

置
外

面
調

整
・
施

文
な

ど
内

面
調

整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
胎

土
色

調
外

面
色
調

内
面

登
録

血

正
層

上
～

中
位

深
鉢

蔓
部

た
底
・
斜

縄
文

(L
R横

回
転

)
ナ
デ

指
頭

圧
痕

昆
石
・

自
色

7 
5Y
R7
/6
橙

色
奉

醐 る
５Ｙ 諄

[層
中
位

深
鉢

II
Al
b 
c

霊
部

尖
底

斜
縄

文
(L
R縦

回
転

)
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

日
色

秤
子

少

駐

ぶ
Ｒ
６ 色

繊 増
正
層

中
位

深
鉢

蛍
部

走
底
・
斜

縄
文

(L
R横

回
転

)
ナ
プ
・
指

頭
圧

痕
長

石
少

量
,Y
R6
/8
橙

色
lY
R6
/6
 

橙
色

B4
1

Д
層

中
位

深
鉢

壼
部

走
底

斜
縄

文
(L
R縦

回
転

)
オ
デ
・
指

頭
圧

痕
民
石

,自
色

,Y
R6
/6
 

橙
色

,Y
R5
/3
に

が
い

B4
1

И
層

中
～

下
位

深
鉢

①
甍
部

だ
底
・
斜
縄
文

(L
R斜

回
転

)
ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
長

石
少

量
5Y
R6
/4
 1
こ

毒
'5
YR
4/
2灰

憎
七

瓜
層

中
位

深
鉢

員
部

(2
91

飛
底
・
斜

TI
E文

(L
R積

回
転

)
オ
デ
・
指

頭
圧

痕
白
色

粒
子

少
量

ぶ
Ｒ
７ 色

５Ｙ 増
ぶ

Ｒ
６ 色

５Ｙ 鳩
V層

中
位

深
鉢

①
ミ
部

た
底

'単
軸

絡
条

体
第

1類
(縦

位
・
R)

ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

臓
石

自
色

駐
子

/1
/・
量

10
YR
6/
4 
1こ

ぶ
10
YR
4/
2灰

貢

深
鉢

臣
部

R底
・
検

位
縄

文
(麒

別
回

転
)

ナ
デ
・
指

頭
圧

痕
粒

子
少

量

瓜
層

中
位

深
al
t

壺
部

飛
底
・
斜

縄
文
(R
酬

回
転

)
オ
デ
・
指

頭
圧

痕
長

石
・
黒

色
粒

子
少

量
7 
5Y
R6
/4
に

ぶ
い
経
色

5Y
R2
/1
黒

色

瓜
層

中
位

深
鉢

ID
?

∝
部

(3
1)

建
底

`爪
形
文・

ナ
デ
・
乎L

房
状
突
起

オ
ブ
・
指

頭
圧

痕
24
L少

量
5Y
R7
/4
 1
こ

お
IヽB
れ

5Y
R7
/3
に

が
橙ヽ
色

Д
層

下
位

深
鉢

Ⅱ  
Al
」
0

盛
部

駕
底
・
斜

縄
文

(R
L縦

回
転

)
斗
縄

文
(R
L斜

回
転

)全
面

5Y
R6
/6
橙

在
10
YR
7/
4 
 
に

瓜
層

上
位

深
鉢

の
缶
部

(1
91

11
駕
底
・
単

軸
絡

条
体

第
1類

(斜
位
・
R)

ナ
デ
・
権

頭
圧

痕
観
維
少

量
5Y
R2
/1
黒

色

Д
嬉

上
～

中
位

深
at

Ⅱ
 A
lb
・

c
室
部

14
0)

爬
底
・
斜

縄
文

(L
R積

回
転

)
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

俄
維

少
量

5Y
R6
/4
に

ぶ
′
5Y
R3
/1
黒

衡

不
明

深
鉢

肛
Al
b・

c
盛
部

に
底
・
斜
縄
文

(R
L斜

回
転

)
た
デ
・
指

頭
圧

痕
石

英
・
長

石
少

量
5V
R6
/4
に

ぶ
15
YR
3/
1黒

褐

不
明

深
鉢

盛
部

(1
5)

だ
底
・
斜

縄
文

(L
R縦

回
転

)
オ
ブ
・
指

頭
圧

痕
昆
石
・

自
色

5V
R6
/4
に

ぶ
5Y
R7
/4
に

ぶ
橙ヽ
色

Ⅱ
層

刊
立

深
鉢

①
Fa
部

12
2)

に
底
・
斜

縄
文

(R
し
斜

回
転

)
オ
デ・

指
頭
圧
痕

長
石

少
量

5Y
R6
/4
 
イこ
督

′ 5
YR
4/
2灰

禰

江
層

中
～

下
位

深
鉢

Ⅱ
Al
b〔

底
部

に
底
・
横
位
縄
文
(L
醐

回
転

)
府
デ

長
石

少
量

闘
R6
/4
に

ぶ
経ヽ
色

5Y
R6
/4
1こ

ぶ
橙ヽ
色

亘
層

直
上

小
形

深
鉢

1/
つ
完

形
(6
6)

目
頭

圧
痕
・
平

底
(周

囲
に
や

や
張

り
出

し
、
周

縁
に

曾
頭

圧
痕

を
有

す
る

)
言
頭

圧
痕
・
黒

色
粒

子
少

量
睫

石
・

自
色

10
YR
7/
6明

貢
.5
YR
7/
6 

橙

れ
層

上
位

深
鉢

/つ
完

形
(4
44
1

同
状

縄
文

(0
段

多
条

LR
tt
Rと

横
回
転
・
非

結
束

)
片
デ

碗
維

少
量

,Y
R4
/6
赤

褐
で

,Y
R4
/6
赤

褐
t

Д
層

中
位

深
鉢

1同
部

同
状

縄
文
(R
L+
RL
横

回
転
・
非

結
束

)
オ
デ
・
擦

痕
10
YR
4/
3に

ぶ
褐

暗
酪

１０ 缶

▲
層

下
位

深
鉢

肛
Aユ

胴
部

(4
4)

日
状

縄
文
(L
R+
RL
縦

回
転
・
非

結
束

)
■
デ

魂
維
多

量
貢

灰
ク

Ｙ
Ｒ

れ

‐
Ｏ Ｍ

ll
lY
R3
/8
晴

鶴

れ
層

下
位

深
鉢

Ш
Al

胴
部

(6
2)

図
状

縄
文

(L
Rt
tR
L横

回
転

非
結

束
)

オ
デ

長
石

多
量

10
YR
3/
3暗

褐
tげ

ピ
R3
/8
暗

褐

7層
下
位

深
鉢

月同
部

(5
91

同
状

f・
L文

(0
段

多
条
LR
+R
し

横
回
転
・
結

束
第

1
オ
デ

読
維

多
量

tO
YR
4/
3に

ぶ
い
黄
褐
色

tl
lY
R5
/4
に

ぶ
い
黄
褐
色

江
層

下
位

深
鉢

Ⅲ
ハ
2

胴
部

14
91

区
状

縄
文

(0
段

多
条
LR
+R
LA
回

転
・
結

束
第

1

重
】

オ
ブ

翻
維
多

量
10
YR
3/
8暗

猾
ll
YR
5/
6貢

禰
当

江
層

中
位

深
鉢

皿
Al

胴
部

区
状

縄
文

(0
段

多
条
LR
tt
RL
縦

回
転
・
非

結
束

)
汗
デ

碗
維
多

量
OY
R3
/2
 
兵
¶
彎

ヽ
5Y
R6
/4
 1
こ

奉

Ⅱ
層

ト
イヱ

～
Ⅳ

層
上

立
深

鉢
胴

部
叫

機
X曜

節
斜

綿
ズ
RL
R+
LR
L積

回
蘇
・

非
緒

鷲
)

片
デ

読
維

多
量

YR
5/
4 

に
ぶ

YR
4/
6赤

褐
在

54
胆
層

ト
イ立

～
Ⅳ
層

上
エ

深
鉢

Ⅲ
Al

胴
部

阿
哄

溺
ズ

(菱
形

文
榎

節
斜

溜
文

RL
Rt
tL
Rし

積
回

府
デ

碗
維

多
量

iV
RS
/4
  
1こ

ぶ
赤ヽ

褐
色

YR
4/
4に

ぶ
ヤ

B5
h～

IB
7h

江
層

上
位

深
鉢

,同
部

16
01

口
林

緯
ヌ

(線
猟
1料

緯
XR
LR
tt
LR
L積

回
転

ヴ
濡

片
デ

腕
維
多

量
iY
R4
/3
 
に
ぶ
ヤ

YR
3/
2 

暗
赤

畠
魯
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卿 配
層

位
器

種
分

類
残

存
位

置
外

面
調

整
・
施

文
な
ど

内
面

調
整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
】台

土
色
調

外
面

色
調

内
面

獲
aN
O

V層
下

位
深

鉢
Ⅱ
A2

同
部

(4
21

同
状

縄
文

(0
段

多
条
RL
tt
LR
横

回
転
・
結

東
第

1纏
:

ナ
デ

雛
多

量
7 
5Y
R3
/2
黒

裡
色

7 
5Y
R6
/4
に

お
い
搭
,

Ⅳ
層

下
位

深
鉢

同
部

同
状
縄

文
(菱

形
文
・

O段
多
条

RL
十

七
R縦

・
積

回
転

と
束
第

1種
)

ナ
デ

離
多

量
7 
5Y
R5
/4
に
5

5Y
R3
/1
黒

褐

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

1同
部

B状
縄

文
(R
七
十
LR
横

回
転

非
結

束
)

羽
状

縄
文

(L
R+
RL
lk
回

転
・

非
結

丈
)全

面
離

多
量

OY
R3
/2
黒

褐
iO
YR
3/
1黒

4B

色

Ⅵ
層

上
～

中
位

深
鉢

1同
部

羽
状

縄
文

(R
Lt
tL
R横

回
転

結
束

第
1種

)
斜

縄
文

(L
R僕

回
転

)全
面

雛
多

量
OY
R5
/3
 1
こ

ぶ
曽ヽ

褐
れ

tl
lY
R4
/1
褐

灰

M層
上

位
深

鉢
Ы
Al

同
部

羽
状

縄
文
(R
L+
LR
横

回
転
・
非

結
束

)
斗
縄

文
(L
R斜

回
転

)全
面

離
多

量
ll
YR
4/
21
/.
京

B“

OV
R3
/2
黒

褐

Ⅵ
層

上
～

中
位

深
鉢

旧
部

羽
状

F・
L文

(R
L+
LR
横

回
転
・
非

結
東

)

曙
状

縄
文
(R
L+
LR
懐

回
転
・

喧
結

束
)全

面
駒
維

多
量

OY
R4
/2
灰

黄
10
YR
6/
2灰

貢

B5
d・

e
Ⅵ

層
上

位
・
下
位

深
鉢

皿
A

同
部

(1
36
)

斜
縄

文
(0
段

多
条
LR
横

回
転

)
汁
デ

税
維
特

多
温

10
YR
4/
2灰

貢
10
YR
3/
2黒

褐

肛
層

直
上

深
鉢

筆
部

悟
頭

圧
演
・
平
底

(周
囲

に
や

や
張

り
出

し
、
月

縁
に

階
頭

庄
痕

を
有

す
る

)
骨
顕

圧
涙

儀
雲

母
・
白

臼
粒

子
少

量
5Y
R6
/6
橙

色
イ
5Y
R5
/2
灰

稚
色

Ⅱ
層

日
立

紳
素
部

(3
01

指
頭

圧
痕
・
平

底
(周

囲
に
や

や
張

り
出

し
、
周

縁
に

指
頭

圧
痕

を
有

す
る

)

曾
頭

圧
痕

琵
石

。
自
色

立
子

少
量

5Y
R5
/4
1こ

ボ
褐ヽ
色

5Y
R5
/3
 1
こ

奉
19
58

肛
層

直
上

深
鉢

笠
部

〔5
9〕

旧
頭

圧
痕
・
平

底
(周

囲
に
や

や
張

り
出

し
、
lB
l稼

に

階
頭

圧
痕

を
有

す
る

)

旨
頭

圧
涙

当
色

粒
子

少
10
YR
5/
2灰

貢
黄

灰
Ｙ
Ｒ

右

五
層

上
位

下
位

深
鉢

Ⅱ
Al
aO

日
縁

部
(1
15
)

社
軸

絡
条

体
第

1類
(斜

位
Ll

単
軸

絡
条

体
第

1類
(斜

位
・
R)

著
軸

絡
条

体
第

1類
餘

鵞
石

。
自

色
,Y
R4
/2
灰

褐
迄

5Y
R5
/4
 1
こ

ぶ
い

赤
褐

色

И
層

中
位

Fa
4t

Ⅱ
A3
①

口
縁

部
(1
33
)

斗
縄

文
(L
RI
回

転
)・

縄
文

(L
R)
押

圧
3条

オ
デ
・
指
頭
圧
痕

階
頭

圧
痕

烹
石

多
量

ぶ

ＶＲ５／
４ 灘

,Y
R4
/2
灰

褐
t

Ⅵ
層

中
位

深
鉢

工
A5
①

口
縁

部
(1
35
)

導
縄

文
(L
R積

回
転
・
上

部
文
様

弧
状

文
)

ナ
デ

指
頭

圧
痕

曾
頭

圧
痕

髯
石

,自
色

と
子

少
量

5Y
R5
/4
 

に
ぶ

い
赤
褐
色

,y
R4
/2
灰

褐
在

中 ”
深

鉢
ツ
3完

形
同
状

it
H文

(0
段

多
条
RL
+L
R標

回
縣
・
菱

形
文
・

芽
言
交

)・
口
緑

魏
編

支

`結

範
L構

日
峨

ナ
デ

ト
デ

翔
維
少

量
7 
5Y
R6
/6
橙

色
5Y
R7
/3
に

ぶ

IB
4i
 5
i 
5j
・

7h
・

M層
上
位

中
位

深
鉢

ツ
3完

形
半
縄

文
(0
段

多
条
LR
横

回
転

)・
口
縁

部
縄

文
(結

節
ナ

デ
片
デ

戯
維

多
量

赤
明

５
Ｙ 魯

5Y
R3
/2
黒

褐

И
層

下
位

深
鉢

/3
完

形
屁
状

縄
文

(0
段

多
条
RL
+L
R横

回
転
・

非
緒

東
)。

ロ

豪
執

線
笠

`結

箭
R構

回
転

)・
渡

状
日
繰
・
補

修
孔

ナ
ブ

汗
デ

雛
少

量
7 
5Y
R6
/4
に

ぶ
い
捨
■

OY
R4
/1
鞠

灰

Ⅵ
層

下
位

深
鉢

1/
2完

形
(1
41
)

羽
状

縄
文

(O
段

多
条
RL
+L
R横

回
転
・
非

結
東

)
ナ

デ
lA
ft
多

量
い

黄
橙

色

OY
RS
/2
灰

黄

V層
上

位
深

鉢
口
縁

部
口
縁

部
横

位
縄

文
(結

節
LR
横

回
転

)
ナ

デ
片
デ

鰈
多

量
10
YR
6/
4 

イこ
ぶ

い
き
搭
れ

OY
R3
/2
黒

欄

55
B4
～

5,
巨
層

下
位

深
鉢

口
縁

部
14
縄

文
(O
段

多
条
RL
横

回
転
)口

縁
部

横
位

縄
文

ナ
デ

オ
デ

裁
維

特
多

量
5Y
R5
/4
に

お

V層
円

ヒ
～

Ⅵ
層

上
深

鉢
口
縁

部
鮮
縄

文
(R
し
検

回
転

)・
口
縁

部
横

位
繰

文
(結

節
LR

ナ
デ

ナ
デ

腕
維
特

多
量

YR
S/
4 

に
ぶ

赤ヽ
褐

色
YR
4/
2灰

褐
t

V層
上

位
深

ak
口
縁

部
口
縁

部
横

位
縄

文
(結

節
RL
穣

)
ナ

デ
ナ

デ
説
維
特

多
量

10
YR
5/
3に

ぶ
|ヽ
黄
褐
色

貢
灰

Ｙ
Ｒ 在

ｔＯ 協

Д
層

下
位

～
Ⅶ

層
直

深
鉢

口
縁

部
(6
61

ヨ
縁

部
横

位
縄

文
(結

節
Rし

機
)

片
デ

ナ
デ

勃
維
少

量
10
YR
5/
4に

お
い
黄
褐
色

10
YR
6/
6明

粛

Ⅱ
層
・
Ⅳ

層
下
位

～
V

深
鉢

部
上

半
(1
61
)

ヨ
縁

か
ら
胴

部
に
か

け
て
間

隔
を
お

い
て
縄

文
を
施

と
`結

鮪
・

o勢
努

姿
IR
結

同
継

)
オ
デ・

指
顕
圧
痕

ナ
デ

弱
維
多

量
7 
5Y
R5
/6
明

欄
色

15
YR
3/
2 

昂
詩や
冤

堂

正
層

中
位

深
鉢

口
縁

部
コ
縁

か
ら
胴

部
に
か

け
て

間
隔

を
お

い
て
縄

文
を
施

筵
(結

笥
・
o段

多
条

LR
Ae
回

転
)

ナ
ブ
・
指
頭
圧
痕

ナ
デ

織
維

多
量

15
YR
4/
3 
 
褐

ふ
醐 打

Ы 端

M層
中
位

深
鉢

VB
I

同
部

貨
位

縄
文

(結
節

LR
検

回
転

)
ナ
デ

碗
維
多

重
il
lY
R5
/4
に

ぶ
黄

灰
Ｙ
Ｒ 色

‐
０ 鶴

M層
上
位

深
鉢

同
部

14
01

黄
位

縄
文

(結
飾
LR
横

回
転

)
ナ

デ
雛

多
量

10
YR
5/
3に

ぶ
10
YR
3/
2 

黒
櫛

V層
下
位

深
鉢

同
部

剣
立
縄

文
(結

節
L横

回
転

)
ナ

デ
ln
44
多
量

10
YR
6/
4 
1こ

心
ぃ
苦

袴
■

10
YR
3/
2黒

褐

Ⅵ
層

日
立

深
鉢

同
部

下
半

鮎
縄

文
(結

節
L横

回
転

)
ナ

デ
雄

多
量

;Y
R5
/6
明

赤
荘

色
5Y
R3
/1
 
黒
褐
ぞ
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ll
o

配
層

位
器

種
分

類
残

存
位

置
外

面
調

整
・
施

文
な

ど
内
面

調
整
・
施

文
な
ど

口
唇

部
胎

土
色
調

外
面

色
調

内
面

瓜
層

下
位

～
Ⅶ

層
E

「
深

鉢
口
綴

部
山
形

突
起
・
横

位
縄

文
(結

節
じ
検

回
転

)
い ア

碗
維
多

量
,Y
R5
/4
 
に
ぶ

ィヽ
赤
褐
色

5Y
R3
/2
 

暗
赤

鶴
色

V層
下
位

深
鉢

口
縁

部
e6
)

古
節

(R
・
密

)
オ
ブ

平
縁

碗
維
少

最
,Y
R6
/6
 

橙
色

,Y
R6
/6
 
橙
色

江
層

下
位

深
鉢

日
縁

部
(1
08
1

き
飾

(R
・
密

)
ナ

デ
平

縁
雛

少
量

tO
YR
6/
6H
/H
粛

B打
10
YR
7/
6明

黄

V層
下
位
・
Ⅵ

層
上
4

麟
同
部

(6
81

音
節

(と
・
密

)・
単

軸
絡

条
体

第
1類

等
贈

い
Rl

テ
デ

勇
維
多

量
10
VR
6/
3に

ぶ
い
黄
橙
色

10
YR
3/
1黒

禍
色

M層
上

位
・

中
位

深
鉢

78
完

形
〔2
48
〕

同
状

縄
文

(O
段

多
条

RL
 t
tL
R標

口
猛
・

非
暦

系
)・

口

泉
執

編
支

`結

飾
R・

密
)

ナ
デ

離
多

量
,Y
R6
/6
 
橙
色

,Y
R7
/6
 
橙

色

皿
層

上
位
・
Ⅵ

層
上

深
齢

口
縁

部
言
節

(R
・
密
)斜

縄
文

(L
R縦

回
転

)・
山
形

突
起

一 ア
我
維

多
量

ll
YR
6/
3 
1こ

心
iO
YR
6/
4に

ぶ
い

黄
橙

色

M層
上

位
深

鉢
VB
I

口
縁

部
〔1

79
〕

(1
03
)

言
節

(R
・
密

).
縄

文
(R
L猿

回
転

)・
山

形
突

起
・

口
協

ナ
デ

雛
多
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Ⅵ まとめ

以下、調査成果を列記し、本調査のまとめとする。

(1)九重沢遺跡は岩手県遠野市遠野町第 30地割字九重沢許1に所在し、猿ヶ石川支流の来内川によつて形成

された西岸の河岸段丘緩斜面上に立地している。この地点が遠野第ニダム建設事業の対象箇所となり、

遺跡の消滅する 1,449ポ について平成 14年 8月 12日 ～ 10月 30日 に発掘調査を笑施した。

(2)本遺跡で検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 1棟、縄文時代の竪穴住居状遺構 5基、縄文時代の

上坑 18基、縄文時代と考えられる焼土遺構 39基、時期不明のピット21基である。

(3)こ れらの遺構の主体となる時期はいずれも崖錘性堆積の影響を大きく受けており、残存状態は極めて悪

く、遺構内遺物出土量もかなり少ないため判然としないが、縄文時代の早期前葉～前期前葉の時期が想

定される。主体となる時期には継続して集落が営まれており、各時期の集落や遺構の分布の一部 (削平

箇所を除く)が明らかとなった。今回の調査区は北を頂点とする二等辺三角形を成しており、南北が最

大長約 90m、 東西の最大長約 32mである。調査区内を北から南に向かって傾斜 していき、調査区の南

側に流れる九重沢に接する。調査区南側の低位地は堆積状況及び花南岩砂礫面の状況から旧河道部分と

考えられる。流路は現在の九重沢と似ているが、若干蛇行 しながら本流である来内川に合流していたと

考えられる。このことから、本調査区は九重沢遺跡の南東端であることが分かつた。遺構は旧河道部分

を除く緩斜面上に形成されているが、その中でも比較的平坦な箇所 (調査区中央部)に集中する傾向が

見られる。遺構同士の重複はほとんど見られないが、希薄な遺物包含層を呈 しているため、その層位毎

に遺構が見られる。

(4)本遺跡で出土した遺物は、縄文土器大コンテナ (T40:42× 32× 30 cm)約 19箱・土製品 1点・石器

大コンテナ (割0:42× 32× 30 cm)約 4箱である。出土土器は早期前葉～前期前葉に位置付けられ

るものが出土し、貝殻沈線文系土器、表裏縄文系土器、羽状縄文系土器、円筒下層式土器、大木式土器

が見られる (総重量 268,819g)。 特に貝殻沈線文系に比定される土器群がまとまった量出土している。

出土石器は総数 2,485点 に及び、尖頭器 17点 、石鏃 144点 、石錐 8点、石匙 68点、石箆 32点、スクレ

イパー類 116点、楔形石器 51点 、二次加工ある剥片 123点、微細剥離痕ある剥片 120点、アスファル

ト付着剥片 2点、石核 3点、石斧類 21点、礫器類 6点、敲磨器類 75点 (以上が トゥール計 786点 )、

このほかに石器製作に伴う剥片 (石屑片)が 1,699点出土した。
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Ⅶ 自然科学分析

1.テフラ分析

岩手県遠野市九重沢遺跡の火山灰分析

株式会社 古環境研究所

(1)は じめに

東北地方北部岩手県域には、岩手、十和田、秋田駒ケ岳、焼石、鬼首など岩手県域とその周辺に分布する

火山のほか、北海道、中部、中国、九州地方などの火山などから噴出したテフラ (tephra,火山砕屑物,い

わゆる火山灰)が数多 く分布 している。テフラの中には、すでに噴出年代が明らかにされている指標テフラ

があり、それらとの関係を求めることにより、地層の堆積年代や土壌の形成年代のみならず、遺構や遺物の

年代などについても知ることができるようになっている。

そこで、遠野市九重沢遺跡において採取された試料を対象に屈折率測定とエレクトロンプローブX線マイ

クロアナライザー (EPM→ による主成分化学組成分析を行って、指標テフラとの同定を試みることになっ

た。分析の対象 となった試料は、発掘調査担当者によって採取された成層 したテフラ層 (層厚 1lcm)の う

ち、下部の黄色細粒火山灰層 (試料 2,層厚 4 cm)で ある。なお上部は、灰色細粒火山灰層 (層厚 7 cm)

である。

(2)届 折率測定

A.測定方法

試料 2について、日本列島とその周辺のテフラカタログ (町田 。新井,1992)の作成にも利用された温度

一定型屈折率測定法 (新井,1972,1993)に より、テフラ粒子の屈折率の測定を行った。

B.測定結果

屈折率測定の結果を表 1に示す。試料に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)とよ、1.509-1.513で ある。重鉱

物としては、斜方輝石や単斜輝石がごく少量含まれている。斜方輝石の屈折率 (γ )は、1.706-1.708で あ

る。

(3)主成分化学組成分析

A.分析試料と分析方法

試料 2について、指標テフラとの同定精度を向上させるために波長分散型エレクトロンプローブX線マイ

クロアナライザー (WDStt EPMA)に より、火山ガラスの主成分化学組成分析を行った。分析に仕様 した

WDStt EPMAは 、山形大学理学部の日本電子」XA8600hlIWDS tt EPMAで ある。加速電圧 15kV、 照射電流

0.01 μA、 ビーム径 5μmの条件で行った。補正法はOxide ZAF法 を用いた。

B.分析結果

試料 2に含まれる 10粒子の火山ガラスの主成分化学組成分析結果を表 2に示す。
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(4)考察

試料が採取されたテフラ層については、火山ガラスの色調、形態、屈折率、主成分化学組成分析、斜方輝

石や単斜輝石が含まれていること、さらに斜方輝石の屈折率などから、従来東北地方においてデータが得ら

れている後期旧石器時代以降の主要な火山ガラス質指標テフラの中では、約 5,500年前
車1に 十和田火山から

噴出した十和田中板テフラ (To Cu,大池ほか,1966,早川,1983,福 田,1986,町田 。新井,1992)の可

能性がもっとも高い。

(5)ま とめ

九重沢遺跡において採取された試料について、屈折率測定とEPMAに よる火山ガラスの主成分化学紅成

分析を行った。その結果、試料が採取されたテフラについては、十和田中椒テフラ (To―Cu,約 5,500年前

半1)の可能性が非常に高いと考えられる。

+1 
放射性炭素 (14c)年代 .
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表 1 屈折率測定結果

試料  火山ガラス (n) 重鉱物   斜方輝石 (γ )角 閃石 (n2)

2  1.509-1.513   (opx,cpxl   l。 706-1.708     -

屈折率の測定法は,温度一定型屈折率測定法 (新井,1972,1993)。 opx:斜

方輝石,cpx:単斜輝石.重鉱物のOは ,量が少ないことを示す。

表 2 火山ガラスの主成分化学組成分析結果

試料  Si02 Ti°2A12°3 FeO MnO MgO CaO Na2°  K2°  P2°5   T°tal    n

2    75。 52  0.44  13.39  2.39  0.11   0.62  2.63  3.67   1,16  0.07      100.00       10

0.24  0,05   0。 13  0,11   0.06   0.03   0,11   0,21   0,09   0.05

To―Cu  75,08  0。 44  13.28  2.46  0.08  0.63  2.63  4.04   1.29  0,07      100.00       10

0,33  0,05   0。 12  0.13  0.03  0.05  0,07  0。24  0.06  0,05

To―a   77.87  0。 37  12.81  1.75  0。10  0,42  2.00  3.29   1.34  0.06      100.00       33

0。 18  0,05   0.13  0,10   0.08   0,03   0.08   0。 18   0,09   0,04

As―K   78.15  0.27  11,99  1.33   0,04   0.26   1.30   3,72   2.89   0,05      100,00       10

0。23  0.04   0.14  0.08   0.05   0.01   0,05   0.23   0。 14   0.02

AT   78,18  0.12  12.26  1.22   0.02   0.11   1.10   3.37   3.57   0.04       99.99       10

0。36  0,03   0。 10  0,09   0.04   0.02   0.05   0,47   0。22   0.03

山形大学理学部のWDStt EPMAに よる。分析値は,無水状態に再計算されている。ni分析ポイ

ント数.上段が平均値,下段は標準偏差。To Cu,As Kお よびATのデータは,山形県白鷹山におけ

る分析値.To―aのデータは、岩手県北上市における分析値 (以上,八木浩司山形大学助教授の未公

表資料).
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2.放射性炭素年代測定

岩手県遠野市九重沢遺跡の放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所

はじめに

今回分析を依頼 した試料 3点は出土土器内外面に付着 していた炭化物 (ス ス)を採取したものである。考

古学的観察からは、試料 No.11よ 第 Itt D類 (縄文時代早期中葉)に所属、試料 No,2は第 Itt E類 (縄文時

代早期中葉)に所属、試料 No。3は第Ⅱ群 A類 (縄文時代早期後葉)に所属すると見られた。

測定結果は以下の通りである。試料採取時の状態があまり良くなかったものもある。      (北 田)

1.試料 と方法

No    試料     種類       前処理・調整 測定法

1  土器付着炭化物  炭化物  酸―アルカリー酸洗浄・石墨調整  加速器質量分析 (AVIS)法

2  土器付着炭化物  炭化物  酸―アルカリー酸洗浄・石墨調整  加速器質量分析 徹MS)法

3  土器付着炭化物  災化物  酸―アルカリー酸洗浄・石墨調整  加速器質量分析 (畑IS)法

2.測定結果

試料   14c年 代  δ13c  補正 14c年代   暦年代 (西暦)        測定No

(年 BP)   (%。 )    (年 BP)                      (Beta)

No 1    5340± 40    25。4    5330± 40      交点 : BC 4220            177258

lσ :BC 4240～ 4060

2σ : BC 4300～ 4300,

BC 4250～ 4040

No 2    8090± 40    -24.3    8100± 40     交点 I BC 7070           177259

lσ : BC 7080～ 7060

2σ :BC 7160～ 7040

No 3    7120± 40    24.8    7120± 40     交点 :BC 6000           177260

lσ :BC 6010～ 5980

2σ : BC 6040-5900
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1)14c年代測定値

試料の14c/12c比から、単純に現在 (1950年 AD)か ら何年前かを計算した値。14cの半減期は、国際

慣例に従って 5,568年 を用いた。

2)δ 13c測定値

'  試料の測定 14c/12c比 を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (‰)で表す。

3)補正 14c年代値

δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、14c/12cの 測定値に補正値を加えた上で算出した年

代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の変動を補正することにより算出した年代 (西暦)。 補正

には、年代既知の樹木年輪の14cの詳細な測定値、およびサンゴのU Th年代と14c年代の比較により作成

された較正曲線を使用した。最新のデータベース (“INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration" Stuiver et al,

1998,Radiocaお on 4013))に より、約 19,000年 BPま での換算が可能となっている。ただし、10,000年 BP以

前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点 とは、補正 14c年代値 と暦年代較正曲線 との交点の暦年代値を意味する。lσ (68%確

率)。 2σ (95%確率)は、補正 14c年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがつ

て、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ ・ 2σ 値が表記される場合もある。
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Ⅶ国煮Ё



調査区遠景 (南 から俯磁 )

調査区近景 (直上)

写真図版 1 調査区全景航空写真

―- 179 -―



調査区内堆積状況

出土土器 (集合)

写真図版 2 調査区内堆積状況・出土土器 (集合 )
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調 査 区 全 景

調 査 区 全 景

写真図版 3 調査区全景
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基本土層 ②

作業風景

写真図版 4 基本層序
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メインベル ト1 断面

メインベル ト2 断面

一■
■
Ｆ
一
ヽ
４

， 一簸す一〓， 一一ｉ

メインベル ト3 断面

メインベル ト4 断面

写真図版 5 メインベル ト
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旧河道部分 (砂礫層断面)

旧河道部分

写真図版 6 +日河道部分 (1)
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旧河道部分

遺物出土状況 遺物出土状況

遺物出土状況 遺物出土状況

写真図版 7 1日河道部分 (2)
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写真図版 8 S101竪 穴住居跡
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S X 01 平面

試掘風景

S X 01 断面

写真図版 9 S X 01

-- 187

竪穴住居状遺構

作業風景



S X 02 平面

S X 02 断面

遺物出土状況 (No.8)                      作業風景

写真図版 10 S X 02竪穴住居状遺構
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作業風景                         作業風景

写真図版 1l S X 03竪穴住居状遺構
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S X 04 ・ 05  司『 】室

ri■
|ふ

■学
―

プ

S X 04・ 05 断面

写真図版 12 S X 04 0 05竪穴住居状遺構 (1)

S X 04・ 05 断面
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S X 04・ 05 平面

S X 04・ 05 平面

写真図版 13 S X 04・ 05竪穴住居状遺構 (2)
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S K 01 平面 S K 01 断面

S K 03 断面

写真図版 14 S K 01～ 05土坑
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S K 02 平面 S K 02 断面

S K 03 平面

S K 04・ 05 平面 S K 04・ 05 断面



S K 06 平面 S K 06 断面

S K 07 平面 S K 07 断面

S K 08 平面

写真図版 15 S K 06～ 09土坑

-1粥 ―

S K 09 平面

S K 08 断面

S K 09 断面



S K 10 平面 S K 10 断面

SK■ 平面 SK■ 断面

S K 12 平面

S K 13 平面

S K 12 断面

S K 13 断面

10～ 13土坑SK
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S K 14 平面

S K 16 平面

S K 15 断面

14～ 18土坑SK
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S K 14 断面

S K 15 平面

S K 16 断面

S K 17 平面

写真図版 17

S K 18 平面



S F 01 平面 S F 01 断面

S F 02 平面

S F 03 平面

写真図版 18 S F 01～ 04焼土遺構

- 196 -

S F 02 断面

S F 04 平面

S F 03 断面

S F 04 断面



S F 05 平面

S F 06 耳芍面

S F 07 平面

S F 05 断面

S F 05♂Ψ08'完土,直構
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S F 06 断面

S F 07 断面

S F 08 平面

写真図版 19

S F 08 断面



S F C19 平面 S F l19 断面

S F 10 平面 S F 10 断面

S F 09～ 12焼土遺構
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S F ll 断面

S F 12 断面S F 12 平面
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S F 13 平面

S F13～ 16焼土遺構
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S F 13 断面

S F 14 耳▲F面 S F 14 断面

S F 15 平面 S F 15 断面

S F 16 平面
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S F 16 断面



S F 17 平面

S F 18 平面

S F 17 断面

S F 19 断面

写真図版 22 SFl

-2∞

7～ 20焼土遺構

S F 18 断面

S F 19 平面

S F 20 平面 S F 20 断面



S F 21 平面

S F 22 平面

S F 21 断面

S F 21～ 23焼土遺構
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S F 22 平面 S F 22 断面

S F 22 断面

S F 23 断面S F 23 平面
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SF葬 平面 S F 24 断面

S F 25 平面 S F 25 断面

S F 26 平面

S F 27 平面

S F 26 断面

S F 27 閉荷面

写真図版 24 S F 24～ 27焼土遺構
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S F 28 平面 S F 28 断面

S F 29 平面 S F 29 断面

S F 31 断面

S F 28～ 31焼土 遺 構
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S F 30 耳▲T面 S F 30 断面

S F 31 平面
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S F 32 平面

S F 33 平面

S F 34 平面

S F 32 断面

S F 34 断面

S F 32♂▼35'暁土,直構
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S F 33 断面

S F 35 断面S F 35 平面
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S F 36 平面

S F 39 断面

S F 36′▼ 39'売上 ,直構
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S F 37 平面

S F 36 断面

S F 37 断面

S F 38 平面
S F 38 断面

S F 39 平面
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写真図版 33 土器 (6)
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所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所 在 地

コー ド 耳ヒ  漁単 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号
くしゅ)き わいせき
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39】電
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急発掘調査
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土坑     18基
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前葉の遺物包

含層 と遺構群
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集落遺跡
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